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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　天てん　幕まく







　昨日きのうからの雪は冷たい雨へと変わっていた。

　ぬかるんだ泥どろに足を汚よごしたアマラが『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』の天幕テントに戻もどってきたのは、日にち没ぼつ後ごかなり時間が経たってからのことだった。

「お帰りなさい」

　寝しん台だいの横の椅い子すで微睡まどろみかけていた金きん髪ぱつの青年は、足音に気がついて振ふり返った。

「今回は早かったですね」

「しばらくは興こう行ぎようなしでもしのげる程てい度ど、稼かせいできたわ」

　銀ぎん髪ぱつの女占うらない師しは上じよう衣いの胸むねの紐ひもを弛ゆるめると、双そう丘きゆうの間から羊よう皮ひ紙しの束たばを取り出した。

「ほら、手て形がたで二千」

「あなたには頭が下がりますよ」

　青年──セイル・ブロンディング──は微ほほ笑えんだ。

「一いつ体たいどこからそんなお金を、なんてあなたは絶ぜつ対たいに聞かないのね？」

　アマラは拍ひよう子し抜ぬけしたように肩かたをすくめる。

「尋たずねたら話してくれますか？」

「さあ、どうかしら。……アリシアの具ぐ合あいは？」

　アマラは、寝台に横たわる一座の歌うた姫ひめの容よう体だいについて尋ねた。

「日に日に良くなっていますよ、ほら」

　セイルはランプの位置を少し動かして、黒くろ髪かみの少女の顔に、わずかに光が当たるようにする。ほんのわずか、少女が眩まぶしさを感じて目を覚さまさない程度に。

「ふふ、無む邪じや気きな顔をしてよく寝ねてること」

　アマラは少女の頰ほおをちょんと指で突いた。

「あ、駄だ目めですよ。やっと寝たんですから」

　セイルが窘たしなめる。

「悪夢にうなされなくなったのね？」

「ええ。あまり長い時間でなければ、普ふ通つうに話せるようにもなりました。さっきも、昔話を少し聞かせてもらっていたんです」

「昔話？」

「ほんの少しですが。僕ぼくはほとんど、アリシアたちが前にどんな生活をしていたのか知りません。特に、森の民たみだったみんなが故こ郷きようを離はなれることになった経緯いきさつについては、ビゲリスもカミロも口を閉とざしていますからね」

「連中も隠かくしているわけじゃないのよ。ただ、思い出すには辛つらいこともあるの。つい、昨日のことのように感じられて……」

　アマラはセイルの隣となりに椅子を持ってきて腰こし掛かけた。

「……それに」

　二人の背中で声がした。

「あれ以来、時間が停とまってしまっている人間もいる。……俺おれの姉キのようにな」

「カミロ？」

　いつの間にか、浅黒い健康的な顔色の青年が天幕に入ってきていた。

「済すまねえな、表にアマラの馬が見えたもんでね」

　彼も服についた雨あま粒つぶを払はらうと、近くの椅子を引き寄せて座すわる。

　遠くで雷かみなりの音。

「……確かこんな天気の夜だったよな、俺とアマラがお前を拾ひろったの」

「そうでしたね」

　セイルは友の言葉にうなずいた。

『ティーズの驚異の一座』の俳はい優ゆうセイル・ブロンディング。

　その正体は、至し神しん智ち教きよう団だんに異い端たんとして追われ、その首に金貨五千の賞しよう金きんがかけられた魔ま道どう士しセイル・グレイだった。

　彼は刺し客かくに襲おそわれて瀕ひん死しの重傷を負おったところを、アマラとカミロに助けられ、それ以来『ティーズの驚異の一座』の座員となったのだ。

　だが、彼の存在は、この一座を何度か危き機きに陥おとしいれていた。

　花はな形がたの歌姫であるアリシアがこうして数か月もの間寝台から立ち上がれない情じよう況きようにあるのも、セイルと刺客の戦いに巻き込まれてのことだった。

「あまり無む理りすんじゃねえぞ。このところ、アリシアよりお前の方が病人みてえだ」

　カミロはセイルの顔色を見て忠ちゆう告こくした。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、この子の笑え顔がおが戻るまでは、頑がん張ばります」

「それが無理してるってことなの」

　今度はアマラが注意する。

「みんながいるんだから、少しは頼たよりなさい」

「そう……そうですね。じゃあ、朝になったら、ビゲリスの奥おくさんに代わってもらいます」

「よろしい。美人のお姉ねえさんの言うことは素す直なおに聞くものよ」

　澄すました顔でアマラがうなずくと、セイルも苦笑せざるを得ない。

「まあ、もうそろそろお姉さんって呼ぶのも苦しくなってきたがね」

　カミロがニヤリとした。

　天幕の外では次し第だいに雨あま足あしが激はげしくなっていたが、眠ねむりに就ついている少女を囲かこんだ三人の間では穏おだやかに時が流れていった。

「……なあ、セイル」

　しばらくしてカミロが口を開いた。

「さっきアマラに話していたよな？　お前、知りたいか？　どうして俺たちが故郷の森を離れることになったのか？」

　セイルは黙だまって頭かぶりを振ふった。

「俺は……」

　カミロはいったん言葉を止めたが、やがて、ためらいを断たち切るようにして続けた。

「知って欲ほしい。お前は俺たちに自分のことを包み隠かくさず語ってくれた。俺もそうありたいんだ。お前は……その、親友だからな」

「アマラが言っていたように、話すのには辛いこともあるでしょう？」

「ああ。だから、俺が上う手まく伝えられないところは……」

　黒髪の青年は女占い師を振り返った。

「アマラ、あんたが説明してくれ。姉キのことや、あの金髪の百ひやく人にん隊たい長ちようのことを」

「いいわ」

　アマラはうなずいた。

「お前が俺たちの前に現われる一年前のことだ。カデロンって国を知っているか……」

　カミロは語り始めた。







　第一章　監かん獄ごく島とう







　夜のカデロンを彩いろどる無数の灯あかり。

　街まちの中央に位置する塔とうの最上階の窓まどから、老おいた瞳ひとみが繁はん栄えいの象しよう徴ちようたるその光景を見下ろしていた。

「……それで、この難なん題だい、どう切り抜ぬける」

　老人はゆっくりと頭こうべを巡めぐらせ、薬やく草そうの煎せんじ液に浸ひたした包ほう帯たいで覆おおわれた顔を、部へ屋やの中に向けた。そこに立っていたのは、狼おおかみを思わせる頰ほおの瘦こけた銀ぎん髪ぱつの初老の男と、黒くろ髪かみの気品に満ちた相そう貌ぼうの青年だった。

「わしも老いた上に、この病が進んで指までも腐くさり落ちた。国の未来を担になう気力も失うせてしまったわ。のう、ゲレオン」

　と、嗄しわがれた声で語りながら、包帯の老人は銀髪の男に目をやる。

「お戯たわむれを、陛へい下か」

　宰相ワーリーゲレオンは慎つつしみ深く、主君の崩くずれかけた顔から視し線せんをそらした。

「いやいや、お主ぬしとともに戦場を駆かけ回ったのは、もう半世紀も昔のこと。武ぶ人じんは用よう済ずみの時代になったと思っていたが……」

　老ろう太たい主しゆは頭かぶりを振ふった。

「……父上、一人、心当たりがあるのですが。こうした仕事にうってつけの男に」

　青年がアゴに指を持っていきながら切り出した。

　この言葉に、ゲレオンは顔色を変えた。

「まさか……!?　太たい子し、いけません！　あの男を使うなど！」

「待て、ワーリー。お主も知っておるのだな、その男を？」

　太主はゲレオンを制せいした。

「はっ。ですが、その男は……」

　ゲレオンは額ひたいに汗あせをにじませる。

「構かまわぬ」

　老太主は遮さえぎった。

「この際さいだ。使える可か能のう性せいがあるならば、会うだけでも会ってみよう。……してその男、どこにおる？」

「……です」

　ゲレオンは口くち籠ごもった。

「よく聞こえぬぞ。もう一度申もうせ」

「ザルベガージュです、陛下。ザルベガージュの監かん獄ごく島とうに、あの男は幽ゆう閉へいされているのです！」




　　　　＊　＊　＊




　ザルベガージュはアラス川の中なか州すに建設された、三百年前の城じよう塞さいである。

　かつてこの地を支し配はいした覇は王おうグローフザンクの居きよ城じようであったものが、今では死し刑けい囚しゆう、凶きよう悪あく犯はんを隔かく離りする監獄島となっていた。六万の敵てきの包ほう囲いに八年間耐たえ続けた難なん攻こう不ふ落らくの城しろは、今や脱だつ出しゆつ不可能、入ったが最後、生きて出ることの適かなわぬ悪あく魔まの牢ろう獄ごくとして、犯はん罪ざい者しやだけでなく一いつ般ぱんの市民にも恐おそれられているのだ。

　その夜、カデロンの太主ヨルダネスとその第一子クローディオ太子、それに宰さい相しようのゲレオンは、供ともも連つれず、三人だけでこの監獄島を訪おとずれた。

　小舟で川を渡わたった彼らは、錆さびつきかけた鉄の門をくぐり、内部に入る。

　看かん守しゆの導みちびきで、三人は不ふ衛えい生せいな空気の中、複ふく雑ざつな道を進み、下へ下へと降りていった。

　灯あかりの松明たいまつの数は階を下くだるごとに減り、足元は不快に湿しめって粘ねばつく感じになる。

　ズチャ、ズチャッという足音は、立てる本人にとっても不快だ。

　道の幅はばは狭せまくなり、両りよう側がわの壁かべには、屈かがまないと通れないような小さな扉とびらが並ならんでいる。

　この辺あたりは独どく房ぼう区画のようで、時おり、呻うめき声が扉の奥おくから漏もれてきていた。

「……これは何の臭においか？」

　杖つえをついて進みながら、ヨルダネスは包帯の下の顔をしかめた。

「死し臭しゆうでしょう」

　足を止めずにクローディオが答える。

「ここの独房には、死んでそのままになっている者もおります。また、そこに新しい囚しゆう人じんが押おし込められることも」

「目当ての男は死んでおらんのだろうな？」

　この問いに対し、直接太主と口を利きくことを畏おそれる看守が、宰相に耳打ちした。

　ゲレオンは、その言葉を太主に伝える。

「五日前までは息があったそうです」

「……心こころ許もとない話じゃのう」

　やがて、彼らは監獄の最深部にたどりついた。今や死臭は鋭するどく鼻はなをつくまでになり、クローディオやゲレオンも堪たまらずに絹きぬの布で口と鼻を覆おおう。

「……ここです」

　看守が、ひとつの扉の前で足を止めた。

「呼べ」

　と、クローディオ。

「おい、起きろ！」

　看守が扉を乱らん暴ぼうに叩たたいた。

「起きろ！」

「ほら、起きろだとよ！」

　右隣の独どく房ぼうから嘲あざけるような声。

「どーやら俺おれより先に、あんたに地じ獄ごくからのお迎むかえがきたようだな！」

　だが、目の前の独房からの返事はない。

　太子は扉の覗のぞき窓まどを開き、松明たいまつを寄せて中をのぞき込んだ。

　独房の奥で、壁かべを背に座すわっていたのは金きん髪ぱつの大男だった。

　大男といっても決して鈍どん重じゆうそうではなく、またひょろ長い優やさ男おとこにも見えない。剝むき出だしの上半身の筋肉は、自然に鍛きたえ上げられた無む駄だのないもの。金髪は短く刈かり込んであり、無駄な装そう飾しよくは一いつ切さいない。そして、暗くら闇やみで松明の光を反はん射しやして光る瞳ひとみは、恐おそろしいほどに深い鳶とび色いろだった。

「アゼラのシャインデルだな？」

　太子が尋たずねかけると、金髪の男はわずかに肩かたを動かした。

「そーだぜ、そいつがあのシャインデルさ！」

　隣の独房の男がまた、声を張はり上げる。

「金貨五千の賞金首、それが酒場女一人を阿あ片へん窟くつから助け出すために、街ン中で大おお騒そう動どうを起こして捕つかまるとは大笑いだよな！」

「黙だまれ、ギル」

　シャインデルと呼ばれた金髪の男は、初めて口を開いた。

「……お前は十日前にもやってきた男だな？　いや、八日前だったか？」

　シャインデルは、覗き窓から自分を見つめる太子を見返す。

「九日前だ。地下に閉じこめられて時間の感覚を失ったか？」

　クローディオは微ほほ笑えんだ。

「まあいい、出ろ」

「嫌いやだと言ったら？」

「言わんさ。看守、鍵かぎだ」

「はっ！……はあっ？」

　戸と惑まどう看守の手から鍵の束たばをもぎ取り、太子は幾いくつか鍵を試ためして扉を開いた。

「話がある。付き合ってもらうぞ」

　クローディオはシャインデルの前に立った。

　シャインデルはゆっくりと腰こしを上げる。

「甘あまい男だ」

　彼は突とつ然ぜん、目にも留とまらぬ早さで手を伸のばすと、太子の腰こしの剣けんの柄つかを握にぎって抜き放った。

　鋼はがねの剣身が松明の光を受けて、ギラリと鈍にぶい輝かがやきの軌き跡せきを描えがく。

　看守たちがハッと気がついた時には、シャインデルはクローディオの背中に回り、冷たい刃やいばが太子の喉のどに当てられていた。

「何をするか！」

　宰さい相しようが声を上げ、看守も鞭むちに手をやったが、うかつに動くことはできない。

　だが、当のクローディオと、その父である太主ヨルダネスには一いつ向こうに動じた様よう子すがない。

「ふっ、止よさぬか、ゲレオン」

　太主は目を細めた。

「その男に殺意はないわ」

　彼は濁にごった瞳ひとみをシャインデルに向けた。

「人ひと質じちとは厄やつ介かいなものよ。殺すと脅おどさねば我わが意は通せぬが、殺してしまっては役には立たぬ。ゲレオンのごとき単純な者には、この手の駆かけ引ひきは有効かも知れぬがのう」

「陛へい下か、見せ掛かけだけでも、もう少し実の子のことを案じてはいただけませんか？」

　首くび筋すじに剣を当てられたまま、クローディオが肩をすくめる。

「ほう。では、立場が逆ならお主はどうする？」

「それもそうですね。……シャインデル、お巫ふ山ざ戯けは終わりにしよう。時間の浪ろう費ひだ。別の場所にいい葡ぶ萄どう酒しゆが用意してある。話を聞くだけでも損そんにはならんと思うがね？」

「……なるほど」

　金髪の戦士は剣をクローディオの鞘さやにスッと戻した。

「ギルの奴やつを悔くやしがらせるためだけにでも、招まねきに応ずる価値はあるな」




　鎖くさりを解とかれたシャインデルは、クローディオらとともに小舟で監獄島を後にした。

　小舟は静かに水面を川下に移動し、太主の城の水門を目め指ざす。

　舟の上で、アゼラのシャインデルは囚しゆう人じん用の服を着き替がえた。

　太子が用意したのは、もともとシャインデルの物だった品。質しつ素そな鞣なめし皮の上衣に腕うでを通し、黒い外がい套とうを羽は織おると、彼は鋼こう鉄てつの板を縫ぬいつけた鉢はち金がねを締しめた。

「何とか格かつ好こうがついたようだな」

　クローディオは微ほほ笑えんだ。

　やがて、カデロンの街から少し離れた崖がけの上に立つ屋や敷しきが、一行の前に姿を現わした。

「あれは？」

「わしの私し邸ていだ」

　シャインデルの質問に、ゲレオンが答える。

「賞金首を堂どう々どうと、太主の居きよ城じように通す訳わけにもいくまい？」

「そりゃそうだ」

　無口な漕こぎ手が櫂かいを巧たくみに操あやつって舟ふねを崖がけ下したの桟さん橋ばしにつけると、シャインデルたちは岩いわ陰かげの小道をたどって屋敷の中に入った。

　人ひと気けのない薄うす暗ぐらい回かい廊ろうを進んで一同が着いたのは、応接室らしい二階の一室である。

　金髪の戦士は、持ち主の好みを反映した質しつ素そな室内を見み渡わたした。

　武ぶ骨こつな感じの大きな机つくえが一つと、それを囲かこむかたちで背もたれのない椅子が数すう脚きやく。壁かべには刺し繡しゆうの粗あらい、野や暮ぼったい印いん象しようのタピストリーが一枚。その前に置かれたサイドボードの上には、陶とう器きの杯さかずきが並んでいる。

　調度品はそれですべてだ。

「ほう、政治の中ちゆう枢すうで甘い汁しるを吸っている人間の趣しゆ味みとは思えんな」

　シャインデルは、歯はに衣きぬを着せぬ感想を漏もらした。

　これを耳にした館やかたの主人のゲレオンが、

「お、おのれ、無ぶ礼れいな！」

　と、顔を真まっ赤かにすると、太主はその肩に手を置いて、クククと嗄しわがれた声で笑った。

「この融ゆう通ずうの利きかぬ不ぶ器き用ような年とし寄よりに、賄わい賂ろを取るような才さい覚かくはないわい。のう？」

「へ、陛へい下か！」

「まずは一息つこうではないか。やはりこの身体からだに夜よ露つゆは堪こたえる」

「……はあ」

　ヨルダネスに宥なだめられて、ゲレオンは仕し方かたなしに退ひいた。

　その時……。

「失礼します」

　シャインデルたちの背はい後ごで、扉とびらが静かに開いた。

　入ってきたのは、葡ぶ萄どう酒しゆの皮かわ袋ぶくろを持った二は十た歳ち前後の娘むすめ。

　肌き理めの細こまかい、やや浅黒い肌はだに、瞳ひとみは明るい緑。短い銅どう色の髪と贅ぜい肉にくのついていない細身で小こ柄がらな身体からは、少年のような印象を受ける。

「ワインを……」

　娘はクローディオを見つめながら、少しはにかんだような調子で勧すすめた。

「済すまないな、カルミナ」

　クローディオがうなずくと、娘はサイドボード上の杯を、濃こい赤あか紫むらさきの酒で満たしていく。

　脇わきに抱かかえた皮かわ袋ぶくろから葡萄酒を絞しぼり出して杯に注つぎ、それを男たちに配くばる際さいの優ゆう雅がで軽かろやかな動き。

　シャインデルはその姿に感かん嘆たんを覚おぼえた。

「……あんたにしては召めし使つかいの趣味はいい」

　彼がゲレオンに向かってそう言い、娘から杯を受け取ろうとした時……。

　突然、娘は渡しかけた杯を引っ込めると、脚あしをはね上げ、足首に留とめた短剣を左手で抜き放ってシャインデルの喉のど元もとに突つきつけた。

　一いつ瞬しゆんのうちの出来事である。

「私は召使いじゃないわ。……参考までに」

　娘は短剣を突きつけたまま、シャインデルの口に杯を運んで葡萄酒を流し込んだ。

「カルノー産の八年ものよ、お味はいかが？」

「……俺おれも焼きが回ったぜ」

　金髪の戦士は参まいったというしるしに、ゆっくりと手を挙あげた。

「……この男、本当に使いものになりますかな？」

　宰さい相しようが、疑うたがいの視線を彼に向ける。

「女に弱いというのは、噂うわさどおりだな」

　クローディオはクスクスと笑った。

「シャインデル、この女性は関係者の一人だ。カルミナという」

「よろしくな、カルミナ」

「よろしく、賞金首さん」

　カルミナはようやく短剣を喉元から離した。

「さて、本題に移うつらせて頂いただきたいのだが……」

　早はや々ばやと杯を乾ほしたゲレオンが、咳せき払ばらいをする。

「そうだな」

　クローディオもうなずき、口をつけぬままの杯を机の端はしに置いた。

「ではシャインデル、これを見てもらおう」

　ゲレオンはさっそく一枚の大きな地図を取り出して、机の上に広げた。
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　詳しよう細さいに描えがかれた、カデロンの全図である。

「数日前のことだ」

　ヨルダネスが語り始めた。

「隣りん国ごくザモーラからの勅ちよく使しが、我わが宮きゆう廷ていに派は遣けんされてきた。あの勅使を名な乗のる悪あく党とうめは、我が前に現われるや慇いん懃ぎんな態たい度どで一礼し、太主の親書、いや、親書の体てい裁さいを取った脅きよう迫はく文ぶんを読み上げおった。それは、ザモーラと我が国の今後の友好のために、ノイストリエンの森の割かつ譲じようを要求する、という内容のものだった」

「ノイストリエンの森？」

　シャインデルの目が地図の上を走る。

「私が説明しよう」

　太子クローディオが北の国境付近を指で示した。

「我が国とザモーラは、この険けわしいクィリナスとウィミナリスの連山によって隔へだてられている。ザモーラがもし、首都カデロンに攻せめ込もうとするなら、大きく西に連山を迂う回かいし、補ほ給きゆうの利かないカラムボロの荒こう野やを、十日近くかけて横おう断だんせねばならない」

　クローディオの指が、地図の上で大きく弧こを描く。

「正確な地図だな。俺がこの国に入る時に見た地ち勢せいを完全に再現している」

　地図を見つめながらシャインデルは目を細めた。

「……私が作らせたものだ、七年かかった。……続けていいか？」

　クローディオは表情を和なごませる。

「ともかく、この迂回路を取る限り、補給線が伸び切ってしまうため、ザモーラは大部隊で攻め込むことはできない。しかし……」

　彼は連山の間の幅の狭せまい渓けい谷こくを指した。

　その渓谷を覆おおう森には、ノイストリエンの名が記されている。

「このノイストリエンの森を抜ければ、国境から首都まで馬を駆かればわずか半日だ。森をザモーラに渡すことは……」

「喉元に短剣を突きつけられるも同じ、か」

　シャインデルはカルミナの顔を見て目くばせした。

　カルミナは、これを見なかった振りをする。

「我が国としては到とう底てい、この要求を受け入れることはできぬ。当とう然ぜん、ザモーラは力ずくで森を手に入れようと軍ぐん勢ぜいを差し向けるだろう」

　ヨルダネスが言った。

「下へ手たすりゃ一気に首都まで攻め込むかもな」

　うなずくシャインデル。

「予想されるザモーラの投入兵力はどれくらいだ？」

「こちらの密みつ偵ていの報告によれば、およそ一万人、二個軍団規き模ぼの兵が国境の向こうに集結しつつあるらしい」

「それに対たい抗こうするこちらの軍勢は？」

「我が国はザモーラと違ちがい、常備軍は持たぬ。貴族どもに出兵を促うながすにしろ、都市で義ぎ勇ゆう兵へいを募つのるにしろ、勅使に返答するまでの短い時間で十分な兵力を集めることは不可能。戦いとなると、当てになるのは森の住人だけと見ていい」

「おいおい、はっきりとした数字を上げてくれ」

「ノイストリエンの森の総人口は、百十四人よ」

　ヨルダネスに代わって答えたのはカルミナだった。

「一万対百十四!?　俺をからかっているのか？」

　シャインデルはまじまじと娘の顔を見た。

「どういうことか分かっているんだろうな？　一人のド素人しろうとにつき、九十人近くの兵士を相手にすることになるんだぞ？」

「参さん考こうまでに付け足すと、その百十四人のうち、戦いに参加できる若者は五十九人ね。私も含ふくめて」

「君も？」

「私も森の民の一人。だからここにいるの」

　森の民であることを誇ほこりに思っているらしく、カルミナは胸を張った。

「絶望的だな。お前たち全員、腕うで利ききの施せ療りよう士しに頭を診みてもらった方がいいぜ」

「こうした絶望的な情況ゆえ、陛下はわざわざアゼラとの外交関係に亀き裂れつが生じる危き険けんを犯おかしてまで、お主を保ほ釈しやくしたのだ」

　宰相は気難しい顔で金髪の戦士を見た。

「……なるほど」

　確かに常識的な戦術家、いや、まともな人間なら殺すと脅おどされても引き受けるかどうか。

　処しよ刑けい台だいから目め隠かくしをされたまま走って逃にげる方が、まだ分ぶがあるというものだ。

「さてシャインデル、お主ならこの窮きゆう地ち、どう乗り切る？」

　ヨルダネスが尋たずねた。

「俺は引き受けるとは言っちゃいない」

　と、肩をすくめるシャインデル。

「だが、完全に不可能だ、という言葉も、わしはお主の口から聞いてはおらぬ」

　太主は包帯の下で微び笑しようを浮うかべた。

「シャインデル」

　クローディオは頭を振る。

「君はギラつく刃やいばを持った抜き身の剣だな。だが、剣は普ふ段だん、鞘さやの中にあればこそ、その鋭さを保たもつことができる。いつまでも風雨に曝さらされたままでは、錆さびつき、刃は毀こぼれ、そして最後に折れる。そろそろ君も収おさまるべき鞘に収まってみないか？」

「俺に仕し官かんしろと？」

「然しかるべき地位は与あたえる」

「柄がらじゃないな」

　シャインデルは苦笑した。

「それに俺は何度も、あんたのようなお偉えら方がたに利用され、裏切られ続けてきた。もう煮にえ湯ゆを飲まされるのはごめんだ」

「……ハモンのことだな？」

「ハモン？」

　ヨルダネスが、説明を促うながすような視し線せんをクローディオに向けた。

「かつてのアゼラの太主。シャインデルが百人隊長として十年にわたって仕つかえた男です」

「その男がどう関係する？」

「あの方は、もうこの世にはいない。俺が殺した」

　この太主の問いには、シャインデル本人が答えた。

「主君殺しか。……なるほど、ゲレオンがお前を使うことを嫌いやがる訳わけだわい」

　包帯の隙すき間までヨルダネスの目が細くなる。

「陛下、実はハモンという男、太主の地位にありながら浅せん薄ぱくで残ざん虐ぎやくな性格。質たちの悪い仲間と徒と党とうを組み、夜な夜な街に繰くり出しては些さ細さいな悪事を繰り返していたそうで……」

　と、補ほ足そくを差さし挟はさんだのはゲレオンである。

「それをこのシャインデルが諫いさめたところ、ハモンは逆さか恨うらみし、此こ奴やつめを罠わなにかけて殺そうと図はかり、逆に命を落とす羽は目めになった、と聞いております」

「実じつ際さいは……」

　シャインデルは訂てい正せいする。

「諫めたことは何度かあったが、それが直接の引き金になった訳じゃない。あの方を唆そそのかして堕だ落らくの味を覚おぼえさせたアルムミという男を、俺は叩たたきのめして国外に追放した。アルムミはそれを深く恨うらみ、密ひそかに国に戻ってあの方の心に、俺への憎しみを吹ふき込んだんだ。宮廷内で丸まる腰ごしのまま、武ぶ装そうした傭よう兵へいに囲かこまれて追い詰つめられた俺は、この身を守るため主君の頭を鉄てつ杖じようで叩き割った。……だが、真の忠ちゆう臣しんならば、本当はあの場で死んでいるべきだったのかも知れん。あの方も、賢けん君くんとなられる素養はあったんだ」

「……その後、アルムミという男はどうなった？」

　ヨルダネスが尋ねた。

「奴は逃げ果おおせた。ハモン陛下を狂くるわせたあの男を殺やるまで、俺は捕まる気も、誰だれに仕える気もない」

　金髪の戦士はキッパリと宣言すると、地図に背を向けるようにして椅子に腰を下ろした。

　これを見て、

「殿でん下か、森は私たちだけで守ってみせます。こんな男の手を借りなくたって……」

　と、憤ふん慨がいしたカルミナがクローディオの前に進み出るが、太子は頭を振った。

「君たちの士気は買うが、残念ながらザモーラ軍相手に素人しろうと集団では半日も持ちこたえられまい」

「殿下！」

「無む駄だ死じにはしないで欲しいんだ」

　肩に手をかけながらのクローディオの言葉に、カルミナは唇くちびるを嚙かんで顔を伏ふせた。

「……ですが、このままでは結局、無駄死にさせることになるでしょうな。いや、そうせざるを得ない。たとえほんのわずかな時でも、森の民に稼かせいでもらわぬことには」

　ゲレオンが唸うなった。

「構かまいません。殿下のためなら……私たちは命なんて」

　カルミナは自分たちの非ひ力りきさを責せめるように、華きや奢しやな肩を震ふるわせる。

「…………」

　シャインデルは我われ関かんせずといった表情でタピストリーに目を向け、沈ちん黙もくを保った。

　しかし、その視し界かいの端には、打ち拉ひしがれたカルミナの姿が捉とらえられている。

（おいおい、こんなことに首を突っ込むのは愚おろか者だけだぞ。この前の娼しよう婦ふの一件を思い出してみろ）

　金髪の戦士は、己おのれに繰り返し言い聞かせた。

（いちいち出会った女を助けられるものか。馬鹿な真ま似ねは止よすことだ）

　だが、やがて……。

「……くそっ！」

　とうとう彼は吐はき捨すてるように悪あく態たいを並べると、椅い子すから立ち上がった。

「地図をもう一回見せろ」

　彼はクローディオに言った。

　太子はしまいかけた地図をもう一度広げる。

「……この川は？」

　シャインデルの指が、森を斜ななめに横切る川を示した。

「クィリナスの雪ゆき解どけ水が流れる小川だ。名はない」

「ここが最終防ぼう衛えい線せんだな」

　元百人隊長は、瞬しゆん時じにあらゆる可能性を吟ぎん味みした上で決定した。

「……しかし、あと二人は欲しいところだな、戦いの経験がある者が」

「引き受けてくれるのか？」

　ゲレオンが目を丸くした。

「見殺しにはできんだろ。こうして知り合っちまった女をよ」

　シャインデルはチラリとカルミナに目をやって、鉢はち金がねの上のあたりを搔かいた。

「私の……ために？　あなたが？」

　カルミナは突とつ然ぜん、自分のことを引き合いに出されて、戸と惑まどいの色を隠せない。

「……真に女に弱いの」

　ヨルダネスが肺から空気の漏もれるような音を立てて笑った。

　シャインデルは苦い顔をして続ける。

「俺の条件としては、あと二人、俺の副官となって働はたらく奴やつを雇やとって欲しいということ。それと俺の……」

「分かっている」

　クローディオが白い歯を見せた。

「カルミナ、彼を」

「はい」

　カルミナは一礼して部屋から出ると、少しして、自分とよく似た黒髪の青年を伴ともなって戻ってきた。彼女に支えられながら、足元をふらつかせてやってきた青年は、重そうな長い包みを背せ負おっている。

「よっこらっしょっと！」

　ズンッ！

　青年が包みの端を下ろすと、床ゆかが鈍にぶい音を立てて振しん動どうした。

「これ、あんたのだろ？」

　青年はシャインデルに笑いかける。

「俺、カルミナの弟でカミロ。殿下に頼まれて、これを運んできたんだ」

　シャインデルが無む言ごんで包みを解くと、中から現われたのは一ひと振ふりの鉄てつ杖じようだった。

　長さはシャインデルの身長と同じ程てい度ど。だが、その重さは常人の振れるものではない。

「炎ほのおの杖。君を捕とらえた時に取り上げたものだったな」

　と、クローディオ。

「ああ」

　シャインデルは軽かる々がると杖を持ち上げると、ブンッと振った。

　すると、その先せん端たんが炎を噴ふき、紅くれないの軌き跡せきを描えがく。

　妖よう精せい族ぞくが鍛きたえた武器が放つこの炎は、岩さえも焼き尽つくすことができるのだ。

「……すげえ」

　ヒュウと、カミロが口くち笛ぶえを吹ふいた。

「宰相さんよ、副官の一人として、俺の隣となりの牢ろうに放ほうりこまれていたギルって奴を引っ張ってきてくれ」

　シャインデルはゲレオンへ顔を向けた。

「兵士ではなく、囚しゆう人じんを使おうというのか？」

　軍の責任者でもあるゲレオンは、誇ほこりを傷つけられたような表情になる。

「ああ。この国は二十年以上、戦乱に巻き込まれていない。実戦の経験なら、余よ所そ者ものの悪党の方があるからな」

「……むう、良かろう。もう一人は？」

「そいつは明日、街まちに出て捜すことにしよう」

　シャインデルは鉄杖を肩かたに担かついだ。

「俺がこの目でな」
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「昨日きのうはああ言ったものの、さて、どこを当たったものやら……」

　一夜明けて。

　シャインデルは宰さい相しようの屋や敷しきを出て、カデロンの市街地に入っていた。

　カデロンは、エレネイでも有数の文化都市。

　夜遅おそくまで歓かん楽らく街がいの人通りが絶たえることなく、夜が明ければ呼び売り商しよう人にんの声が谺こだまする朝市が賑にぎわいを見せる、活気にあふれた街である。

　創そう造ぞう神しんエルや冥めい府ふの女神スヴァニルダから小さき神々のものまで、大小合わせると三十以上の神しん殿でん、修道院があり、万単位の蔵ぞう書しよを誇ほこる図書館や学校、闘とう技ぎ場じよう、円形劇場、大浴場までもが、この都市には整備されていた。

　住民十五人あたりに一つの文化施し設せつがある計算である。

「……やれやれ、あまり立りつ派ぱな街ってのも考えもんだな」

　金きん髪ぱつの戦士は、あっという間に道に迷まよっていた。

　実はこのシャインデル、都市内での方向感覚は滅めつ法ぽう弱かった。

　初めてこの街に入った時も同じように迷い、その結果、娼しよう婦ふの揉もめ事ごとに巻き込まれて投とう獄ごくされる羽は目めになったのだが……。

「大きなこと言った割には、心当たりはなかったようね」

　同行したカルミナが、人込みの中で立たち往おう生じようする大男を見て、呆あきれたと言わんばかりに美しい眉まゆをつり上げる。

「まあ、しょうがないって。この街、真っすぐに走ってる道って一本もないもんなあ」

　頭の後ろで手を組んで隣となりを行くカミロが笑った。

「ねえ、シャインデルさん、この俺おれを副官にしてくれないかなあ。絶ぜつ対たいに役に立つから」

「当とう然ぜん、お前にも働いてもらうさ」

　シャインデルはカミロの肩かたを叩たたいた。

「だがな、どうしてもあと一人は、戦いの経験を積つんだ奴やつが欲ほしい。無む論ろん、犯はん罪ざい者しやでも構かまわない」

「で、そういう奴ってどこにいるんだい？」

「例たとえばだな」

　シャインデルは鉢はち金がねに手をやった。

「場末の酒場や娼しよう家かなんかを、蝨しらみ潰つぶしに当たるのが手っ取りばやいんだが……、この時間じゃまだ開いていないだろうな」

「あのねえ」

　腰こしに手を当てたカルミナが、シャインデルを振ふり返る。

「あなたが捜しているのは、要するに悪あく党とうなんでしょ？　だったら、監獄島とか、警備兵の詰つめ所しよでものぞいてみたら？　詰め所の留りゆう置ち場じようには、きっとたくさん放ほうり込まれていると思うわよ、あなた好みの酔よっ払ぱらいやこそ泥どろが」

「この街の役人にとっ捕つかまるような連中じゃ、しょうがないだろう」

「あなたみたいに？」

　ちょっと小馬鹿にしたような口く調ちよう。

　言われてみれば、確かにシャインデル自身もその一人だ。

　もっとも、監獄島に何年にもわたって閉じ込められていたような連中は、実じつ際さいには使い物にはならないだろう。

　長年の幽ゆう閉へい生活は全身の筋きん肉にくだけでなく、精神も萎なえさせる。シャインデルが隣の独どく房ぼうのギルを選んだのは、彼が監獄島に入れられてまだ数週間にしかならなかったからだ。

　監獄島に比くらべれば、まだ留置場の方が可か能のう性せいがありそうだ。

「……分かった、行くさ」

　彼は昨夜に引き続き、降こう参さんした。

「じゃあ、ついてきて」

　カルミナが歩き出すと、それについて進みながらシャインデルはこっそりとカミロに耳打ちした。

「どうやら俺は、お前の姉ねえさんが苦にが手てのようだ」

「俺もだよ」

　姉の目を哀れなほどに気にしながら、カミロも小さくうなずいた。




　カルミナに案内され、シャインデルは大通りに面した詰め所の一つの前にやってきた。

「まずはここから始めましょう。それで駄目なら、監獄島ね」

　カルミナは詰め所の扉とびらを開き、声をかけた。

「誰だれかいますか？」

　しかし……。

「あらあら」

　カルミナの呼び掛かけに、答える声はなかった。

　中には、兵士らしき男が一人だけ。

　それも机つくえに足を乗せ、だらしない寝ね顔がおで居い眠ねむりをしている。

　残りの者たちは見回りにでも出ているのだろうか？

「やれやれ、これでよく治安が守れるもんだ」

　シャインデルは頭を搔かいた。

　詰め所自体は、立りつ派ぱなものだ。通りに面したこの部へ屋やが、警備兵の常じよう駐ちゆうする待たい機き所しよで、その奥おくは取り調べ中の容疑者を拘こう留りゆうしておく留置場になっている。

　待機所の内部はかなり広く、窓まど際ぎわの壁かべには手て配はい書しよが張られていた。その脇わきには、物もの々ものしいくらいに多くの槍やりや剣けんが立て掛けられ、棚たなには予備の楯たてや兜かぶとも積つまれている。さらに、執しつ務むや尋じん問もんに使われる机、椅い子すはもちろん、夜警の仮か眠みん用の寝台までもが揃そろっていた。

　ただ、ここにある調度品や武ぶ器きのどれもが、装そう飾しよく美びのみを追求した実用性に欠けるものばかりだ。

「……おい」

　シャインデルは机を蹴けった。

「……ん、何だあ？」

　寝ね呆ぼけ眼まなこを擦こすって、兵士は起き上がった。

「ちょいと牢ろう屋やに案内してくれ。使えそうな奴を捜さがしている」

「き、貴き様さま！　何者だ！」

　シャインデルの姿を見て、兵士は慌あわてて剣を抜ぬいた。

「早まるなよ、俺は敵てきじゃない」

　だが、そんな言葉は、驚おどろいた兵士の耳には入らない。

　覚おぼ束つかない手つきで剣を振り上げてかかってくるのを、シャインデルは仕し方かたなく、平手の一いち撃げきで弾はじき飛ばした。

　兵士の身体からだは宙ちゆうを舞まうと、詰め所の表の扉とびらをバンッと打ち破って、人々の行き交う外の通りに転ころがり出る。

　鉄てつ杖じようを抜くまでのこともなかった。

　往おう来らいの真ん中で、兵士は仰あお向むけになって白目を剝むいていた。

「……まったく、早まったのはあなたでしょう？」

　カルミナが腰に手を当ててシャインデルをにらんだ。

「太たい主しゆ陛へい下かの依い頼らいを受けて動いているのに、どうして味み方かたを殴なぐり倒す必要があるの？」

「だけど、強つええぜ！」

　カミロは称しよう賛さんの声を上げる。

「さすが、無敵の百人隊長！」

「元、百人隊長だ」

　シャインデルは肩をすくめた。

「仕方がない。勝かつ手てにのぞかせてもらおうか」




　薄うす暗ぐらい留りゆう置ち場じようには、鉄てつ格ごう子しで仕切られた、狭せまい牢が並んでいた。

　そのほとんどは空からで、長年使われることがなかったらしく床に厚く埃ほこりが積もっている。

「……外はずれか」

　ざっと見渡してシャインデルは言った。

「いえ、一番奥に誰だれか……」

　カルミナはいったんさっきの部屋に戻もどり、机つくえの上にあった燭しよく台だいに灯あかりを点ともすと、取って返して突き当たりの牢を照てらし出した。

「……女？」

　シャインデルはつぶやいた。

　牢の隅すみで、自分の肩かたを抱くように腕うでを回して震ふるえていたのは、銀色の髪をした一人の女だった。薄うす汚よごれた身体に、ほんの申もうし訳わけ程てい度どに服、いや、布をまとっている。

「開けて！」

　カルミナが緊きん張ちようした声を発した。

　シャインデルは鉄格子をつかむと、グイと引く。

　すると、錠じよう前まえがブチリと音を立てて千ち切ぎれ飛び、牢は開いた。

　カルミナは燭台を弟に持たせ、シャインデルの脇わきを抜けて牢に身を滑すべり込ませると、銀ぎん髪ぱつの女の顔をのぞき込んだ。

「……あなた、何をされたの？」

「姉キ、何をしたか、だろ？　そいつ、牢に入ってんだから」

「子供は黙だまりなさい！」

　カルミナはカミロを黙らせると、自分の上着を女の肩に掛ける。

　か細いロウソクの灯りで見たところ、銀髪の女の年ねん齢れいは二十代半なかば。

　頰ほおは汚れ、身体のあちこちに擦すり傷きずやアザができているが、美人の部類に属するだろう。

「怪け我がは？」

　シャインデルが尋たずねる。







[image: ]







「大したことないと思うけど、私じゃ分からないわ。うちの長おさにでも診みてもらえれば……」

「長？……まあ、いい。ともかく、連れ出そう」

　シャインデルが女を背せ負おおうと手を伸のばした。

　ところが。

「…………！」

　女は怯おびえ、シャインデルから逃のがれようと身を捩よじらせる。

「いやっ！　いやよ！」

　女が銀色の髪を振り乱しながら、怪け我が人にんとは思えない力で暴あばれて爪つめを立てるので、シャインデルの顔はたちまち引っ搔き傷だらけになった。

「頼たのむ、何とかしてくれ！」

　シャインデルはカルミナに助けを求める。

「大だい丈じよう夫ぶ、この人は……多分、いい人よ」

　シャインデルが下がると、カルミナは女の傍そばに行き、そっと頭を抱だいて、銀髪を撫なでた。

「ほら、しっかりして。ここから出られるのよ、ねっ？」

「……多分はないだろう、多分は」

　シャインデルは憮ぶ然ぜんとした表情になる。

　女がしばらくして落ち着いたところで、カルミナはシャインデルに目め配くばせした。

　シャインデルはうなずき、大人おとなしくなった女を軽かる々がると抱き上げると牢を出る。

　すると、そこに……。

「貴様ら、何をしている!?」

　武装した十人ほどの兵士が現われて、カルミナたちの前に立ちふさがった。

「往おう来らいに部下を転ころがしたのも貴様たちだな!?　その女をどうする気だ!?」

　兵士の一人が、先頭を行くカルミナに矛槍グレイヴを突きつけた。

　凝こった造つくりの高価そうな剣を腰に下げているところから見て、彼がこの詰め所の責任者のようだ。

　とは言ってもこの警備隊長、狭せまい留置場内で場ば違ちがいな大おお振ぶりの矛槍を持ち出すところから見て、大した実力ではない。

「決まっているじゃない、ここから連れ出すのよ」

　カルミナは怯ひるむことなく言い放った。

「ふざけるな！」

　激げつ昂こうする隊長。

「なあ、待てよ」

　金髪の戦士は腕に抱いた女を下ろすと、ヒョイと手を伸ばして矛槍の穂ほ先さき近くを握にぎった。

「そもそも、この女、何で放り込まれたんだ？」

「浮ふ浪ろう罪ざいだ！」

「浮浪罪？　つまらない罪で随ずい分ぶんと手て荒あらなことをするもんだな？」

「言いがかりに決まってるわ。街の人じゃないし、奇き麗れいな人だからそれで目をつけて……」

　と、カルミナ。

「……なるほど」

「貴様たちの口出しすることではない！　脱だつ獄ごくの幇ほう助じよで捕つかまりたいのか!?」

　隊長は矛槍を振ってシャインデルの手を振り解ほどこうとするが、穂先はピクリともしない。

「腐くさった連中だな」

　シャインデルはグイと矛槍を捻ひねった。

「ぐっ！」

　その反動で、隊長がもんどり打って倒たおれる。

「こ、こいつらを逃がすな！」

　不ぶ様ざまに腹ばいに転がった隊長は、裏返った声で部下たちに命じた。

　残りの連中が一いつ斉せいに武器を構かまえる。

「外で恥はじをかかせるのもなんだ、ここで片をつけてやる」

　シャインデルはカルミナたちを背中に庇かばうように立つと、背中の鉄てつ杖じようを抜いた。

　次の瞬間、小剣を抜いた二人の兵士が左右からシャインデルの足元を狙ねらって、低く真横に剣を払う。街の治安を担になう組織の一員らしい正せい攻こう法ほうの戦い方とは言えないが、効果的な戦術ではある。

「危あぶねえ！　下がれ！」

　カミロが叫ぶ。

　だが、シャインデルは敢あえてこの攻撃を避よけようとはしなかった。

　彼は無む造ぞう作さに、片手で炎の鉄杖を薙ないだ。

　いや、実際は誰だれも、その鉄杖が薙ぎ払われるのを目にしてはいなかった。

　空気を切り裂く音とともに、杖のシャインデルの握ったところから先の部分が、陽炎かげろうのように揺ゆれて兵士たちやカミロの目から消え失うせたのだ。

　まさに、目にも留とまらぬ素す早ばやさ。

　この動きに比べれば、兵士たちの剣は静止しているも同じだ。

　そして、再び鉄杖がカミロたちの目で確かく認にんできた時、二人の兵士の上じよう腕わんは一いち撃げきのもとに叩たたき折おられていた。

　小剣が床に転がり、兵士たちは燃もえるような激痛にのたうち回る。

「……まだやるかい？」

　シャインデルが鉄杖を手の中でクルリと回して挑ちよう発はつすると、残りの兵士が数を頼たよりに一いつ斉せいに飛びかかった。

　だが、狭い留置場のこと。

　一度に攻こう撃げきできるのがせいぜい二人である事実に、兵士たちは気づいていない。

　シャインデルが床に打ちつけた反動で杖を跳はね上げると、そこにまともに突っ込んできた兵士が鳩尾みぞおちを突かれて引っ繰くり返る。

　後続の兵士の一人が、この転がった兵士につまずいてよろけた。

　そこに、鉄杖が打ち下ろされて鎖さ骨こつを砕くだく。兵士は苦く悶もんの表情を浮うかべたまま同どう僚りように折り重なって倒れ、そのまま昏こん倒とうした。

　この二人が障しよう害がいとなって兵士たちが安あん易いに踏ふみ込こめなくなると、シャインデルは一気に攻勢に出た。

「権力を振りかざして弱い女をいたぶる前に、実戦で揉もまれるんだな」

　鉄杖を握った手を背中に回し、シャインデルは倒れた連中を跳び越えた。

「いくぜ！」

　混乱する兵士たちの間を擦すり抜ぬけながら、繰り出される鉄杖の先せん端たんが片かたっ端ぱしから四し肢しを砕き、兵士たちを戦闘不能にする。

「な、何が起きてんだ？」

　カミロは機を見てシャインデルに加か勢せいするつもりだったのだが、先ほどから一歩も動けなかった。元百人隊長が一体どう戦っているのか、この青年の目ではさっぱり捉とらえることができなかったからだ。

　そして、カミロがそのまま躊ちゆう躇ちよしているうちに、とうとう留置場の床は呻うめき声を上げる兵士たちで埋うまってしまった。

「き、貴様！　こんなことをしてただで済むとは思う……ぐっ！」

　シャインデルはフラフラと立ち上がった警備隊長の足を軽く鉄杖で払った。

　隊長は再び不ぶ様ざまに倒れ、兵士たちの山に折り重なった。

「……さあ、行こうか」

　シャインデルは鉄杖を背に戻すと、再び銀髪の女を抱え上げて、悠ゆう々ゆうと待機所の方へと向かった。

「こいつら、邪じや魔まだぜ。踏ふんづけてって構わないかな？」

　横たわる兵士たちを見渡して、カミロが姉に声をかける。

「いいんじゃない。いくら痛いたい目にあわせても足たりないくらいよ、こんな連中！」

　カルミナはそう言い捨てると、さっさと兵士たちを蹴け飛とばしながらシャインデルの後を追っていった。

　しかし、彼らが待機所を抜けて戸こ外がいに踏み出そうとした時、銀髪の女の手がシャインデルの腕をギュッとつかんだ。

「……どこ？」

　と、女のか細い声。

「どうした？」

　シャインデルが女の碧みどりの瞳ひとみをのぞき込む。

　この時初めて気づいたが、吸すい寄せられそうな魅み惑わくを帯おびた瞳ひとみだ。

「私の……私の水すい晶しよう球きゆうはどこ？」

　今度ははっきりと彼女は言った。

「おい、何だ、水晶球って？」

　シャインデルは尋たずねるような視線をカルミナに向ける。

「分からないけど、多分この人の持ち物じゃない？　ここの連中に取り上げられたのよ」

「捜さがすか」

　シャインデルは女を下ろし、椅い子すに座すわらせてやると、あたりを引っ搔かき回し始めた。

「……もう、これじゃ本当に犯はん罪ざい者しやよ」

　と、ボヤきながらカルミナも手を貸す。

　しばらくして、カミロが寝台の下で、研みがきぬかれた透とう明めいな水晶の玉を見つけた。

「これじゃないか？」

　カミロは発見した玉をシャインデルに手て渡わたす。

「…………！」

　シャインデルが女に水晶球を差し出すと、女はそれをひったくるように奪うばい、大だい事じそうに腕の中に抱え込んだ。

「随ずい分ぶんと大たい切せつそうなものだな」

「私の……すべて」

　女は愛いとしそうに水晶球を撫なでた。

「お前の名は？」

　シャインデルが尋ねる。

「…………」

　銀髪の女は顔を上げた。

「……アマラ。私の名はアマラよ」




　　　　＊　＊　＊




　シャインデルたちは詰つめ所しよを出ると、表通りであまり怪あやしげではない宿屋を見つけて部へ屋やを取った。

　いったんアマラをここに預あずけて、それからまた、人材捜しにでようというのだ。

　ところが……。

「一人でここにいるのは嫌いや」

　汚よごれた顔と身体からだを洗い清め、カルミナが買ってきた新しい狩しゆ猟りよう服ふくに着き替がえたアマラは、出ていこうとするシャインデルたちに訴うつたえるような目を向けた。

「駄だ目めよ、あなたは怪け我がをしてるんだから。十分に休養を取らないと」

　と、頭を振るカルミナ。

「それに残ざん念ねんだが、これ以上お前に関かかわってる時間はない」

　冷たいようだが、シャインデルは寝しん台だいに座るアマラを見下ろして言い切った。

「俺おれたちは、ある筋すじからの仕事で、戦たたかい慣なれした人間を必要としている。そいつを早いとこ見つけないといけないんでね」

「戦い？」

「ああ」

　カルミナたちを先に階下に向かわせたシャインデルは、扉とびらを閉めながら続けた。

「心しん配ぱいはいらないぜ。宿の主人には、あんたが好きなだけここに泊とまれるだけの金を渡してある」

「…………」

　アマラは立ち上がってシャインデルのところに駆かけ寄よると、その進しん路ろを遮さえぎるように前に回り込み、閉じかけた扉を押おさえた。

「借りを……返すことができると言ったら？」

　爪つま先さき立だちで背せ伸のびした女は、その甘あまい香かおりのする唇くちびるをシャインデルの顔に近づける。

「おい、俺は別にそんな気で」

　そう言いながらも、彼の目はアマラの美しい碧みどりの瞳ひとみに釘くぎづけになる。

　だが……。

　次の瞬しゆん間かん、シャインデルの視し界かいが上下逆さかさになった。

「…………！」

　巨きよ体たいと言ってもいい彼の身体はフワリと宙ちゆうを舞まい、バンッと背中から寝しん台だいに叩たたきつけられる。もちろん、寝台は壊こわれ、木き枠わくが吹ふき飛んで敷しき詰つめられていた藁わらが巻き上がった。

「何だ？」

　情じよう況きようを吞のみ込めぬまま壊れた寝台に横たわる金きん髪ぱつの戦士の上に、アマラは馬乗りになる。

「二年ほど、アクスムのマネスのところで斥せつ候こうをやっていたことがあるわ。彼が愛人の少年に口くち移うつしで毒どくを盛もられるまでね」

　へし折れた木枠の鋭するどい先せん端たん部分をシャインデルの左胸に突つきつけて、彼女は口元に笑えみを浮うかべた。

「実じつ戦せん経けい験けん、豊ほう富ふよ」

「……こいつはとんだ拾ひろい物だな」

　シャインデルは頭を振ると、自分を簡かん単たんに手て玉だまに取った女を抱かかえて起き上がった。




　元百人隊長がアマラとともに宿を出ると、そこにはカルミナたち以外に見知った顔が待っていた。

　宰さい相しようゲレオンである。

　彼は、瘦やせぎすで姿し勢せいの悪い男を伴ともなっていた。

「よう、ギル」

　シャインデルは笑え顔がおで瘦せぎすの男に声をかけた。

　ギラギラした目つきのその男は、無言のままシャインデルに飛びかかった。

　金髪の戦士はサッと身をかわし、足を出して男を転てん倒とうさせると、その背中を踏ふみつけた。

「おいおい、せっかく監かん獄ごく島とうから出してやったのに、御挨あい拶さつだな」

　シャインデルは屈かがみ込むと、怒いかりに燃もえるギルの顔を見て肩かたをすくめる。

「ふざけるなよ、この野や郎ろう」

　ギルは小声で呻うめいた。

「あと半日、あと半日もすりゃあ、俺が苦く労ろうして掘ほってた脱だつ獄ごく用ようの抜ぬけ穴あなが完かん成せいすることを知っていやがったくせに！」

「そいつぁ、気の毒どくしたな」

　シャインデルはニヤリとする。

「なら、このまま監獄島に逆ぎやく戻もどりでも構かまわないんだぜ。もっとも、お前さんが苦労して穴を掘っていたのと同じ監かん房ぼうに戻れるかどうかは、保ほ証しようの限りじゃないが」

「て、てめえ！」

　ギルはジタバタと暴あばれた。

「くそ、その、汚きたねえ足を退どけやがれ！」

「……どうだ、俺に手を貸かしてみないか？」

　シャインデルは踏みつける足をわずかに緩ゆるめて言った。

「はっ！　誰だれがてめえみてえな野郎に！」

「この仕事が終わりゃあ、晴れて放ほう免めんになる上、報ほう奨しよう金きんも手に入る」

　ギルの動きがピタリと止まった。

「……報奨金？」

「高こう額がくの、報奨金だ」

　シャインデルは高額、というところを強きよう調ちようする。

「……安売りはしないぜ」

「金貨千枚でどうだ」

「金貨二千。現金じゃなく、ユガの手て形がたでだ。金貨は重いからな」

「つけ上がるなよ、金千二百までは出そう」

「千八百」

「千三百五十」

「刻きざんできやがったな。千七百」

「……いいさ、千五百だ」

　シャインデルは足を離はなした。ギルは立ち上がり、服の埃ほこりをパンパンと払はらう。

「じゃあ、聞こうじゃねえか、その仕事っていうのをよ、相あい棒ぼう」

　彼は歯を見せてニッと笑った。

「シャインデル」

　二人の間で話がついたのを見て、ゲレオンが声をかけた。

「約束通り、この男を監獄島から出してきたが、一体そちらの方はどうなっておるのだ？　その上、詰つめ所しよのひとつが、お主ぬしらによく似た者たちに襲おそわれたという話を聞いた。求める男は見つかったのだろうな？」

「男じゃなくて、女よ」

　アマラが宰相の前に進み出た。

「アマラ？」

　カルミナが、銀ぎん髪ぱつの女とシャインデルの顔を見み比くらべる。

「そんな話は聞いていないわよ。どうなってるの？」

「俺だって初はつ耳みみだぜ！」

　と、カミロ

「ち、ちょっと待てよ！」

　二人に詰め寄られて、シャインデルはたじろぐ。

　ところが……。

「……ふむ。まあ、いいではないか」

　アマラをじっくりと観かん察さつした宰相は、両手を上げて姉弟を制せいした。

　この老おいた宰相は、今のカデロンでは珍めずらしくなった、戦せん場じようでの経験が豊富な人間だ。

　銀髪の女が只ただ者ものでないことを、直ちよつ観かん的てきに嗅かぎ取ったのだろう。

「それでは、すぐにでもノイストリエンの森に向かってもらおう。ザモ……いや、相手は数日中にも集しゆう結けつを終える筈はずだからな。余よ裕ゆうは十日もないぞ」

　宰相は徒いたずらに街の人間を怯おびえさせることを恐おそれてか、ザモーラの名を出すことは控ひかえた。

「ああ、そうしよう」

　シャインデルはうなずいた。

「だが、その前に……」

「何じゃ、まだ要よう求きゆうがあるのか？」

「おいおい、たかり屋を見るような目で見るなって」

　シャインデルは非ひ難なんじみたゲレオンの視し線せんをやり過すごす。

「欲ほしいのは武ぶ器きだよ。そう、小しよう剣けんが人数分。あとは弓ゆみが三百張り、矢が八百束たばばかりか」

「なるほど、森の民たみに使わせる武器は要いるだろう」

　ゲレオンはアゴに手をやった。

「……しかし、随ずい分ぶんと多くの弓を使うのだな」

「考えがある」

「よかろう、急いで用意させる。だが、それだけの数となると、夕ゆう刻こくまではかかるぞ」

「カミロ」

　シャインデルは青年を振り返った。

「お前が残って後から運んできてくれ。俺たちは一ひと足あし先に森に向かう」

「えっ、俺が？」

「お前なら、信しん頼らいがおける」

「よっしゃあ、任まかしときな！」

　乗せられたカミロは、ドンと胸を叩たたいた。

　これを見たアマラがクスリと笑う。

「では、わしは殿でん下かのところに報告に行こう」

　ゲレオンは言った。

「カルミナ、案内を頼たのんだぞ」

「……はい」

　カルミナは顔かお触ぶれに一いち抹まつの不安を抱いだきながらも、うなずいた。




　一行はこの後、森に向かうための馬を人数分調ちよう達たつした。

　ここではギルが値ね切ぎりに値切って、四頭の馬を金貨十二枚という破格の値段で手に入れた。通つう常じようなら、一頭で金二十枚はする馬を、である。

「……じゃあな、また来るぜ」

　手た綱づなを渡わたされたギルが得とく意い満まん面めんでニタニタと笑うと、秣まぐさ代だいにもならない金貨を握った厩うまやの親おや父じが地じ団だん駄だを踏ふんで怒ど鳴なる。

「二度とその面つらァ見せんじゃねえ！」

　このやりとりを、興きよう味み深ぶかそうに見ていたのはアマラである。

「面おも白しろいか？」

　シャインデルが尋たずねた。

「今度、物を買うときの参さん考こうにするわ」

　アマラは銀色の髪かみを搔かき上げて微ほほ笑えんだ。

　一方……。

「とんだ恥はじさらしよ」

　と、膨ふくれっ面つらなのはカルミナ。

「あいつが連れだと思われたら、これからしばらくは街を歩けないじゃない」

　もっとも、ギルが選んだ馬にはカルミナも文もん句くがなかった。

　特に気に入ったのが、つぶらな瞳ひとみをした若い白馬だ。

　彼女は迷まよわずに白馬の手綱をギルから奪うばう。

「ようやく森に帰れるのね、やれやれ」

　白馬にひらりと飛び乗ったカルミナはふうと一息つく。

「……これで何もなければね」

　アマラがつぶやいた。




　実じつ際さい、彼女たちが街を出るまでにはもう一ひと悶もん着ちやくあった。

　街門の近くまで馬を進めたところで、一いつ軒けんの酒場からフラフラと出てきた老人がギルに目を留とめたのだ。

「ほう！　誰だれかと思えば、〝すり足〟のギルじゃねえか！　いつの間に監獄島から抜ぬけ出しやがった？　この悪あく党とうめ！」

　小さな猿さるを肩に乗せた小こ柄がらな老人は、大声を上げた。

　猿もキィーと歯を剝むき出だしにする。

　まわりを歩いていた通行人がギョッとして、シャインデルら四人から距きよ離りを取った。

「……やっぱり他人の振ふり、したいわ」

　周しゆう囲いの目に、カルミナはこめかみを押さえる。

「人聞きの悪いことを言うんじゃねえ、ティーズ！」

　慌あわてたギルは、馬上から老人に怒ど鳴なった。

「俺は釈しやく放ほうされたんだ！　晴れて自由の身なんだよ！」

「噓うそつくんじゃねえ！　お前を捕まえた役人がな、十年は出られんと言っておったわい！」

「……知り合いのようだな？」

　シャインデルがギルに尋たずねた。

「まあな。旅芸人の一座の座ざ長ちようさ。もっとも、今は潰つぶれた一座だがな。さあ、行くぜ！」

　ギルは老人を振り切って、馬を進めようとした。

「くっ、潰れた一座だと！　貴き様さま、誰のせいでこんな……！」

　老人はギルにつかみかかろうとしたが、かなり酔よっているのだろう、足元をふらつかせて勝かつ手てにバッタリと転んだ。

「畜生、この悪党！」

　老人はシャインデルたちの行く手を阻はばむように、地面に寝ねそべって暴あばれる。

　無む論ろん、猿も一いつ緒しよになって騒さわぎ立てた。

「何とかなさいよ」

　カルミナが眉まゆをひそめてギルを見た。

「このままじゃ私たちが、このお爺じいさんを苛いじめてるみたいじゃないの！」

「なこといってもなあ」

　ギルは頭を搔かく。

　すると、困こまり果はてた一同の前に、

「ティーズ老！」

　と、一人の男が現われて、老人を引き起こした。

　派は手でな紺こん色いろの外がい套とうをまとった血色のいいその男は、往おう来らいから老人と猿を退のけると、外套をバッとひるがえして仰ぎよう々ぎようしくシャインデルたちに一礼する。

「お腹立ちではございましょうが、何せ泥でい酔すいした老人と畜生のしでかしたこと。紳しん士し、淑しゆく女じよがた、ひらに、ひらにご容よう赦しやのほどを」

「げっ、やばい！」

　ギルはその男を見た途と端たん、顔を伏ふせた。

「あれも知り合いか？」

　と、シャインデル。

「知らねえ、全然知らねえ！」

　ギルはうつむいたまま頭を振る。

　だが……。

「……ん？　ギル君？……君は我わが親友、ギル君ではありませんか！」

　お辞じ儀ぎから頭を上げた男は、ギルに気がついた。

「おい、親友だと言ってるが？」

　シャインデルはもう一度ギルに確かく認にんする。

「あいつは会った奴やつ、みんな親友なんだ！　お前たちも平和な生活が欲しかったら、知らんぷりしてろ！」

　しかし、男は四人の方に歩み寄ると、うつむくギルの顔を下からのぞき込んだ。

「……やっぱり、ギル君だ！　何を照てれているんです、私を忘わすれたとは言わせませんよ、ほら、イシードロですよ！　不ふ世せい出しゆつの天才、言葉の泉、詩し神しんの申もうし子、天の恩おん寵ちよう、才さい能のうの宝ほう庫こ、百年に一人の大だい劇げき作さつ家か、イシードロです！」

「……忘れられるのなら、忘れたいぜ」

　ギルはつぶやくと、覚かく悟ごを決めて顔を上げた。

「よお、イシードロ！　あんた、まだその爺じいさんと一いつ緒しよにいるのか？」

「事じ情じようがありましてね」

　イシードロは声を潜ひそめた。

「文化都市カデロンなどといっても、所しよ詮せんは俗ぞく物ぶつの集まり。あれからいろいろと、私の戯ぎ曲きよくに興味を持ちそうな劇場や旅芸人一座を当たってみたのですが、どいつもこいつも、この私を雇やとおうとはしないのですよ」

「……あんたの芸術は、一いつ般ぱんには理り解かいされにくいからな」

　ギルの言葉に含ふくまれた皮ひ肉にくにはまったく気づかずに、イシードロは深くうなずいた。

「やはり、私は早すぎた天才だったということでしょうなあ。それでまあ、仕し方かたなくこの老人のところに厄やつ介かいになっている訳わけです」

「この借しやつ金きんまみれの爺さんに？」

「私の食事代程てい度どの借金が増ふえても、大して影えい響きようがないということですよ」

「そうかい。……じゃあ、またな」

「おや、どこかにお発たちで？」

「ちょいと野や暮ぼ用ようでな。また、街に寄よったら会おうぜ」

　ギルは心にもない台詞せりふを吐はくと、金貨を一枚イシードロの手に握にぎらせた。

「そうですか？　名な残ごり惜おしいですが……」

　これで劇作家はアッサリと退ひいた。

「では、また」




　街がい門もんを出て、イシードロの姿すがたが見えなくなると、ギルは安あん堵どのため息をついた。

「お前が金をやるとはな」

　意外そうな顔のシャインデル。

「あいつから離れられるなら、金貨十枚だって惜おしかねえよ」

　ギルは憮ぶ然ぜんとした表情である。

「あの二人とあなたって、一体どういう関係？」
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　アマラが馬をギルに並ならばせて尋たずねた。

「あの爺さんは昔、『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』という大きな旅芸人の一座の座長だった。イシードロはそこの専せん属ぞく台本書き、俺は芸人の一人さ。ちなみに、あの猿はガス隊長。何の隊長だかは知らねえがな」

「爺さん、お前を恨うらんでたようだな」

　シャインデルが言った。

「かもな。二年くれえ前になるが、一座の花はな形がた女じよ優ゆうと俺は、駈かけ落おちみてえな形で爺さんの一座を抜けて、別の旅芸人一座に移うつったんだ。一番人気の女優が抜けた爺さんの一座は、客足も遠とお退のき、他ほかの芸人たちも次し第だいに抜けていった。結けつ局きよく、立ち行かなくなった一座は、馬車や天幕テントの資し財ざいも借金のカタに取られて、自し然ぜん消しよう滅めつってことになった」

　ギルは馬の腹を軽く蹴けった。

「それ以来、爺さんは酒場に根を生はやして、一ン日ち中、アホ猿と一いつ緒しよに吞のんだくれてる訳さ。……まあ、恨まれても仕方ねえか」

「あなたが旅芸人ねえ。ちょっと意外な経けい歴れきじゃない」

　と、カルミナ。

「それで、その花形女優とあなたはどうなったの？」

　そう聞かれたギルの口元が、皮肉げに歪ゆがんだ。

「……あの女は半年で別の男とくっついて、俺の前から消えやがった。その後の消しよう息そくは知らねえ。俺が芸人をやめて、こそ泥どろ稼か業ぎように足を突つっ込んだのは、それからだ」

　ギルはそれだけ話すと、ふっつりと口を閉とざした。




「……ところでギル」

　しばらくして街が地平線の彼方かなたに消えた頃ころ、シャインデルは聞いた。

「お前、旅芸人の一座で何やってたんだ？」

「……何だっていいだろうが」

「言えよ」

「うるせえな」

「いいから」

「……笑うなよ」

「笑わんさ」

「短たん剣けん投なげの軽かる業わざと、笛ふえ吹ふきと……だ」

　ギルは口くち籠ごもった。

「何だって？」

「……だ」

「はっきり言えよ」

「うるせえな、人にん形ぎよう劇げきだって言ってんだ！」

「人形劇？」

　シャインデルの肩かたがピクリと震ふるえた。

「あの、指人形を両手で動かして、ドタバタ芝しば居いをやる？　子供が大喜びする、あの人形劇だって？」

　人形劇とは、木き枠わくの小さな舞ぶ台たいの下で、手て袋ぶくろに頭をつけた布の人形を両手で動かして芝居をする芸。狼おおかみを知ち恵えでやり込める羊の話や、正しよう直じきな兎うさぎや樵きこりを騙だまそうとして失しつ敗ぱいする狡ず賢るい狐きつねの話などが、非ひ常じように人気が高い。

　十歳以下には、という条件が付くが……。

　それにしても、可か愛わいらしい羊や兎の指人形を、この貧ひん相そうな小悪党が一いつ生しよう懸けん命めい操あやつっているところを想そう像ぞうすれば、誰だって笑いが込み上がってくることを防げない。

「悪いか!?　子供向きの芸っていうのはなあ、大人おとな相手よりもずっと大変なんだぞ！」

　と、喧けん嘩か腰ごしになるギル。

「い、いや」

　シャインデルの肩の震えが大きくなる。

「人形劇、結けつ構こうなことだ」

「そ、そうよね」

「立りつ派ぱだわ」

　アマラとカルミナも、必死になって吹き出しそうになるのを堪こらえている様よう子すである。

「て、てめえら！　人を馬鹿にしやがって！」

　ギルはプイと顔を背そむける。

　だが結局、森が視し界かいに入ってくるまで三人の忍しのび笑いは止まることはなかった。







　第二章　森の民たみ







　クィリナスとウィミナリスの鋭するどい双そう峰ほうの間に、緑濃こいノイストリエンの森はあった。

　地図上で見るより、遥はるかに大きな森林だ。

　樹じゆ齢れい数百年の高い木々がそびえ、四季の自然の恵めぐみをそこに住む民たみに与あたえ続けてきた豊ゆたかな土地。ザモーラとカデロンを隔へだて、平和を保たもってきた聖せい域いきでもある。

　初しよ夏かの強い日差しのもとでも、一歩この森に足を踏ふみ入れると、空気はひんやりとして爽さわやかだった。

　ところが……。

　シャインデル一行は昼過すぎに森に到とう着ちやくしたが、奥おくへ奥へと進んでいっても、なかなか森の住人は姿すがたを現わさなかった。

「本当に誰だれか住んでんのかよ、ここは？」

　灌かん木ぼくの枝を搔かき分けて馬を歩ませながら、ギルは愚ぐ痴ちをこぼす。

「気け配はいは感じる」

　とは、油ゆ断だんなくあたりに視し線せんを配くばるシャインデル。

「どうやらこっちの様よう子すをじっと伺うかがっているようだな」

「ごめんなさい」

　カルミナがため息をつく。

「みんな、余よ所そ者ものは珍めずらしいから警けい戒かいしているんだと思うわ。私が一いつ緒しよだっていうのに」

「……先が思いやられるわね」

　アマラは枝えだの間から差し込む柔やわらかな木こ漏もれ日びを見上げた。

「もう、みんな出てきて！　森を守るための仲間を連れてきたのよ！」

　カルミナは馬の足を止めると、大きな声であたりに呼びかけた。

「みんな！」

　彼女の声は木々に何度も谺こだましながら、ゆっくりと消えてゆく。

　反はん応のうはない。

　再び森は静せい寂じやくに包まれる。これを破やぶるのは、木々の葉が風に揺ゆれて擦すれ合う音だけだ。

　だが、この森の住人の様子に、

「なるほど、俺おれたちは歓かん迎げいされざる客という訳わけだな」

　と、シャインデルはまんざら意外でもない、といった顔をしていた。

　アゼラを出しゆつ奔ぽんしてから傭よう兵へいのようなことをして生き延のびてきた彼には、人々のこうした慎しん重ちような態たい度どは珍めずらしいものではなかったからだ。

　しかし、それからしばらく進んだところで……。

「おや、やっとお出で迎むかえだぜ」

　右手の巨きよ木ぼくの陰かげから一人の少女が顔をのぞかせていることに、ギルが気づいた。

　十一、二歳ぐらいの、はしばみ色の髪かみをした少女だ。

「よお！」

　ギルが声をかけると、少女は慌あわてて首を引っ込めた。

「……ったく、愛あい想そがねえ」

　彼は舌した打うちした。

　ところが、次の瞬しゆん間かん。

「…………？」

　シャインデルは眉まゆをひそめた。

　一行の左手の茂しげみから、同じ少女が姿を現わしたのだ。

　はしばみ色の髪に深しん緑りよくの瞳ひとみ、間ま違ちがいなくさっきの少女だ。

「ねえ、あの子、確か今まであっちに……!?」

　と、アマラがカルミナに確かく認にんしようした時、はしばみ色の髪の少女は再び身を隠かくすと、今度はまた、右みぎ側がわの木々の間に顔を見せた。

　ほんの数呼吸ほどのわずかな時間で、少女はシャインデルたちの右から左、また右へと彼らの視し界かいを横切ることなく移い動どうしたことになる。

「……魔ま法ほう、なの？」

　アマラはつぶやき、それでも納なつ得とくのいかないものを感じて首を傾かしげた。

「違うわよ」

　カルミナはうんざりした表情で頭かぶりを振ふり、白馬から飛び下りると、

「もうっ！　出てきなさい！　ユリア、ヒルデ！　出てこないと、ひどいからね！」

　と、怒ど鳴なった。

　すると……。

　一行の左右で、ガサガサという葉の擦すれる音。

　はしばみ色の髪と深緑の瞳を持った少女が、同時に両側の茂みから出てきた。

「双ふた子ごか」

　馬上のシャインデルが苦く笑しようする。

「種たね明あかしをされると、案あん外がいつまらないものね」

　アマラも思わず微ほほ笑えむ。

「この二人はね、いっつもこうやって大人おとなをからかうのよ」

　カルミナは並ならんだ双子をにらみつけた。

「めっ！」

「うえ～んっ！　だから～わたし～、やだって言ったのに～っ！」

「ふんっ！　やるって言ったの、あたしじゃないもんっ！」

　一人はグズグズと泣き出し、もう一人はカルミナを可か愛わいい目でにらみ返す。

　双子といっても、性格はかなり異ことなるようだ。

「あなたたちじゃないですって？……はは～ん、ということは」

　カルミナは後ろを振り返った。

「イスマル、出てらっしゃい！　それにロケも！　いるのは分かっているのよ！」

「……ちっ、口の軽い女どもだぜ」

　渋しぶ々しぶと木の陰から現われたのは、赤毛でニキビの目立つ十代半なかばの少年と、双子より二つ、三つ年下の、ビックリしたような茶色い目をした男の子だった。

「こいつらかあ～」

　赤毛の少年は、シャインデルやアマラたちを不ぶ作さ法ほうにジロジロと見てから、口をへの字に歪ゆがませた。
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「何だよ、カルミナたちが援えん軍ぐんを連れてくるって言うから、兵へい隊たいが山ほどやってくるかと思ってたのに、たった三人。それも頼たよりなさそうな連中ばっか」

「……これじゃ大人たちも隠れることなかったんじゃない？」

　双子の気の強そうな方が言った。

「ちょっと待って？　大人は……隠れちゃったですって!?」

　カルミナが聞きとがめる。

「それで出迎えはガキだけって訳わけか」

　皮ひ肉にくげにギルは子供たちを眺ながめた。

「ガキとは何よ、あたしにだってヒルデって名前があるんだから」

　双子の強気の方が、プウッと頰ほおを膨ふくらます。

「ということは、こっちがユリアだな」

　馬から下りたシャインデルが、しゃくり上げていた双子のもう一方の頭に手を置いた。

「え～、どうして分かったの～」

　ユリアは驚おどろいたように目を丸くして彼を見上げた。

「もう、さっき私が呼んだからに決まってるでしょ」

　カルミナは、うんざりといった顔をする。

「それにしても情けない大人たち。うちの両親だっているのに。……そういえば、長おさは？　あの子はどうしたの？」

「いつも通り行ゆく方え不ふ明めいさ」

　と、イスマル。

「なんてこと」

「……ねえ、今あなた、長って言ったわよね？」

　アマラがカルミナに尋たずねた。

「どうして長が〝あの子〟なの？」

「会えば分かるわ。……会えればね」

　そう答えたカルミナの顔は引きつり気ぎ味みだ。

「ともかく」

　彼女は気を取り直して続けた。

「大人たちを引きずり出さなきゃ。……どうしよう？」

「ヘヘヘ、それなら簡かん単たんさ」

　イスマルは、ヒルデやロケたちと目配くばせすると、突とつ然ぜん、大声で騒さわぎ立て始めた。

「ギャ～ッ！　殺されるう～っ！」

　これに続いて、残りの三人も叫さけぶ。

「助けて！　何するの！」

「痛いたいよ～！　恐こわいよ～！」

「た～い～へ～んよ～！」

　最後の間ま延のびした声はユリアである。

　そして、一ひと頻しきり喚わめくとイスマルは、

「これでよし」

　と、ニッと笑った。

　すると、少しして……。

「ヒルデ！　ユリア！」

「大だい丈じよう夫ぶか！」

「待ってろ、カルミナ、ロケ！　今、助けるぞ！」

　棍こん棒ぼうを手にした男たちが茂みを搔かき分け、息いき急せき切ってシャインデルたちの前に現われた。

「こ、子供たちを離はなせ！」

　必ひつ死しの形ぎよう相そうの男たちは、一行を取り囲かこむ。

　そのあまりの真しん剣けんさに、シャインデルは思わず吹ふき出した。

「何が可お笑かしい！」

　ひょろ長い大男が、ズイと一歩前に踏ふみ出る。

「……ったく」

　カルミナは、腰こしに手を当てて大男の前に立った。

「馬ば鹿かね、ビゲリス。この人たちは味み方かた。森の民たみに手出しはしないわよ」

「……えっ？」

　男たちは顔を見合わせた。

「もう、大の男がビクビクしないの。さっきの声はイスマルたちの質たちの悪い芝しば居いよ」

「カ、カルミナ？」

　ビゲリスと呼ばれた瘦やせぎすの大男は、バツが悪そうに棍棒を下ろす。

「ビゲリス、あなた、この失礼な歓かん迎げいについて説明してくれない？」

「いや、その……。街まちの兵隊たちが来ると思ったもんで……」

　大男の弁べん明めいは歯は切ぎれが悪い。

「兵隊が……乱らん暴ぼうな連中で家族に何かあったらと」

「臆おく病びよう者もの！　情けないったらありゃしない！……お父さんもよ！」

　ビゲリスの後ろに立っていた白しら髪が混まじりの壮そう年ねんが、情けなさそうな顔をする。

「よせよ」

　シャインデルは、いきり立つカルミナの肩にそっと手を置いた。

「余よ所そ者ものを警けい戒かいするのは当とう然ぜんだ。静かで平和だった今までの暮くらしを、その連中に打ち壊こわされるかも知れんのだからな。だからといって、カルミナ、この人たちは臆病じゃないぜ」

「…………」

　カルミナはシャインデルを振り返った。

「もし、本当にこの人たちが臆病なら、子供たちの助けを求める声に、こうやって飛び出してきたりはしない。自分の命だけを心配して、どこかで震ふるえているさ。この人たちは、街の兵隊どもよりよっぽど勇ゆう敢かんだ」

　シャインデルは子供たちに鳶とび色いろの目を向ける。

「イスマル、ロケ、ヒルデ、ユリア。お前たちは自分たちの民を誇ほこっていいぞ」

　大人たちは皆みな、恥はじ入るようにうつむいた。

「まあ、これで」

　その場の空気を和やわらげるように、ギルがパンと手を叩たたいて明るい声をみんなにかける。

「ようやく挨あい拶さつができる訳わけだ。まず、俺はギル。そっちの妖よう艶えんなアマラ姉ねえさんと一いつ緒しよで、この偉えらそうな金きん髪ぱつのお兄にいさんの補ほ佐さ役やくだ」

「……俺は、ビゲリスという」

　大男は名な乗のった。

　彼を皮切りに一通りその場の全員が自じ己こ紹しよう介かいを終えると、シャインデルはカルミナに顔を向けた。

「ところで、お前さんがさっきから口にしていた長っていうのは何者なんだ？」

「ちょっと説明しにくいのよね」

　カルミナはこめかみを押おさえる。

「……本当、毎度のことだけど、どこに消えたんだろ？」

「レベカもいないから、川じゃないのか？」

　ビゲリスが言った。

「なら、俺が捜さがしてこよう。……川はあっちだな」

　昨さく晩ばんのうちに地図を頭に叩たたき込んでいたシャインデルはひょいと鞍くらにまたがると、アマラたちを残して森の奥おくに一人で向かった。




「さて、この地の利りをどう生かすか……」

　川を目め指ざす馬の背から、シャインデルは戦せん術じゆつ家かとしての目であたりの地ち勢せいを観かん察さつした。

　ノイストリエンの森には道と呼べるものがほとんどない上、密みつ生せいする木々が視し界かいを遮さえぎるので、見通しが良くない。

　大きく張はり出した根や灌かん木ぼくが邪じや魔まとなり、騎き馬ば隊たいはその機き動どう力りよくを生かすことができないに違ちがいない。

　長槍パイクや矛槍グレイヴといった長なが柄えの武ぶ器きを持った僧そう兵へいや重じゆう装そう歩ほ兵へいも、うまく誘さそい込めば立たち往おう生じようさせることが可か能のうだろう。

　シャインデルの考えでは、守しゆ備び側がわにとって真の脅きよう威いとなるのは、弓を持った軽けい装そうの歩兵である。勝しよう敗はいは、その軽装歩兵を、戦いの初しよ期き段だん階かいでどれだけ削けずれるかにかかっていると言っていい。

（……こいつは結けつ構こう、厳きびしい戦いになるかもな）

　そう考えながら馬を進めていると、やがて、前方から小川のせせらぎとともに、女の子の笑い声が聞こえてきた。

「……もう諦あきらめたら？　二十五連れん敗ぱいだよ」

「駄だ目めよ、勝つまでやるんだから！」

「もう、強ごう引いんなんだから。じゃあ、もう一回だけだからね」

　ザブンという水の音。

　シャインデルは馬を下り、声のした方に向かって歩いていった。

「……おや？」

　彼は、明るい日差しの差し込む開けた空間に出た。

　目の前を幅はば六馬身ほどの小川が、キラキラと日光を虹にじ色いろに反はん射しやしながら穏おだやかに流れている。

　さっきの声の主の姿すがたはない。

（空そら耳みみか？）

　シャインデルがそう思いがけた時。

　バシャーンッ！

　水みず柱ばしらが上がり、二人の少女がほぼ同時に水面に姿を現わした。

　一人は黒くろ髪かみ、十五歳ぐらいだろうか、瑞みず々みずしい、張はりのある肌はだが水すい滴てきを弾はじいている。

　もう一人は青みがかった不ふ思し議ぎな色合いの髪を持つ娘むすめで、年は同じく十五ぐらい。黒髪の方はまだ幼おさなさの残る顔立ちだが、こちらの方は見るものをハッとさせる、年ねん齢れい不ふ相そう応おうの魅み力りよく的てきな容よう姿しの持ち主だ。

「ねえ、レベカ、今度は勝ったでしょ？」

　と、黒髪の少女が胸を大きく上下させながら、顔にかかった髪を搔かき分ける。

「もう少しだったわね、アリシア。ちょっと私の方が長かったわよ」

　レベカと呼ばれた娘は、まったく呼こ吸きゆうを乱すことなく微笑んだ。

　どうやら素す潜もぐりの競きよう争そうをしていたらしい。

「え～！」

　不ふ服ふくそうにアリシアは口を尖とがらせる。

「少なくとも引き分けじゃない？」

　二人は言い合いながら岸に上がろうとする。

　無む論ろん、一いつ糸しまとわぬ姿だ。

　シャインデルとしては、まずい情じよう況きようである。

　二人があと三、四歳年を取っていたら、彼も礼れい儀ぎ正しく目を逸そらしたところだが、このくらいの年だとどう対たい処しよすべきか、とっさには判はん断だんができなかった。

「……やっぱり、まずい、だろうなあ」

　ようやくそう気がついて木こ陰かげに戻もどろうとしたシャインデルの目と、ふと顔を上げた二人の少女の目が合った。

　次の瞬しゆん間かん。

「キャアアアアアアッ！」

　森全体を揺ゆるがすような悲ひ鳴めいが上がった。

「ち、ちょっと待ってくれ！」

　二人を落ち着かせようと前に踏ふみ出すシャインデル。

　これが逆ぎやく効こう果かだった。

「キャアアアアアアアアアアアアアッ！」

　アリシアとレベカは、一いつ層そう甲かん高だかい悲鳴を上げる。

　もっとも、少女たちはすくんで動けなくなった訳ではない。

　レベカは踵きびすを返して川に飛び込み、水中にその姿を没ぼつすると、そのまま美しい肢し体たいをくねらせてまるで魚のように、いや、魚よりもはるかに素す早ばやく川上へと泳ぎ去った。

（人間の動きじゃないぞ）

　シャインデルは目を見み張はる。

　だが、真の驚きよう愕がくはそれからだった。

　アリシアが自分の方に向かって駆かけ出すと、ほんの数歩手前でトンッと両足を揃そろえて跳ちよう躍やくし、ちょうど頭上で眩まばゆい金色の光を放はなったのだ。

　そして、その光の中、少女の身体は白い羽う毛もうに覆おおわれ、腕うでが翼つばさへと変化して、あっという間に美しい一羽の白鳥へと変化した。

「…………！」

　白鳥は啞あ然ぜんとするシャインデルの頭上で旋せん回かいすると、急きゆう降こう下かして彼の頭を嘴くちばしで突いた。

「ま、待てよ！　つっ！　止やめろって！」

　タジタジとなるシャインデル。

　たかが鳥、叩たたき落とすのは訳ないことだが、少女が変身したところを見ているのでそうもできないのだ。

　躊躇ためらうシャインデルを、白鳥のアリシアはさらに激はげしく突き回す。

　だが、そこに悲鳴を聞きつけたカルミナがやってきた。

「ぷっ！　やっぱりね！　こういうことになってるんじゃないかと思ったのよ」

　吹ふき出した彼女は、腹ふつ筋きんが痛くなるほど笑ってから白鳥を制せい止しにかかる。

「アリシア、止めなさい。この人よ、クローディオ殿でん下かの送ってくれた援えん軍ぐんは」

　白鳥は首を曲げてカルミナを見ると、いったん高く飛んでから近くの茂みの陰に下りた。

　一いつ瞬しゆん後ご、再び少女の姿でアリシアは現われ、肩から上だけを茂みからのぞかせてシャインデルをにらんだ。

「本当？」

　疑うたがいの視し線せんがシャインデルを刺さす。

　だが、二人の間に気まずい空気が漂ただよい始めたその時……。

　ザバンッ！

　いつの間に戻ったのか、レベカが川かわ面もから顔を出した。

「街の兵隊じゃないのね？」

　少女は虹色に輝かがやく髪を水面に漂わせながら、頭をわずかに傾かたむけてシャインデルを観かん察さつする。

「……うん、カルミナの言うこと、本当みたい。確かによく見ると、そんなに悪い人じゃなさそう」

　レベカは小こ悪あく魔ま的てきな笑顔を見せた。

「……どいつもこいつも」

　金貨五千の賞しよう金きん首くびが、少女たち相手にやり込められっぱなしである。

「でも、のぞきをやるような男なんて、私、ぜ～んぜん信用できない」

　アリシアの目は依い然ぜんとして厳きびしい。

「のぞいた訳わけじゃない。事じ故こだ」

　とは、シャインデルの弁べん明めい。

「どうだか」

　プイと少女は横を向く。

　その間に、カルミナがレベカに服を放ほうってやると、レベカはそれを身にまとって水から上がった。濡ぬれて張はりついた服が透すけ、均きん整せいの取れた身体がはっきりと見えるので、シャインデルは目のやり場に困こまる。

　アリシアも、近くの木の枝に掛かけてあった自分の服に手を伸のばし、身に着けて茂みから出てきた。

　カルミナはアリシアの服の乱みだれを直してやりながら、少女に小こ言ごとを浴あびせた。

「まったく、勝かつ手てに姿を消したら駄だ目めだってあれだけ言ったでしょ？　あなたは長なのよ、自じ重ちようしなさい」

「自重、自重、自重、自重、自重、自重、自重っ！　もう聞き飽あきたわよ！」

　アリシアはカルミナの手を乱らん暴ぼうに振り払った。

「……今、何て言った？」

　シャインデルが改あらためて黒髪の少女の顔を見る。

「この、小娘が？　長だって？」

　カルミナは黙だまってうなずいた。

「何よ、私じゃ悪いって訳？」

　アリシアは唇くちびるを尖とがらせる。

「父が長だったからよ。森の民の長は血ち筋すじなのよ。子供は私だけだから、去年父が死んで、私が長を押しつけられたの」

「……せめてこっちって訳にはいかないか？」

　シャインデルは美しいレベカの方を指さした。

「ど～せそうでしょうよ！　この馬鹿……、バカ……、誰だれだっけ？」

「シャインデル。アゼラのシャインデルよ」

　カルミナが教える。

「この馬鹿シャインデル！」

　アリシアはそう怒鳴ると、駆け出して森の奥おくに消えていった。

「……ちょっと、冗じよう談だんが過すぎたかな？」

　シャインデルは反はん省せいした。

「でも、困ったものよ」

　アリシアの後ろ姿を見送りながら、カルミナがつぶやいた。

「いい加か減げんに慣なれてもらわないと、自分の立場に」

「説明してくれないか、カルミナ。どうしてあの子は変身した？　それにレベカ、君の泳ぎも尋じん常じようじゃなかったな？」

　シャインデルは二人を振り返って尋たずねた。

「……いいわ、いつかは分かることだから。私たち森の民はね」

　カルミナとレベカは顔を見合わせてしばらく躊ちゆう躇ちよした後、カルミナの方が説明を始めた。

「古いにしえの森の民、アールヴの血をかすかに引いているの。だから、普ふ通つうの人とは違う力をみんなが持っているわ。まだ自分の能のう力りよくが何か分からない人は別としてね」

「私は」

　レベカが言った。

「水の中でも陸と同じか、それ以上に自由に動けるの。長のアリシアは、今見た通り白鳥に変身ができるし……」

「私は炎ほのおを操あやつれる」

　カルミナは、手のひらの上に小さな炎を生み出した。

「双子のうち、ヒルデは信じられないくらい身み軽がるだし、ユリアは透とう視しができる。ビゲリスは見かけによらず馬鹿力。イスマルとうちの弟は、まだ能力に目め覚ざめていないわ」

「アリシアは長は血筋だと言っていた。それも、その能力と関係があるのか？」

　と、シャインデル。

「あんな小娘に長の役を押しつけるより、もっと適てき任にんの大人がいるだろう？」

「長の家は、アールヴの特とく徴ちようを一番色濃こく残している血けつ統とう。完全な変へん身しん能力がその特徴よ。アールヴの血は森の民の誇ほこり。だから、長の家はその血を守り、民を導みちびき、あらゆる紛ふん争そうの裁さい定ていを下し、儀ぎ式しきをも司つかさどる大切な役目を担になっているの。この古くからの慣かん習しゆうは、絶ぜつ対たいに変えることはできないのよ」

「……くだらんな」

　シャインデルは吐はき捨すてるように言った。

「くだらない、ですって？」

　カルミナは眉をひそめる。

「ああ。そんなくだらない決まりがなんだっていうんだ？　アールヴの血筋だって？　それが父を失った悲しみがまだ癒いえない女の子に、父親がやっていた仕事を無む理り矢や理り押しつけ、苦しめてまで守らなければいけないものとは、俺には思えん」

「あの子のことはちゃんと考えているわよ！　大人が何人もついて、長の役目を覚えさせるために必死になってるわ」

「俺の言っているのはそういうことじゃ……」

「待ってよ、あなたに森の民の何が分かるの!?」

　そう二人が言い争っている時……。

「待て」

　シャインデルは急にカルミナを制した。

「……聞いたか？」

　遠くでかすかな悲鳴を聞いたような気がしたのだ。

「何を？」

　と、カルミナ。

「……静かに」

　シャインデルは耳を澄すます。

　すると、もう一度。

「…………！」

　間違いない。

　アリシアの声だ。

「あっ、待って！」

「シャインデルさん？」

　金髪の戦士は当とう惑わくするカルミナたちをその場に残し、疾しつ風ぷうのように駆かけ出した。




　俊しゆん足そくのシャインデルは、すぐにアリシアのいる場所に着いた。

　保ほ護ご色しよくとなる茶色がかった灰色の服で全身を包んだ二人組が、アリシアを地面に仰あお向むけに押おさえつけ、喉のどに短たん剣けんを当てていた。

「その子を放せ！」

　シャインデルは背中の鉄てつ杖じようを抜ぬきながら大きく跳ちよう躍やくし、襲しゆう撃げき者しやの一人の脳のう天てんに鉄杖を振ふり下ろした。

　ビュンッ！

　しかし、襲撃者は素す早ばやく身をかわすと、短剣を構かまえ直して反はん撃げきに出る。鉄杖の下をかいくぐって間ま合あいを詰つめ、短剣の鋭するどい一ひと突つきをシャインデルの心しん臓ぞうに向けて放った。

　シャインデルは左足を引いてこれをかわすと、腰こしを落として地表低く鉄杖を払はらった。

　襲撃者は軽く跳躍して鉄杖を飛び越こえ、さらに攻こう撃げきをかける。

（……毒どくだな。おそらく速そつ効こう性せいの）

　シャインデルは短剣の刃の鈍にぶい輝かがやきを見て舌した打うちした。

　毒の短剣は通常持ち歩くものではない。これで襲撃者が暗あん殺さつの訓くん練れんを受けた人間であることが分かった。

　シュッ！

　シャインデルの身体からだスレスレのところで風を斬きる短剣。

　暗殺者は素早い身のこなしで絶たえ間まなく刃を繰くり出し、元百人隊長に攻勢に出る隙すきを与あたえない。速さでは誰だれにも引けを取らないつもりだったシャインデルだが、この暗殺者はその上をいった。

　シャインデルの視し界かいの端はしに、アリシアを抱かかえてこの場から去ろうとするもう一人の襲撃者の姿が映うつる。

　このまま、眼がん前ぜんの敵てきだけに関かかわっている場合ではない。

（仕し方かたがない……）

　シャインデルは鉄杖に意い識しきを集中した。

「燃もえろ！」

　鉄杖は輝き始め、紅ぐ蓮れんの炎をまとった。

　一方、暗殺者はクルリと身体を回転させながらシャインデルの懐ふところに飛び込み、頸けい動どう脈みやくを狙ねらう。

　シャインデルは飛とび退すさりながら炎の鉄杖を真っすぐに突き出すと、正せい確かくに短剣の刃を打った。

　鉄杖の放つ炎に触ふれた短剣の刃は白はく熱ねつ化かし、あっという間に蒸じよう発はつする。

　これで暗殺者は攻撃の手しゆ段だんを失った訳だ。

　だが、無む言ごんの暗殺者は焦こげた柄つかのみになった短剣を捨すてると、なおもシャインデルに飛びかかった。

　ところが……。

「!?」

　その身体がぶつかった瞬しゆん間かん、シャインデルは柔やわらかい感かん触しよくと甘あまい匂においに戸と惑まどいを覚えた。

（女だって？）

　暗殺者はシャインデルに顔を寄せると、自ら覆ふく面めんを脱ぬいだ。

　顕あらわになったのは、若い女の怒いかりに満ちた表情だった。

　妖よう艶えんさと気品を感じさせるその美び貌ぼう。

　その漆しつ黒こくの瞳ひとみは、高こう貴きさと同時に、ぞっとするような冷れい酷こくさをたたえている。街まち中なかで出会ったら、どこかの名家の令れい嬢じようだとは思いこそすれ、暗殺者とは誰一人思わないだろう。

（まさかこの女？……！）

　次の瞬間、女に見み惚とれかけていたシャインデルは、ハッとして彼女を突き放した。

　と同時に、女暗殺者の唇くちびるの間から放たれた含ふくみ針ばりが、彼の頰ほおをかすめる。

　彼女が覆面を取ったのはこのためだったのだ。

　その針から辛かろうじて逃のがれたシャインデル。

　しかし、この思いもよらぬ攻こう撃げきで彼がひるんだ隙すきに、女暗殺者は体勢を立て直し、今度は手しゆ刀とうを突き出した。

　まるで蛇へびのように執しゆう念ねん深ぶかい攻撃の連続である。

　とはいえ、元百人隊長の方もさすがにもう油ゆ断だんはない。鉄杖を地面に突き立てると、右足を引いて身をかわし、女の手首を握にぎってその動きを止める。

　その時……。

　女の手の鋭するどい爪つめがシュッと風を切って剣ほどの長さにまで伸のびると、シャインデルの首筋を狙った。

「ラクヌンガか！」

　ラクヌンガというのは、自分の意志で身体の一部を変形させることを可か能のうにする薬物である。扱あつかいによっては死に至いたる禁きん制せいの薬だが、まずエレネイ南部の犯はん罪ざい者しやたちの間で、それから紛ふん争そうの火ひ種だねを抱かかえる中部地域の傭よう兵へいたちの間で爆ばく発はつ的てきに広まった。そして、ここ数年はザモーラやアゼラ付近でも、密みつ輸ゆ商人から簡単に手に入れることができるようになっていたのだ。

　シャインデル自身、ラクヌンガを使って変身する傭兵を戦場で見かけたことがある。

「ちっ！」

　彼は女の手首を捻ひねり上げて辛うじてこの爪を避よけると、彼女の鳩尾みぞおちに拳こぶしを打ち込んだ。

「ぐっ！」

　ようやく、女暗殺者は崩くずれ落ちた。

「……手て間まをかけさせてくれた」

　女が立ち上がらないのを確かく認にんすると、シャインデルは頰から流れる血を拭ぬぐい、鉄杖を握り直してもう一人の襲撃者を追った。

　北へ向かっていた襲撃者の姿は、ほどなく視し界かいに捉とらえられた。

　踠もがくアリシアを抱えては、そう早くは逃げられない。シャインデルが迫せまってきていることに気がつくと、襲撃者は足を止めてアリシアを投げ出し、武器を構かまえた。

　彼が抜き放ったのは、フランキスカという斧おのの一種。投とう擲てきにも使用できる小回りの利きく武器で、森の中で使うには適てきしている。

　反対に、シャインデルの鉄杖は、木々の間で使うにはあまりにも大おお振ぶり過すぎる。

　襲撃者は森を出た開けた所で追いつかれるよりも、この場で勝負をつける方が有利と考えたのだろう。

　姿し勢せいを低くしてシャインデルを待ち構える襲撃者。

　これに対し、シャインデルは杖を背に回すと、速度を落とさずに距きよ離りを詰つめる。

　襲撃者は間合いに入った彼に向けて、フランキスカを投げつけた。

　回転する斧は緩ゆるやかな弧こを描えがいて元百人隊長に迫るが、かわせない速度ではない。

　無む論ろん、シャインデルは楽々とこれを見切った。

　バキッ！

　後方でフランキスカが楡にれの木を真っ二つにする。

　これで襲撃者は徒と手しゆ空くう拳けんである。

　だが、必殺の一いち撃げきを外はずしながら、狼ろう狽ばいした様よう子すは見られなかった。

「…………！」

　シャインデルは覆ふく面めんからのぞく襲撃者の目に映った勝利を確かく信しんした色を見て、素す早ばやく身を伏ふせた。

　すると……。

　ビュンッ！

　その頭上スレスレのところをかすめ、フランキスカが後方から回転しながら戻ってきた。気がつくのがほんの少しでも遅おくれていたら、元百人隊長は首をはねられていたところだ。

　彼を仕し留とめそこなったものの、斧は襲撃者の手に再びスッポリと収おさまった。

　フランキスカを手にした襲撃者はすかさず、体勢を崩したシャインデルの頭ず蓋がいに向けてその刃を打ち下ろす。

　ガキッ！

　炎の鉄杖でこの一撃を打ち払はらい、シャインデルは身体を起こした。

　この時、襲撃者の持つフランキスカの柄の端に細く長い鎖くさりがついていることに、シャインデルは気がついた。

　おそらく、この鎖を操あやつって斧を引き戻したのだろう。

「なかなか味なことをしてくれるじゃないか？　察さつするところ、お前も暗殺の訓練を受けているな？」

　シャインデルはニヤリと笑った。

「お前たちが噂うわさに聞くザモーラの暗殺者、〝狩人かりゆうど〟だな。そうだろ？」

　襲撃者は答えなかった。

　その代わりに、さらに鋭い一撃をシャインデルの膝ひざあたりを狙って放った。

　だが、シャインデルはこれを余よ裕ゆうを持ってかわす。

　簡かん単たんには彼の防ぼう御ぎよを破れないと判はん断だんした襲撃者は、もう一度フランキスカを投げた。

「無む駄だだ！」

　再び見切るシャインデル。

　しかし、今度の一投はシャインデルを狙ったものではなかった。

「何！」

　振り返ったシャインデルは顔色を変えた。

「……う、うん？」

　彼の背後では、投げ出されて気を失っていたアリシアが起き上がろうとしていたのだ。

　その背中に、フランキスカは迫っていた。

「くっ！　間に合えっ！」

　シャインデルは渾こん身しんの力を込めて鉄杖を投げた。

　鉄杖は炎を上げながら回転し、周しゆう囲いの木々をバキバキと薙なぎ倒たおしながら凄すさまじい速度で飛んだ。

　そして、フランキスカがアリシアの背せ骨ぼねを断たち切る一瞬前……。

　キィーンッ！

　鉄杖はフランキスカを跳はね上げ、アリシアのすぐそばの地面に突き立った。

　斧は放ほう物ぶつ線せんを描いて空高く舞まい上がる。

　そして……。

　ザクッ！

　鈍にぶい音を聞いて、シャインデルは後方に目をやった。

「……自じ業ごう自じ得とくだな」

　跳ね飛ばされて戻ってきたフランキスカは、短剣を抜いて元百人隊長の背はい後ごに近づいていた襲撃者の頭蓋を、真っ二つに割わっていた。

　シャインデルは一つ息をつくと、襲撃者の覆面を剝はいだ。

　幸いなことに、その下の顔は女のものではなかった。

　無む慈じ悲ひ、無表情で個性のない男の死に顔だ。

　シャインデルは男をそのままにして、アリシアのところに行って様子を見る。

「怪け我がはないか？」

　少女はシャインデルを見上げると、飛びついてきて泣いた。

「うわ～ん！」

「おやおや」

　シャインデルはその背中をポンポンと叩いてやる。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。終わった」

「あ、あいつら、森にいる兵隊のことを話せって！　話さないと殺すって、私に短剣を押しつけて!!　恐こわかった！　恐かったの！」

　アリシアはガタガタ震ふるえながら、シャインデルの胸に顔を埋うずめる。

「……俺もだ」

　シャインデルはつぶやいた。

「あなたも……恐かった？」

　アリシアは赤く充じゆう血けつした目で彼をまじまじと見つめた。

「さっき、お前が死ぬんじゃないかと思った。それが……恐かった」

　シャインデルは正直に言った。

　アリシアはまたひとしきり泣くと、彼の腕うでの中でささやいて、頰を赤らめた。

「……ありがとう、……えっと、シャインデル。さっきはごめんなさい」

「いいさ。さあ、みんなのところに帰ろう」

　シャインデルは少女を抱えたまま、地面に刺ささった鉄杖を抜いた。
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　戻もどる途と中ちゆう、シャインデルは女を気き絶ぜつさせたはずの場所を通りがかった。

　女の姿は消えていた。




　その頃ころ……。

「しくじったね」

〝狩人〟の女はすでに森を出て、国こつ境きよう付ふ近きんに達していた。

　荒あれ地ちの岩いわ陰かげで、金きん髪ぱつの戦士との格かく闘とうで痛いためた手首に応おう急きゆう手て当あてを施ほどこしながら、彼女は考えた。

　偶ぐう然ぜん出会った少女を締しめ上げて情報を引き出そうとしたのは、今回初めて組んだ斧おの使づかいの男の方だった。

　女は自分一人であったら、もっと慎しん重ちように探さぐりを入れただろう。

　ましてや、悲ひ鳴めいを上げさせるような失しつ態たいは犯おかさず、あの金髪の戦士を呼び寄よせるようなこともなかったはずだ。

　もっとも金髪の戦士を甘く見て、殺し損そこなったのは彼女自身の失敗。

　斧使いは、その死によって、過あやまちを十分とは言えないまでも償つぐなった。

　自分は、少女から聞き出した情報を持ち帰ることで、太たい主しゆへの償いとしよう。

「あの鉄杖の男……忘れないよ」

〝狩人〟ヴォージェラは、口元にかすかに笑えみを浮うかべてつぶやいた。




　シャインデルが少女とともに戻ると、カルミナやビゲリスたちが、ささやかな歓かん迎げい会かいの準じゆん備びをしていた。

　シャインデルとその一行は、森の中心近くにある森の民の集落に案内された。そこはあまり広くはないが開けた場所で、三十軒けんほどの藁わら葺ぶきの小屋が広場を中心に建たっていた。

　歓迎会の場所はその広場だ。

　横たえた丸太を椅い子すにして座ると、自家製の若い葡ぶ萄どう酒しゆを注ついだ杯さかずきと、様々な料理が回される。

　料理は木の実や茸きのこが中心の、単たん純じゆんな味つけのもの。

　多少物足りないが、それでも山や羊ぎの乳のチーズは逸いつ品ぴんだった。

　男たちがアールヴの時代から伝わる唄うたを歌い、女たちの中にはビゲリスの妻のように得意の踊おどりの足あし捌さばきを披ひ露ろうする者もいた。

「へえ、あんた、所しよ帯たい持もちか？」

　踊りを見ながらギルがビゲリスを冷やかす。

「おまけに子持ち」

　イスマルが口を差さし挟はさむと、ビゲリスはその頭を小こ突づいた。

　それでも、子供は何人だとシャインデルに尋たずねられると、

「三人。みな、可か愛わいい盛さかりだ」

　と、頰ほおを弛ゆるませる。

　そのうち、唄と踊りの返礼にと、ギルは街まちで買ってきた笛ふえを取り出して吹ふき始めた。

　その笛から流れ出たのは、繊せん細さいな古楽の名曲〝天てん球きゆうの眩まぶしき星々〟。

　美しい旋せん律りつが森に響ひびく中、アリシアの家で頭の打だ撲ぼく症しようを診みてもらっていたアマラが宴えん席せきに加わった。

　意外なことに、アリシアには街の施せ療りよう士し顔負けの医い術じゆつの知ち識しきがあった。

　アリシアの診しん断だんによると、詰つめ所しよの兵士に殴なぐられた痕あとは、後こう遺い症しようの心配が要いらない程てい度どのものだった。

「ここ、いい？」

「もちろん」

　アマラはシャインデルの隣となりに座ると、杯を受け取った。

　そして、彼女が一杯目の葡萄酒を乾ほした頃ころ……。

　馬車に弓矢と剣を積つんでカミロが戻ってきた。

「シャインデル！」

　馬車から飛び下りるとカミロは告げた。

「集めてきたぜ、言われた通りに！　それと、宰さい相しようからの伝言。密みつ偵ていの情報だと、ザモーラ軍の主力が森の北二日の距きよ離りにある街……まいったな、名前忘れちまった……、ともかく、そこに集結したってよ。んで、残りの部隊を待って補ほ給きゆうを終え、進行を開始できるようになるまであと三、四日。だから決戦は五、六日後じゃないかって。それから一万の兵力の内うち訳わけは、騎き兵へい二千五百、重じゆう装そう歩ほ兵へい、僧そう兵へい合わせて千五百、長ちよう弓きゆう装備の弓兵千、残りは軽けい装そう歩兵だとさ」

「騎兵が多いが、まあ、標準的だな」

　肩かたをすくめるギル。

「奴ら一気に首都まで突とつ破ぱする気だぜ」

「ああ」

　シャインデルは火の中で薪たきぎの弾はじける音を聞きながら、アマラの横顔を見る。

「お前さんが向こうの指し揮き官かんならどうする？」

「そうね」

　アマラは爪つめを唇くちびるに持っていきながら考える。

「……騎兵と重装歩兵は、首しゆ都と攻こう略りやく用ように温おん存ぞん。こっちの人数も知られてしまったみたいだし」

　ここでチラリと彼女はアリシアに目をやった。

「弓兵と歩兵のみを投入するでしょうね。それも、同どう士し討うちを避さけたいから夜や襲しゆうはなし。明け方の可か能のう性せいが高いわ。あと、火ひ攻ぜめもないわね。森が火事になったら、結けつ局きよく鎮ちん火かまで足止めになるもの」

「お前さんを副官にしたのは、間ま違ちがいじゃなかったな」

　シャインデルは微ほほ笑えんだ。

「おい、明日っから訓くん練れんに入るんだろ？　そろそろお開きにした方が良くねえか？」

　ギルが月が傾かたむきつつあるのを見て、彼に声をかけた。

「そうだな」

　シャインデルは葡萄酒の杯を置いた。

　これを見たビゲリスが妻つまに視し線せんを送り、踊りと音楽を止やめさせる。

　それを合あい図ずに、森の民たちも三さん々さん五ご々ご、自分たちの家へと帰っていった。まだ遊んでいたそうだった双ふた子ごやイスマルも、両親に引っ張られて渋しぶ々しぶ広場から消える。みんなの間を走り回っていたロケ少年も、すっかり寝ね付ついてしまい若い母に抱かれて家いえ路じについた。

「あなたたちの家も用意したわ。私たちのところで悪いけど」

　カルミナが言った。

「おれたちが占せん領りようしたら、お前たちはどうする？」

「納な屋やを掃そう除じしたから平気さ」

　と、カミロ。

「俺たちがそっちに寝るよ」

　シャインデルが頭を振る。

「俺たち？」

　ギルがにらんだ。

「言っとくが、俺とお前は絶ぜつ対たいに別だからな！」







　第三章　ノイストリエンの戦い







　結けつ局きよく、ギル、カミロと狭せまい納な屋やに身を押おし込んで寝ねたシャインデルは、翌よく朝あさから森の民たみの訓くん練れんにかかった。

　対たい象しようとなるのは、若者から壮そう年ねんまでの男たち四十数名。ロケの若い父親や、カルミナたちの父も参さん加かしている。

　まずは弓を持たせて、近くの的を射うたせるところからだ。

　板に円を描えがいた的を立て、そこから十歩下がったところで、約半数、ビゲリス、カミロら二十人の男たちに短たん弓きゆうと矢を構かまえさせる。

「足は矢や束つかに開いて、肩かたは地面と平行にして。右肩と左肩を結ぶ線が、真っすぐに的に向くように」

　と、アマラが並ならんだ男たちを指し導どうする。

「矢束って何だ？」

　と、カミロが尋たずねた。

「矢の長さのことよ。で、胸を割わるようにして腕うでを上げて、それから弓ゆん手でを前に押し出して、同時に妻つま手でを引く」

　実じつ際さいにアマラは矢を引ひき絞しぼり、放はなってみせる。

　彼女の立つ位置から的までは、大体三十歩ほど。

　ヒュウッ！

　矢は真っすぐに飛んで、的の板を打ち割った。

「……やってみて」

　アマラは男たちを見て言った。

「あの、弓手ってどっちの手だい？」

　今度はビゲリス。

「弓を持っている左手が弓手。矢を引く右手が妻手」

　アマラは忍にん耐たい強く答える。

「……いけねえ、逆だ」

　慌あわててカミロが持ち替かえた。

「身体からだと弓を平行にしろよ。弓手の拳こぶしの上に矢を軽く乗せるんだ」

　ギルが付け加える。

　ビゲリスたちは言われた通りに弓を引こうとしたが、うまくいかない。

「おっとっと！」

「あれ、あれれっ！」

　十分に引き絞る前に力が足りずに矢が離はなれたり、逆に引き過すぎて弦つるが切れたり、二十本の矢は一本残らず正面には飛ばず、とんでもない方向に飛んでいった。

　ビュン、ビュン、ビュンッ！

　シャインデルとアマラは身を伏ふせて辛かろうじてこれを避よけ、ギルは慌あわてて木の陰かげに飛び込んだ。

「……こいつらを数日で使えるようにする気か？」

　幹みきの後ろから頭をのぞかせたギルは嘆たん息そくする。

「シャインデルよ、お前さん、とんだ楽らく天てん家かだな」

　上じよう衣いの袖そでを地面に縫ぬいつけた矢を抜ぬきながら、シャインデルは答えた。

「俺おれもそうじゃないかと思い始めたところだよ」




　それでも、半日も練習を続けると、ほとんどの男たちが的に矢を何とか当てられるようになった。

　特に伸しん長ちよう著いちじるしかったのはカミロだった。この青年はなんと、五十歩離れて的の中心を射い止とめられるようになったのだ。

「へへへ、俺って才さい能のうあるな。ザモーラ兵なんて一発で仕し留とめてみせるぜ」

「いい調子だな」

　胸を張はるカミロの肩を、シャインデルは叩たたいた。

「だが、それだけの腕うでだ。実戦の時は相手の足を狙ねらえ」

「はあっ？　何でだよ？」

「殺せば戦せん闘とう不ふ能のうにできるのは一人。だが、足を射い抜ぬいて動けなくすれば、そいつを後方に運ぶのにさらに一人、二人を前線から下がらせることができる」

「……なるほど！　さすがは百人隊長！」

　やや間があったが、カミロは理り解かいした。

「元、百人隊長だ」

　シャインデルは訂てい正せいする。

　その彼のこめかみの横を、ヒュウッと一本の矢がかすめた。

「だ～っ！　駄だ目めだ、駄目だ！　お前はどうしてそう不ぶ器き用ようなんだ！」

　ギルの罵ば声せいが飛んだ。振ふり返ってみると、ガッシリとした体格の青年がギルの前に突つっ立って、弓を片手に首をすくめている。

「どうした、ギル？」

　シャインデルが声をかける。

「どうしたもこうしたもあるかよ！」

　ギルは頭を搔かきむしった。

「こいつだ！」

　彼は青年を小こ突づいた。

「こいつ、いくら射うたせてもまともに前に飛びやしねえ！　それどころか、加か減げんを知らねえ馬鹿力で、何張りも弓をへし折ってるんだ！」

「ちっ、そいつは駄だ目めだぜ、シャインデル」

　カミロが舌した打うちする。

「てんで鈍にぶいんだ。トッグっていって、森一番の役立たずさ」

「カ、カミロの言う通りなんだよ」

　トッグはかぼそい声で言った。

「お、俺おいら、何をやらせても半はん端ぱで……」

「確かに、弓矢をやるには向かないようだな」

　地面に捨すてられた弓の山を見て、シャインデルはうなずいた。

「だが、自分で自分を無む能のうと決めつけるんじゃない。……ちょうどいい、ついてこい」

　彼はトッグにそう告げると、川の上流にある滝たきの方に向かって歩きだした。

「ギル、ここは頼たのむぞ。アマラは一いつ緒しよに来てくれ」

「まあ、好きにやれや」

　と、ギル。

「私も行くの？」

　アマラは眉まゆをひそめた。

「ここはギル一人で大だい丈じよう夫ぶだ。カミロに奴やつを手伝わせる」

「任まかせときな」

　カミロはドンと胸を叩いた。




　爽さわやかな風が吹ふく川岸を滝に向かって上流に進む途と中ちゆう、緊きん張ちようするトッグにシャインデルは声をかけた。

「大した力のようだな、トッグ。お前のその力は、やはりアールヴの血か？」

「ち、違ちがうよ」

　トッグはかぶりを振ふった。

「俺おいらは図ずう体たいがデカいから、その分、力が強いだけ。ビゲリスだよ、本当に怪かい力りきの血ち筋すじを引いているのは。だって片手で樫かしの大木をへし折っちゃうんだから」

「同じ能力を持っている人って、あまりいないの？」

　先頭を進んでいたアマラが振り返って尋ねた。

「う～ん、アールヴの魔ま法ほうみたいな能力って……親から子に伝わるみたいなんだ、だいたいね」

「お前にもそういった能力はあるんだろう？」

「俺らは出で来き損そこない。死んだ親おや父じは手を触ふれないで物を動かすことができたけど、俺らは駄目だ。その上、頭も悪くて仕事も覚おぼえられない。カミロの言う通り、俺らは森一番の役立たずなんだよ」

　トッグはため息をついたが、しばらく歩いたところで思い出したようにシャインデルに聞いた。

「……なあ、あんた、百人隊長なんだろ？　カミロが言ってた」

「元、百人隊長だ」

　シャインデルは再度訂てい正せいする。

「強いんだろ？」

「そうとも言えんな。故こ郷きようを出てからこっち、負け戦いくさばかりだ」

　彼はニヤリとした。お尋たずね者になって以来の傭よう兵へい稼か業ぎようで、彼は一度も有利な方について戦ったことはなかったのだ。

「……まったく、縁えん起ぎでもないことを」

　アマラがつぶやく。

「今度も負けっていうのは御ご免めんよ」

「でも、カミロが言ってたよ。街の悪い兵隊をあっという間にやっつけたって」

「大おお袈げ裟さな話だ」

「ふうん、そうなのか」

　トッグはそのまま口をつぐんで歩いていたが、しばらくして独ひとり言のように言った。

「……俺らもあんたみたいになりたいな、百人隊長に」

「何な故ぜだ？」

　今度はシャインデルが尋ねる。

「たくさんの兵隊に命令して、悪い奴やつらをやっつけるんだ。百人隊長トッグ、格かつ好こういいなあ」

　トッグは自分がそうなった姿すがたを想そう像ぞうしたのか、自然と笑え顔がおになる。

「もう一人、あなたの信しん奉ぼう者しやが増ふえたわね」

　アマラがささやいた。

「もう一人？」

「他ほかにはカミロとアリシア」

「アリシアだって？」

　面めん食くらったような顔をするシャインデル。

「昨日きのうの夜、焚たき火びの向かいに座すわってあなたをじっと見つめていた目、あれは恋こいする女の子の目よ」

「よせよ。子供だぜ」

「身体からだはまだ子供でも、心の方は十分に女よ。傷つけないでね、乙おと女めを」

　アマラは人差し指でシャインデルの胸を突ついた。




　白い水みず煙けむりが高く上がり、七色の美しい虹にじがかかった滝に着くと、そこでは森の女と子供たちが、石いし積づみに精せいを出していた。

「シャインデル！」

　彼らの姿を見て、ひと抱かかえもある大きな石を持ち上げようとしていたカルミナが駆かけ寄よってきた。

「ねえ！　今け朝さあなたに言われた通りに、滝の上に堰せきを造つくっているけど、これ、一体何の役に立つの!?」

　滝たき壺つぼに落ちる水が轟ごう音おんを立てる中、彼女は怒ど鳴なった。

「それは結果を見てのお楽しみだ。それから、トッグを連れてきたから、力仕事は任せてやってくれ」

　いちいち怒鳴っていては堪たまらないと思ったシャインデルは、滝壺から距きよ離りを取ってから答えた。

「それは助かるわね」

　カルミナは新しい働き手を歓かん迎げいする様よう子すを見せた。

　おそらく、男たちの間で彼が厄やつ介かい者もの扱あつかいをされていることを悟さとったのだろう。

「石一つ運ぶのだって、女おんな手でじゃ結けつ構こう、時間がかかるのよ」

「焦あせらなくてもいい。まだ時間はある」

「ええ。……じゃあ、来て、トッグ」

「あっ……、うん」

　カルミナはトッグの手を引っ張ぱって、滝の脇わきを登っていった。

「シャインデル！」

　今度はイスマルが走ってきた。憤ふん懣まんやる方ないといった表情である。

「ど～してオイラが女子供と一緒に石積みなんだよ！　弓の稽けい古こさせてくれよ！」

「そ～だよ！」

　後からチョコチョコとついてきたロケも口を尖とがらす。

「やだよ、女の子と一緒なんて！」

「人ひと手でが足らないんだ、我が慢まんしてくれ」

　シャインデルはそう言ってから、声をひそめた。

「後でお前たちには秘ひ密みつの任にん務むがあるからな」

「秘密の任務？」

　イスマルはこの言葉に目を輝かがやかせる。

「秘密の、任務だ」

　シャインデルは声をひそめた。

「な～る、そういうことか。おい、ロケ！　とりあえずは女どもの面めん倒どう、見てやろうせ！」

「お～っ！」

　二人とも張はり切って仕事に戻った。

「……大変ね、後で秘密の任務とやらを考えなくっちゃ」

　アマラが悪戯いたずらっぽい目でシャインデルを見上げる。

「ところで、ここで私は何をすればいいの？」

「そうだったな。少ししたらここの連中を休ませて、それから日ひ暮ぐれまで小しよう剣けんの扱あつかいを教えてやってくれ。自分の身を守れる程てい度どに」

「……ここのみんなが実戦で剣を使うのは見たくないわ」

　アマラの表情が曇くもる。

「それは俺も同じだ。だが、もしもという時、その剣に慣なれているか否いなかが、生死を分けることになるかも知れない」

「……分かったわ」

　と、彼女がうなずいたところに……。

「シャインデル！」

　息いき急せき切ってやってきたのはアリシアだった。

「ほ～ら、大人気」

　アマラが目め配くばせする。

「あの、シャインデル、ちょっと話をしたいんだけど……」

　アリシアはシャインデルの前まで来ると、アマラの前では言い難にくそうに口くち籠ごもった。

「ちょっと待ってくれ、今は……」

「いいわよ、こっちは私一人でやるから。アリシア、連れていって」

　アマラはシャインデルの言葉を遮さえぎり、彼の背中を押おす。

「……じゃあ、あっちで」

　アリシアは、みんなとは少し離れた木こ陰かげの方を示した。

「覚おぼえていろよ」

　アマラを少しにらんでから、シャインデルは仕し方かたなしにアリシアの後をついていった。少女は無む言ごんで木々の間を奥おくへと進んでゆく。そして、滝の音がかなり遠くなったあたりまで来ると突とつ然ぜん、元百人隊長を振り返った。

「ねえ、教えて！」

　彼女は真しん剣けんな眼まな差ざしで彼を見つめた。

「……座って話さないか」

　そう言うと、シャインデルは涼すずしい木陰の樫かしの根こぶに腰こしを下ろした。

「うん」

　その隣となりに密みつ着ちやくするようにアリシアもチョコンと座る。

「あのね……」

　少女は話し始めた。

「私、どうして自分が長おさなのか分からないの。自分で望のぞんだ訳わけでもないのに、何な故ぜ、長をやってるんだろうっていつも思うの。アールヴの血を濃こく引く〝白鳥の乙女〟だって、みんなは特とく別べつ存在扱あつかいするけど、どうして自分が白鳥に変身できるのかも理り解かいできない。大人おとなたちが私にやらせようとする儀ぎ式しきだって、何の意味があるのか全然分からない。いろんなしきたりを毎日毎日、口く伝でんで覚えさせられるけど、もう頭の中は訳の分からない言葉ではち切れそう！　何もかも投げ出したい、嫌いやだって大声で叫さけびたい！」

　アリシアは自分の頭を抱かかえ込んで声を上ずらせる。

「それなのに、どうして長なの？　私は特別じゃない、ただの女の子でいたい。それじゃ駄だ目めなの!?」

「……そうだな」

　シャインデルは少女の頭を撫なでた。

「俺はまだ森の民を知って日が浅いし、長の役割についてもカルミナからわずかに耳にしただけだ。だが、こうは言えるんじゃないか？」

「…………？」

「お前はアリシアであって、他の誰だれでもない。長である前に、そして白鳥の乙女である前に、アリシアという一人の人間だ。長という枠わくに、無む理り矢や理り自分を押し込めようとするな。周囲から長とはこうするものだと言われて、それを鵜う吞のみにする必要はないし、また反発を感じて無む理りに逆らう必要もない。アリシアという一人の人間として物もの事ごとを見、考え、判はん断だんすれば、それでいい。時には手て痛いたい失しつ敗ぱいも犯おかすかも知れないが、それもいい。修しゆう復ふくのきかない過あやまちはないんだ」

「私として……一人の人間として……アリシアとして」

　少女はつぶやいていたが、やがて、すっくと立ち上がった。

「……そうね。うん、まだ霧きりの中だけど、何となく明かりが見えたみたいな感じがする。ありがとう、あなたに聞いて良かった！」

　アリシアはちょっと屈かがんでシャインデルの頰ほおに口づけすると、軽かろやかな足取りで滝の方に走っていった。

「俺も偉えらそうなことを言ったもんだ」

　残されたシャインデルは自じ嘲ちようした。

　アゼラを出しゆつ奔ぽん以来、常つねに何な故ぜだと自分に問い続けてきたのは自分だったからだ。

　何故、ハモンという男に十年も仕つかえながら、その捻ひね曲まがった本ほん質しつを見み抜ぬけなかったか？

　真にあの男に忠ちゆう誠せいを誓ちかっていたのなら、何故あの場で死ななかったのか？

　そして何故、家族を置いて国を捨てたのか？

　彼の脳のう裏りに、美しい義理の母と、幼い妹の姿が浮かんだ。当時の部下だったジェドは二人のことは任せろといったが、やはり置いてきたことが悔くやまれる。

「まあ、悩なやむのは柄がらじゃないな」

　彼は立ち上がり、アマラたちのいる明るい滝の方へと向かった。
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　翌よく日じつは雨だった。

　昼までは昨日と変わらぬ単たん調ちような訓くん練れん風ふう景けいが続いたが、午後からは女たちも堰せき造づくりを切り上げて弓の練習に参加した。

「どういうことだ、これは？」

　女たちが弓を持ってゾロゾロと現われたのを見て、シャインデルは苦にがい顔になる。

「増ぞう水すいで堰造りはお休みよ。決けつ壊かいしないようにトッグが見てくれてるわ」

　アマラが説明した。

「だからといって、こっちの訓くん練れんに参加する必要はねえだろうが」

　ギルも煙けむたがる。

「私に言われても困こまるわ、シャインデル、ギル」

　アマラは甘あまい声で言った。

「だって、長おさの命令なんですもの」

「長？」

「そっ、私！」

　アリシアがやってきて、シャインデルの腕うでにしがみついた。

「お前は何で……」

「私は私として、考えたの。弓は私たちの分まで十分にあるわ。矢の方は、街まちから持ってきたヤツだけじゃ足りなくなるかも知れないから、作り足さないといけないかもね」

「だが……」

「ありがとう、シャインデル。私、あなたのお陰かげで自分のやるべきことが分かったの！」

　少女はもう一度シャインデルの頰に口づけすると、戸と惑まどう彼を残し、練習に参加すべく女たちの方へと走っていった。

「すごい効こう果かね、あなたの助じよ言げん」

　アマラは必死になって笑いを堪こらえている。

「……やれやれ」

　シャインデルは溜ため息いきを漏もらした。

　その時……。

「まあ、いいさ。射しや手しゆは多ければ多いほどいい、てのは確かだしな」

　ギルは突とつ然ぜん、声の調ちよう子しを和やわらげた。

「それに長弓と違って、短弓は非ひ力りきでも扱あつかえるじゃねえか」

　シャインデルが不ふ審しんに思ってギルの視し線せんを追うと、その先にあったのはレベカの姿すがただった。わずかにお尻しりが隠かくれる程てい度どの皮のスカートと、美しい双そう丘きゆうの形がよく分かる短い上じよう衣いを身に着けた少女は、同じ世代の娘むすめたちの間にいても一ひと際きわ輝かがやいて見える。

「さあて。じゃあ、女たちにも教えてやらねえと」

　ギルはいそいそとレベカの方に擦すり寄よっていった。

「……馬ば鹿かだな、あいつ」

「どうせ振ふられるに決まってるわよ」

　アマラとシャインデルは呆あきれ顔で彼を見送った。
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　同じ頃ころ……。

　ザモーラ・カデロン国境から北に馬で二日の草原に位置する街まち、レニア。

　その郊こう外がいにザモーラ軍の二個軍団、約一万人が野や営えいしていた。

　そして野営地の中心にある指し揮き官かんの天てん幕まくでは、魔ま道どう将しよう軍ぐんと渾あだ名なされるギベルワルドが、副官たちを集めて会議を開いていた。

　ギベルワルドは四十代前半。

　長身で肩かた幅はばの広いガッシリとした体格。荒あれ狂くるう波を思わせる黒いヒゲを蓄たくわえ、澄すんで自信に満ちた瞳ひとみを持った、堂どう々どうたる人物である。

　今、彼は戦場に立つ時と同様の黒い鎧よろいを身に着け、〝呪じゆ波は〟を増ぞう幅ふくする金こん剛ごう石せきを柄つかにはめた大たい剣けんを帯おびて、部下の前に立っていた。

「よいか、もう一度確かく認にんする。極きよく力りよく、森の住人は生きて捕とらえよ。これが太たい主しゆ陛へい下かの命令である」

　獅し子しの咆ほう哮こうのような声で彼は言った。

「しかし、将軍」
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　長ちよう弓きゆう兵へいを指し揮きする副官が、ギベルワルドに疑問をぶつける。

「ノイストリエンの森を制圧することが目的なら、一気に連中を殲せん滅めつしてしまった方がこちらの損そん害がいも少なくて済すむのでは？」

「森の住人たちは戦せん闘とうに関しては素人しろうとである」

　ギベルワルドは答える。

「さらに密みつ偵ていの情報では、首都から派は遣けんされた援えん軍ぐんはわずか数名だそうだ」

　副官たちが苦く笑しようとも取れる声をもらす。

「もしも、その彼らをなぶり殺しにするような真ま似ねをしてみろ！」

　魔道将軍は地図を置いた机つくえにこぶしを打ちつけた。

「我われ々われが侵しん略りやく者しやだというカデロン太主の愚おろかな言い分に、正当性を持たせることにもなりかねん！　違うか？」

「そ、その通りです」

　勢いきおいに押されて副官はうなずいた。

「我々は……」

　将軍は目を閉じて続ける。

「エレネイ統とう一いつという崇すう高こうな使命に身を捧ささげた、誇ほこり高き兵士なのだ。ザモーラの偉い大だいな歴史に汚お点てんを残すような戦いは断だんじて許ゆるされんのだ」

　と、その時。

　将軍の向かいの席で小さく笑い声を洩もらす者がいた。

　剃そり上げた頭に青白い顔。そして、それが彼の正装らしい、紺こんの法ほう衣い。

「何かな、バルザシアス殿どの？」

　ギベルワルドは心の中で渋じゆう面めんを作りながら彼に声をかけた。

　バルザシアス司し祭さいは、至し神しん智ち教きよう団だんからザモーラに派は遣けんされた相そう談だん役やく。

　ザモーラにおける教団組そ織しきの中では、第二位の地位にある魔道士である。

　長年、聖せい俗ぞくの面からエレネイの覇は権けんを争あらそっていた至神智教団とザモーラだが、ここ数年、この二大勢力は急速な歩あゆみ寄よりを見せていた。

　いわゆるドウルジの和約が結ばれ、人的交流が盛さかんになったのもこうした経けい緯いからだ。

　ギベルワルド自身そうした交流によって、至神智教団の本山で、魔道の根源である〝呪波〟を学んでいる。

　しかし、このバルザシアスに関して言えば、彼が何の目的で派遣されたのか、その手しゆ腕わんは一体どういった類たぐいのものなのか、すべてが謎なぞだった。ギベルワルドにとってバルザシアスは、新しい外交顧こ問もんと同様に虫の好すかない男の一人だ。

「いえいえ」

　ギベルワルドの問いかけに、魔道士は如い何かにも可お笑かしくて堪たまらないといった表情で頭かぶりを振ふる。

「流石さすがは武ぶ人じんの鑑かがみと、このバルザシアス、深い感かん銘めいを覚おぼえた次し第だいで……」

　この皮ひ肉にくに、将軍の副官たちは色をなした。

　中には剣けんの柄つかに手をかける者もいる。

「待て！」

　ギベルワルドは部下を制せいした。

「相談役殿、あまり若い者たちを刺し激げきせんでいただきたい」

「これは失礼」

　バルザシアスは一礼した。

「将軍を侮ぶ辱じよくしたように聞こえたのならば、謝あやまりましょう。ですが、密偵の報告はお聞きになったでしょう？　どうやら、森の人間とは毛色の違う者が何名か送り込まれた様子。油ゆ断だんしていると、手痛い損そん害がいを受けることになりかねませんぞ」

　魔道士はそのまま席を立ち、天幕を出ていった。

「肝きもに銘めいじておこう」

　バルザシアスの背中に向かってそう寛かん大だいな様子でうなずいたものの、ギベルワルドは心しん中ちゆう穏おだやかではなかった。

　部下には、森の民の保ほ護ごが人道的な目的からだ、と告げながらも、彼自身その言葉を完全には信じていなかったからだ。

　太主が出発直前にわざわざ自分を呼びつけ、森の住民の安全確保を念ねん押おしした裏うらには、何か別の理由があるに違いがない。

　現ザモーラ太主は、数世紀に一人現われるか否いなかの名君だ。しかし同時に、太主は目的のためには手段を選ばぬ冷れい酷こくさを備そなえた男でもある。

　ギベルワルドはそう信じていた。

　例えば、先年のヤーバシア王乱らん心しんの一件。

　ギベルワルドにはあれが、太主の仕し組くんだものに思われてならなかった。

　ヤーバシアの若き王フレオリックが、ザモーラ太主の第一姫であるヤズミナ王おう妃ひを盲もう愛あいしていたことを知らぬ者はない。それが突然、王妃と王弟を惨ざん殺さつして失しつ踪そうし、ザモーラ太主が暫ざん定てい的てきながらヤーバシア王を兼けん任にんするようになる……。

　疑問に感じない方が不ふ思し議ぎというものだ。

　ギベルワルドは幼おさない頃ころのヤズミナをよく覚えていた。

　愛らしい瞳ひとみをした純じゆん粋すいな少女。

　だが、あの太主は自分の血を引くそんな娘さえ、捨すて駒ごまに使うことにためらいはなかったのだ。そんな男が森の民を滅ほろぼすことに躊ちゆう躇ちよなど感じるはずがない。

「……明日早朝より、進軍を開始する。各隊、準備を怠おこたるな」

　ギベルワルドは最後に告げた。

「はっ！」

　部下たちは一いつ斉せいに立ち上がって、各おの々おのの持ち場へと向かった。




　　　　＊　＊　＊




　さらに翌よく日じつ……。

　晴れ上がった空のもと、シャインデルはギルに弓ゆみの訓くん練れんを、堰せき造づくりをカルミナに任まかせ、アマラとカミロを連れて森の北ほく端たんに来ていた。

　森を出ると、そこは丈たけの短い草が生おい茂しげった草原で、見み晴はらしが非ひ常じようにいい。

「このあたりかい？」

　森の端はしの木に登ったカミロが、下に立つシャインデルに声をかけた。

「どうだ、アマラ!?」

　草原の真ん中に立って森の方を見ているアマラに向かって、元百人隊長は大声で尋たずねる。

「見えないわ！」

　アマラは返した。

「その高さでいい」

　シャインデルはカミロに伝えた。

「そこから矢を一本射うってみろ。アマラに当てるなよ」

「ほいよ」

　カミロが弓を引き絞しぼってビュンと矢を放はなつと、矢はアマラの頭を飛び越こえて、その後方の草地に突つき立った。

　シャインデルの立っている場所から歩いて二百数十歩のところだろうか。

　高い位置から射っているので、威い力りよくの弱い短たん弓きゆうでも、長弓並なみの射しや程ていを稼かせいでいる。

「アマラ！」

「はいはい」

　アマラは矢が刺ささった位置に長い棒を真っすぐに立て、先せん端たんに白い布を結びつけた。

　一方、カミロは角度を調整した上で、弓を木の幹みきに縄なわでしっかりと固定する。

「こんなことして、勿もつ体たいなくないかい？」

　と、彼は下に尋たずねる。

「だが、こうしておけば体重をかけて弓を引ける。非力な者でも今の目印の位置まで矢を飛ばせるだろう」

「なあるほど」

　カミロはパッと木から飛び下りた。

「アマラ」

　草原から戻もどってきた銀ぎん髪ぱつの女に、シャインデルは言った。

「いろいろと済すまないが……」

「分かってるわ。そろそろ行かなくちゃと思っていたの。いったん荷物を取りに戻って、そのまま行くわね」

　アマラは彼を遮さえぎって微ほほ笑えみ、そのまま集落の方へと一人で向かった。

「……アマラ、どうすんだ？」

　次の弓を用意しながらカミロが聞いた。

「ザモーラ軍の進軍情じよう況きようを偵てい察さつに行ってもらう」

「えっ、女に！　危き険けんじゃないのか！」

「向こうが送ってきた密みつ偵ていも一人は女だったし、そっちの方が苦戦した。心配は要いらない。アマラはああ見えてかなりの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた女だ」

「あんたがそう言うんなら、構かまわないけどね」

　それでもカミロは、チラリとアマラの去っていった方向に目をやった。




　午前中いっぱいを使って、シャインデルとカミロは八十の短弓を、木の梢こずえに近い位置に固定して回った。

　もっとも、実際に登って縛しばりつけていたのはカミロだったが……。

　昼を過すぎてシャインデルたちが集落に戻ると、イスマルとロケが顔を輝かがやかせてやってきた。

「秘ひ密みつ任にん務む、快かい調ちように進んでるぜ」

「進んでるぜ」

　二人は言った。

「よしよし」

　シャインデルは二人の肩かたに手を置く。

「だが、言った通りに、三つの道を残しておくのを忘れるな」

「大だい丈じよう夫ぶ、俺おれたちを信用しなって」

「だあいじょぶ」

　ロケとイスマルは新しい縄を肩にかけると、また森の中へと走っていった。

「あんた、あいつらに何を任まかせたんだ？」

　不安を隠かくしきれない様よう子すでカミロが尋ねる。

「言っていたろう、秘密の任務だ。明日になれば、教える。それから、みんなにはあまり用もなく森の中をふらつかないように言っておいてくれ」

「……ああ、分かったよ」

　カミロはさっぱり要よう領りようを得なかった。

　その後。

　シャインデルは、カミロにいったん休んでからギルの補ほ佐さに回るようにと言うと、その足で滝たきに向かった。

　自分は早朝からまったく休きゆう憩けいを取らずにだ。

　川かわ沿ぞいに歩いて進むと、堰せきが完成に近付いているため、水量が普ふ段だんの半分近くに落ちているのが分かる。

「あら、シャインデル」

　カルミナが、彼の姿すがたを見ると話しかけてきた。

「トッグが頑がん張ばってくれているの。お陰かげで弓の練習に半分ずつ人手を送れるわ」

　順調に仕事が進んでいるので、カルミナの表情も明るい。

「お前が奴やつを馬鹿にせずに使ってくれたからだな」

　と、シャインデル。

「あら、連れてきてくれたのはあなたよ」

　カルミナは頭を振った。

「私、あなたのことを間ま違ちがった目で見ていたようね、ごめんなさい」

「突とつ然ぜんどうしたんだ？」

　シャインデルは苦笑した。

「みんなのことよ。あなたが来てから、森のみんなは変わったわ。ビゲリス、トッグ、イスマルにロケ、それにカミロ。特にアリシアは……、あの子があんなに素す直なおになれる子だったなんて……」

「あの子はいい子だ。……いや、ここの連中は全員が素す晴ばらしい連中だ」

　シャインデルの言葉に、噓うそはなかった。

　彼はこの森にきて、久しく忘れていた安らぎを感じていた。戦いを目前に控ひかえながら、まるで故郷の家族と過ごしているような心ここ地ちよさを覚おぼえていたのだ。

「……だから、俺はこの森から一人の犠ぎ牲せい者しやも出したくない」

「ええ」

　カルミナはうなずいた。

「私、殿でん下かからザモーラ軍が攻せめてくる話を聞いた時、自分も含ふくめてこの戦いで生き残れる者がいるとは思いもしなかった。でも、今はあなたを信じているわ、百人隊長さん」

「元、百人隊長だ」

　シャインデルは笑って訂てい正せいした。
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　そして次の日。

　訓くん練れん四日目である。

　この日、森はとうとう本格的な戦せん闘とうの準備に入った。

　老人や幼おさない子供は集落に籠こもらせて、実じつ際さいに戦闘に参加する者たちを三つの隊に分けたのだ。

　第一の部隊は、シャインデルが直接指し揮きする四十人。

　第二はギル、第三はアマラが命令を伝える二十数人の隊だ。

「おらおら！　こっちだ、急げ！」

　ギルが森の北ほく端たんから複ふく雑ざつな経けい路ろを取って、自分の隊を全速力で走らせる。

「道を身体からだに覚えさせろ！　てめえらの命がかかってんだ、絶ぜつ対たい間違うんじゃねえぞ！」

「フアナ、レベカ！　もたつかない！」

　斥せつ候こうに出たアマラの代理を務つとめるカルミナが、動きの遅おそい女の子を叱しつ咤たする。

　彼女の顔も、普ふ段だん以上に真しん剣けんだ。

　一方……。

「よし、ここまで！」

　川を渡わたったところで、シャインデルは自分の隊を止めた。

　シャインデルの近くには、ビゲリス、トッグ、カミロ、アリシアがいる。

　彼らがいる場所は川沿いの土地でも特に開けた場所で、数百人規き模ぼの部隊を展開できる広さがある。堰せきによって水量が減へり、川かわ幅はばが狭せばまっている今なら、さらに多くの兵をここに集められるだろう。

「ねえ、このあと俺おいらは滝たきに行くんだよね？」

　トッグが確かく認にんする。

「そうだ」

　と、シャインデル。

「ここでの鍵かぎとなるのはお前だ、頼たのむぞ」

「うん！　やるよ、一いつ生しよう懸けん命めい！」

　トッグは何度もうなずいた。

「ねえ、私にもっとできることないかな？……あなたの役に立ちたいの」

　そう言ったのは、アリシアだった。

「俺のそばから離はなれるな。お前には怪け我がをして欲ほしくない」

「えっ？」

　少女の頰ほおが薄うす紅べに色いろに染そまった。

「戦いが終わった後で、怪我人の手当てをする人間が要いる。施せ療りようの心こころ得えのあるお前が怪我をして働はたらけなくなったら、冗じよう談だんにもならん」

　シャインデルは説明した。

「……な～んだ」

　アリシアはちょっと拗すねた表情になる。

　これを見たカミロは大笑いである。

「ふん！」

　少女は青年の脛すねを爪つま先さきで力いっぱい蹴けった。

「痛いてえな！　何しやがる！」

「あんただけは手当てしてやらないからね！　馬鹿！」

　カミロとアリシアは追い駆かけっこを始めた。

　しかし、こうした明るい若者たちとは、一人違った面おも持もちだったのがビゲリスである。

「……ここが、最後の戦いの場なんだな」

　彼はやや強こわばった表情でつぶやく。

「ああ、ここで勝つ」

　シャインデルがその肩かたに手を置いた。

「ここで勝てなければ？」

　ビゲリスは問いかける。

「ここで勝てなければ……」

　シャインデルはビゲリスの真ま似ねをして眉まゆをしかめ、それから笑った。

「尻尾しつぽを巻いて逃げるんだ」

「に、逃げる!?」

　ビゲリスは目を丸くした。

「森の一つや二つ、ザモーラにくれてやればいい。大たい切せつなのはみんなが生きているってことだ。……違うか？」

「……そうだな」

　ようやく、ビゲリスの顔から緊きん張ちようの色が消え、笑えみが浮うかんだ。

「逃げるとするか」




　この日の訓練は、午後の早い時間に切り上げられた。

　あまり張はり切り過すぎて、実際の戦闘までに疲つかれ果はててしまっては意味がないからだ。

　そして、夕ゆう陽ひが山の端はしにかかり一日も暮くれようとした頃……。

　アマラが戻もどってきた。




「誰だれか水を頂ちよう戴だい！」

　集落に帰ってくるなり、彼女は言った。

　息は荒あらく、服が汗あせで身体にピッタリと張りついている。どうやら丸一日近く走り通しだったようだ。

「とにかく、水！」

　彼女の帰き還かんを知った森の住人たちが、そのまわりに集まり始めた。

「ほらよ」

　ギルが井い戸ど水みずを汲くんだ杓ひしやくを差し出すと、丸まる太たに腰こしを下ろしたアマラはそれを引ったくるようにしてゴクゴクと乾ほす。

「……ふう」

　彼女は一息つくと、残った水を頭にかけ、今度は上じよう衣いの胸むねをはだけてパタパタと空気を入れた。

「ああ、もう汗ビッショリ！　身体を洗いたいわ、シャインデル、手伝ってくれる？」

　多少落ち着いたのか、悪戯いたずらっぽい目が元百人隊長を見上げた。

「駄だ目め！」

　アリシアが目を釣つり上がらせて二人の間に割って入った。

「絶ぜ～っ対に駄目なんだから！」

「冗じよう談だんよ」

　アマラは笑ったが、すぐに真剣な表情になる。

「シャインデル、とうとう来たわ」

　彼女は報告した。

「どうやら、明日の朝までには姿を見せそうね」

「意外と早いな」

　シャインデルは眉をひそめる。

「補ほ給きゆうを考えると、あと一日は余よ裕ゆうがあると思ったんだが」

「向こうにも、まごまごしてられねえ事情があるんだろうよ」

　ギルが珍めずらしく鋭するどい眼がん光こうを見せる。

「丁ちよう度どいいぜ。訓くん練れん、訓練で飽あきがきてたところだ」

「どうする？　待たい機きに入るか？」

　ビゲリスが尋たずねた。

「今から休めといっても、無む理りだろうしな」

　シャインデルはうなずいた。

「全員、持ち場についてそこで休息を取れ。手て筈はず通り、右う翼よくはギルの隊、左翼はアマラ、慌あわてるなよ」

「けっ、何をいまさら！」

　ギルは自分の隊の連中を振り返る。

「さあて、おめえら！　歓かん迎げいの準じゆん備びだぜ！」

「こっちも任せて！」

　アマラも立ち上がった。

「でも、やっぱり水を浴あびる時間は頂ちよう戴だいね」
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　北の地平線上にザモーラ軍が姿すがたを現わしたのは夜明け前、空がわずかに白み始めた頃ころだった。

　騎き兵へいを前面に押し出し、第二列に槍そう兵へいと重じゆう装そう歩ほ兵へい、第三列に長ちよう弓きゆう兵へい、最後列に歩兵を配はいした部隊が、ゆっくりと草原上に陣じん形けいを整ととのえてゆく。軍団色の黒が緑の草原を覆おおう様さまは、まるで晴れ渡っていた空を嵐あらしの黒雲が覆おおい尽つくすかのようだ。

「アマラの言った通りね」

　木こ陰かげから敵の様よう子すをうかがっていたアリシアが、そっとシャインデルの肩かたに頭を寄よせてささやく。

「いいから、早く木に登れよ」

　そんなアリシアをカミロがせっついた。

「お前以外はみんな配置についたぜ」

「あ～、嫌いやだ嫌だ、妬やいちゃって」

　少女は冷たい視し線せんを彼に送る。

「ほら、ガキは早く木に登んなさいよ」

「ふ、ふざけんなよ！」

　カミロは浅黒い顔を真まっ赤かにした。

「……いいから、どっちも急げ」

　口くち喧げん嘩かを始めようとする二人に、うんざりした口く調ちようでシャインデルは命じた。

　その時。

　ピュウッという短い口くち笛ぶえが、彼らの右手から聞こえてきた。

　さらに少し遅おくれて、左手からやや長めの口笛の音。

「……アマラとギルの隊は準備が整ったようだな」

　シャインデルは鉄てつ杖じようを背せ負おい、馬に跨またがった。

「あとは分かっているな？」

「任まかしとけって！」

　元百人隊長が声をかけると、樹上からカミロが応こたえた。

　シャインデルは馬の腹に軽く拍はく車しやを入れると、ゆっくりと森を出た。




　その間にザモーラ軍は、すでに森まで約三百歩の距きよ離り、つまり長弓の射しや程ていギリギリのところに布ふ陣じんを終えていた。

　シャインデルが森から出てくるのを見て、ザモーラ軍の中からギベルワルド将しよう軍ぐんが馬を進ませる。本来なら相そう談だん役やくのバルザシアスも並ならんで出てきていい筈はずだが、彼は殿しんがりの方に留とどまって動こうとはしなかった。

　シャインデルは、一昨日アマラが立てた棒ぼうのやや手前まで来ると、馬を止めてそれ以上は進まなかった。

「…………」

　ギベルワルドはこれに対し、小こ癪しやくな奴やつめ、とは思ったが、自分から彼のところへと近づいていった。

　命令は受けなかったが、将軍の身を案あんじた副官たちはジリジリと部隊を前進させる。

「こちらから名な乗のろう。わしはこの遠えん征せい軍ぐんを指し揮きするギベルワルドだ。貴き殿でんが守備隊の指し揮き官かんか？」

　シャインデルのすぐそばまでやってきたギベルワルドは、元百人隊長を値ね踏ぶみしながら声をかけた。

「まあ、そんなもんだ」

　シャインデルは答える。

「名は？」

「アゼラの……いや、故こ郷きようは捨すてたんだったな……ただのシャインデルだ」

「ふむ……」

　名のある武ぶ人じんを期待していたギベルワルドは失しつ望ぼうの色を隠かくせない。

「その名は聞き覚おぼえがある。確か主君殺しの賞しよう金きん首くびだったな？……カデロンも何を血ち迷まよったのやら」

「俺おれもそう思うね」

　シャインデルは肩かたをすくめた。

「で？　そちらの要求をまず聞こうか？」

「大人おとなしく降こう伏ふくしてもらおう」

　ギベルワルドは単たん刀とう直ちよく入にゆうだった。

「そうすれば、我々はここを通ってカデロンの首都を攻せめ落とせる。こちらとしても首都攻こう略りやくまで無む駄だな戦いは避さけたい。要求を吞のめ」

「嫌いやだと言ったら？」

「森は死体で埋うまる」

「そいつは恐こわいな」

　シャインデルは大おお袈げ裟さに目を丸くした。

「それじゃ、こっちの要求も聞くだけ聞いてくれるかな？」

「よかろう」

「では、このまま全員、回れ右して引き返せ。ここは通さん」

　将軍の顔が強こわばった。

「愚おろか者め。それは挑ちよう戦せんと取って良いのだろうな？」

「ああ。これが、挑戦状だ！」

　シャインデルは右手を高く上げた。

　すると……。

　ビュンッ！

　森の中から一本の矢が弧こを描えがいて飛んできて、ギベルワルドの兜かぶとをかすめて馬の足元の地面に突つき刺ささる。

　これが、ノイストリエンの戦いの口くち火びを切った。







　第四章　勝利？







「これが挑ちよう戦せん状じようだ！」

　一本の矢がギベルワルド将しよう軍ぐんの兜かぶとをかすめ、地面に突つき刺ささった。

「むっ！」

「俺おれは正せい規きの軍人じゃないんでね、奇き襲しゆうといかせてもらうぜ！」

　シャインデルは鉄てつ杖じようを抜ぬいた。紅ぐ蓮れんの炎ほのおがその先せん端たんを包み込む。

「射うてっ！」

　木の枝の上からその炎を見たカミロが、仲間に命令した。

　ヒュン、ヒュン、ヒュンッ！

　一いつ斉せいに矢が空に向かって放はなたれる。

　同時に、シャインデルは将軍の脇わきを擦すり抜け、その後ろに控ひかえていた軍団の真まっ只ただ中なかに飛び込んでいた。

「貴き様さまっ！　わしから逃にげるか！」

　振ふり返って叫さけぶギベルワルド。

「済すまないな！　あんたとやり合っていると時間がかかりそうなんでね！」

　シャインデルはニヤリと笑えみを返すと、まずは長ちよう弓きゆう隊たいに襲おそいかかった。

　ここを叩たたいておけば、この位置からの森への反はん撃げきはないという判はん断だんだ。

　炎の鉄てつ杖じようは弓ゆみを砕くだき、矢を打ち落とし、弓兵の肩かたや腕うでを砕くだいていく。

「卑ひ怯きよう者ものめ！」

　シャインデルの背に向かって、ギベルワルドは声を張はり上げる。

「百人ちょいの素人しろうとを相手に、一万人も連れてくる方が卑怯に見えるがね！」

　と、シャインデル。

　これには将軍も返す言葉がない。

　シャインデルの突とつ入にゆうで、一万の軍ぐん勢ぜいは混乱していた。

　そこに、空から矢が雨のように降ふり注そそぐ。あっという間に百人以上の兵が、朝日の草原に倒たおれた。

「重じゆう装そう歩ほ兵へい！　奴やつを囲かこめ！　残りの者は前進せよ！」

　ギベルワルドは命じた。




　その時、森の左さ翼よくでは……。

「あいつの思おも惑わく通りといったところね」

　ザモーラ兵が次々と矢に倒れてゆくのを見ながら、アマラはつぶやいた。

　短弓は威い力りよくが弱く、射しや程ていが短い分、早く射うつことができる。長弓を一本射つ間に、三本は放つことが可か能のうだ。その上、高所から射ち下ろすことで、弱点の威力や射程を補おぎなってもいる。

　これでは無む敵てきのザモーラ軍も、かなり接近しないことには単なる標的に過すぎない。

「カルミナ、みんなには軽装歩兵と長弓兵を狙ねらわせて！　盾たてを持った重装歩兵と騎き兵へいは、十分に引き付けてから片づけるのよ！」




　また、森の右翼では。

「おら、休むな！　射ち続けろ！」

　ギルが木の上の射しや手しゆに命じていた。

「でも、ギルさん」

　レベカが、両手で一いつ生しよう懸けん命めい弦つるを引きながら尋たずねる。

「あそこにはシャインデルさんがいるのよ。矢を降らせて構かまわないの？」

「あ～、構わない、構わない、本人がいいって言ってんだからな」

　レベカに対しては、ギルの罵ば声せいも途と端たんに優やさしくなる。

「あいつのことだ、矢の二、三本刺さったって死にはしねえさ！」




　そして、指し揮き官かん不在の中央の隊では……。

「いい、シャインデルに当てたら承しよう知ちしないわよ！」

　アリシアが、隣となりの木のカミロに向かって怒ど鳴なる。

「分かってるって！」

　二本の矢を同時に番つがえて放ちながら、カミロは返す。

「おっ、連中そろそろ前進し始めたぜ！　みんな、手持ちの矢は全部使い切っちまえよ！」




　一方、ギベルワルドの号令でシャインデルを取り囲かこんだ重装歩兵は、方形盾スクトウムで身体からだを守りながら投げ槍やりで元百人隊長に攻こう撃げきをかけていた。

　これに対し、シャインデルは飛んでくる槍を片かたっ端ぱしから払はらい落とすと、正面の重装歩兵に馬ごとぶつかっていった。

　弾はじき飛ばされて倒れる重装歩兵。その胸きよう甲こうに炎の鉄杖が、ガッと打ち込まれる。盾と鎧よろい兜かぶとで防ぼう御ぎよを固めた重装歩兵も、これでは堪たまらない。

　包ほう囲いをいとも簡かん単たんに破やぶったシャインデルは、目にも留とまらぬ杖さばきで、混乱する重装歩兵たちの盾を弾き、兜を打ち割ってゆく。

「……そろそろか」

　二十数名の重装歩兵を戦せん闘とう不ふ能のうにした金きん髪ぱつの戦士は、頃ころ合あいを見み計はからって後退を始めた。

　馬を反転させ、その鼻先を森に向けたシャインデルの背中を、軽装歩兵の放つ矢がヒュン、ヒュンとかすめる。元百人隊長は小こ刻きざみに馬の進行方向を変えながら、槍兵、騎兵の隊列を突っ切って草原を駆かけ抜けた。




「戦せん況きようは！」

　森に戻もどったシャインデルは、樹じゆ上じようのアリシアに尋たずねた。

「上じよう々じようよ！　十分の一は倒したかしら！」

「俺おれ一人で二十人は動けなくしてやったぜ！」

　とは、興こう奮ふん気ぎ味みのカミロ。

「よし、もう少し引きつけるぞ！」
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　疲つかれ知らずの元百人隊長は、自みずから弓を手に取った。




「ちっ！　重装歩兵を前面に押し立てろ！　第二列は軽装歩兵！　騎馬隊、第三列！」

　シャインデルを逃がした将軍は、ギリギリと奥おく歯ばを嚙かみ締しめながら次の命令を出した。

　隊列変へん更こうの間も、味み方かたの兵は弓の雨に倒されていくが、それを防ふせぐ手て立だてはない。

　長弓兵はその力を発はつ揮きすることなく、ほぼ壊かい滅めつ。首都攻こう略りやくに温おん存ぞんしておくつもりだった騎兵と重装歩兵、それに槍兵も注つぎ込こまねばならなくなった。

　方形盾を構えながら矢を防いで前進する重装歩兵の頭上を、敵の矢は飛び越こえ、その後方にいる軽装歩兵や騎馬を射ち倒してゆく。

　それでも、しばらくして重装歩兵の後について前進を続けていた軽装歩兵がようやく森を短弓の射程内に捉とらえた。

　だが……。

「くそ、敵てきの姿すがたが見えない！」

　軽装歩兵を指揮する副官は、歯は嚙がみした。

　短弓を引き絞しぼり射しや撃げきの姿し勢せいに入っても、相手の姿を視し認しんできないのだ。

　おそらく樹上の高い位置から攻撃をしかけているのだろうが、木この葉はの陰かげになり、こちらからはその様よう子すがまったく分からない。大だい体たいの当たりをつけて矢を放つが、木々の枝や葉が邪じや魔まになり、なかなか命中するものではなかった。




「ここは堪こらえどころ、ですかな？」

　いつの間にか将軍の横にきていたバルザシアスが、この光景を見ながら肩をすくめて声をかける。

「待て。もうすぐ重装歩兵が森に取りつく」

　将軍は呻うめいた。

　最前列の重装歩兵が森の端はしに達するまで、ザモーラ軍は一方的に兵力を削けずられている。

　すでに、およそ五分の一以上が戦闘続行不可能に陥おちいっていた。

　ギベルワルドは、この時点で首都攻略を捨すてた。

　これも、彼自身が敵を甘あまく見た結果。

　シャインデルに気を取られるあまり、重装歩兵の進軍を遅おくらせて陣じん形けいを崩くずしたことも、彼の落ち度である。もっともあの時、シャインデルを無む視ししていれば、一いつ層そう被ひ害がいが大きくなっていた可能性も高いのだが……。

　いずれにせよ、せめて森を確保しなければ、太たい主しゆの前には二度と出られないだろう。

　将軍は総力戦の覚かく悟ごを決めた。

　そして……。

　前方で、重装歩兵部隊の旗き手しゆが持つ、深しん紅くの旗はたが上がった。とうとう重装歩兵と軽装歩兵、槍兵、そして生き残りの騎馬隊が、森まであと数十歩のところまで迫せまったのだ。




「よし！　もういいぞ、撤てつ退たい！」

　シャインデルは命じ、口くち笛ぶえを一回、長く吹ふいた。

　これに応こたえる短い口笛が、左右から一回ずつ。

　ギルとアマラの隊も、撤退を開始したという合あい図ずだ。

　アリシアやカミロたちは木から滑すべり下りると、その根元のところに用意した別の弓と矢や筒づつを拾ひろい上げ、森の奥に向かって走る。

「いたぞ！」

　逃とう走そうし始める森の民たみの姿を目にしたザモーラ兵たちは勢いきおいづいた。

「敵は逃げ始めたぞ、追え！」

「遅おくれを取るな、突とつ撃げきっ！」

　副官たちの命令が飛ぶ。百戦錬れん磨まの進攻軍兵士たちは、撤退を続ける森の民に肉にく薄はくする。

「死ね！」

　一人の重装歩兵が、将軍の命令も忘れて、右翼の殿しんがりを走るギルの背に剣を振ふり下ろした。

　しかし……。

「うわっ！」

　重装歩兵は突とつ然ぜん、何かに足を取られて転てん倒とうした。

　その転ころんだ歩兵につまずいて、すぐ後につけていたもう一人の兵士も、最初の歩兵に折り重なるようにして転ぶ。

「……何だと!?」

　最初につまずいた歩兵は、自分の足に絡からまった単純な罠わなを見て愕がく然ぜんとした。

　木と木の間に張はられた一本の縄なわ。

　これが実は、イスマルとロケの秘ひ密みつ任にん務むの中身だった。二人の少年は森のあちこちに、こうやって草に隠かくれるくらいに低く、縄を張はって回ったのだ。

　複ふく雑ざつに張り巡めぐらされた罠に引っ掛かからずに、川へと至いたる道はわずかに三つ。

　この三つの撤退経けい路ろを足で覚おぼえさせるために、昨日きのうシャインデルたちは森の民を何度も走らせたのである。

「……悪く思うなよ」

　ギルは足を止めると、慎しん重ちように弓を引き絞しぼり、二人にとどめを刺さした。

「俺おれはシャインデルとは違う。敵に情なさけをかけるほど甘くはないんでね」

　これだけ近ければ、短弓の矢でも重武装を貫つらぬき通すには十分だった。




「うおっ！」

「どうした！」

　兵士たちは事情を理解できないまま、縄に絡まって倒れ、射いかけられた。

　至近距離では、短弓の威力は絶ぜつ対たいだった。

　その結果、多くの者が撤退を余よ儀ぎなくされるか、命を落とすことになった。

　特に、速度を上げて突撃をかけた騎馬隊の運命は悲ひ惨さんだった。

　血けつ気き盛さかんな彼らは、ほぼ全員が一瞬のうちに馬を失い、落馬してそのまま動けなくなったところを短弓の餌え食じきとなったのだ。

「こ、これが戦闘の素人しろうとの集まりだと！」

「……奴やつらは人間じゃない、この森に住すむ亡ぼう霊れいだ！　俺たちを憑とり殺す気なんだ！」

　兵士たちは、この戦いに参加したことを後こう悔かいし始めていた。

　さらに、このザモーラ兵の混乱に輪わをかけたのが、シャインデルが見えない位置から飛ばす偽にせの命令だった。

「騎兵の生き残りは真っすぐ走れ！」

「槍そう兵へいはここに集まれ！」

「敵は目の前だ！　左から回り込め！」

　元百人隊長は、アゼラ時代を思わせる厳きびしい口く調ちようで怒ど鳴なった。

　人間、恐きよう慌こうをきたしている時には、自信に満ちた命令にはやすやすと身を委ゆだねるものだ。

　指し揮き官かんからはぐれた兵士たちは、いとも簡かん単たんにシャインデルの命令に従したがい、カミロたちの弓の前に誘さそい出されては仕し留とめられていった。




　シャインデルたちは、つかず離れずの距離を保たもつように逃げ足を加か減げんしながら、ジリジリと撤退を続ける。

　森に突入した進攻軍のうち、半数以上はすでに倒れるか、臆おく病びよう風かぜに吹ふかれて潰かい走そうしつつあった。

　もっとも、さすがはエレネイでも屈くつ指しの精せい鋭えい揃ぞろいのザモーラ軍。仲間が次々と脱だつ落らくする中、なおも追つい撃げきを続ける勇ゆう敢かんな兵士たちも少なくはない。

　だが、勇ゆう壮そうな彼らも、撤退する森の民が次し第だいに三方に分かれ、自分たちを包囲する位置に回り込みつつあるとは気づきもしなかった。




「ここは？」

　重装歩兵を指揮していた副官は、突然、自分たちが開けた川原かわらに出たことに戸と惑まどった。

　今まですぐ目の前を走っていた森の民たちの姿が、まるで朝日を浴あびた亡霊が消え去るかのように消えてしまったのだ。

「……こんな馬鹿な」

　彼の目に映うつっているのは、涸かれかけた川と、広い川原。

　耳に入ってくるのは、せせらぎと鳥の鳴き声だけだ。

　だが、部下の兵士たちは、暗い森の中から太陽のもとに出たことで、明らかにほっとした表情を見せている。

「迂う闊かつに連中を深追いするな！　周しゆう囲いに注意を配くばれ！　いったんここで態勢を立て直す！」

　副官は、緊きん張ちようの緩ゆるみかけた周囲の部下に命じた。

　確かく認にんを取ると、ここまでたどり着いたのは、騎兵がほんの数騎、軽装歩兵約四百、重装歩兵約二百、槍兵も数えるほどだ。

「こんなことが……」

　副官は部下たちを見て信じられなかった。士し気き高く、戦いくさ慣なれしているはずのザモーラの勇ゆう士したちが、みな疲れ果て、まるで敗はい残ざん兵へいのようだったのだ。

「一体どこにいったんだ、奴やつらは？」

　つぶやく副官。

　川原は静まり返っていた。戦場とは思えぬ静けさである。

　兵士たちも、今は薄うす気き味み悪そうにあたりを見み渡わたしている。

　その時。

「ここまでだ」

　シャインデルが川の対岸の木々の間から姿を現わした。

「悪いことは言わない。今なら間に合う、引き返せ」

「ふざけるな！」

　副官は拒こばんだ。

「死んでも貴様らの命令など聞くものか！」

「他ほかの連中もそうか？」

　シャインデルは一般の兵士たちを見渡した。

　だが、いまさら撤退しようとする者はいない。兵士たちは武器を構かまえ、シャインデルの方に向かって前進を始めた。

「……残念だよ」

　シャインデルは頭を振ると、身を翻ひるがえして森の奥に消えた。

　次の瞬しゆん間かん。

　川原を埋うめ尽つくす兵士たちに向かって、膨ぼう大だいな量の水が濁だく流りゆうとなって襲おそいかかった。
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　傷ついた兵士たちが肩かたを貸かし合いながら森から出てくるのを見て、バルザシアスはギベルワルド将軍に言った。

「勇ゆう気きある決けつ断だんが必要な時ですな」

「……決断だと？」

　将軍は茫ぼう然ぜん自じ失しつの状じよう態たいだった。

　無む理りもない。

　森から次々と兵士の死体が運びだされるのを見て、彼が全軍に撤てつ退たいを命じたのは昼過すぎのこと。だが、日が暮くれかけた頃ころになっても、戻もどってきたのは、重傷者を含ふくめ、全軍の約半数にしかならない。

　完かん敗ぱいだった。

「……これを」

　腕うでを吊つった一人の兵士が、ギベルワルドたちの前に現われて、一通の書状を渡した。

　シャインデルからの休戦勧かん告こくだった。

　死者を弔とむらうために、非ひ武ぶ装そうの兵士の森への立ち入りを許ゆるす、という内容のもの。

　向こうの要求は一いつ切さいない。

「その手当ては誰だれが？」

　バルザシアスが兵士に尋たずねた。

「も、森の民たみの娘むすめが……」

　兵士は口くち籠ごもった。

「……そうか」

　ギベルワルドはうなずいた。

「では、もう一度森に戻って向こうの指し揮き官かんに伝えてきてくれ、忝かたじけない、とな」

「はっ！」

　兵士は将軍の前を辞じした。

　ギベルワルドは、相そう談だん役やくの魔ま道どう士しを振り返る。

「先ほど、決断と言ったな？」

「いったん兵を退ひき、増ぞう援えんを求めるのです。現在の兵力では再度攻こう撃げきを仕し掛かけても、被ひ害がいを大きくするだけです」

「だが、陛へい下かはお許ゆるしにはならないだろう」

「それでは、ここで御ご自じ害がいなされますかな？　そして、素人しろうとに負けた無む能のうな将軍として、ザモーラの歴史に悪名を残しますか？」

　バルザシアスは挑ちよう戦せん的てきな笑みを見せる。

「今回の敗はい北ぼくの一いち因いんは、太たい主しゆ陛下の見み込こみの甘あまさにもあります。将軍にも、強いことは言われますまい」

「……増援か」

「陛下への増援要よう請せいの書状は、私がしたためましょう。まずは負傷者を収しゆう容ようできる街まちまで撤退を」

「うむ」

　ギベルワルドは初めてバルザシアスに感かん謝しやした。
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「随ずい分ぶんと犠ぎ牲せい者しやが出たわね」

　夜が来て、集落の広場の焚たき火びの前に座すわったアマラはつぶやいた。さすがにくたびれ果はてた顔で炎ほのおを囲かこんでいるのは、彼女の他ほかに、ギルとカミロ、トッグ、そしてビゲリスである。

「おいおい、こっちは怪け我が人にんが八人、死人はなしだぜ」

　ギルが、自分で腕うでの手当てをしながら聞きとがめる。

　怪我人の一人は彼だった。逃にげ遅おくれたレベカを抱だき抱かかえて走っている時に、重じゆう装そう歩兵の投げ槍やりが腕に突つき刺ささったのだ。

「私が言っているのはザモーラの兵士のことよ」

　と、アマラ。

　休戦承しよう諾だくの後、今だにザモーラ側がわの遺い体たいと重傷者の運うん搬ぱんは続いている。

　死体を運び出す者たちもみな、傷つき、疲つかれ果てていた。

「あの人たちだって、森の民と一いつ緒しよで、家族や恋こい人びとだっていたはずなのに……」

「こうする他、なかったんだよ」

　ギルは頭を振ふる。

「連中、こっちの話に耳を貸す情じよう況きようじゃなかったからな」

「けど、やっぱり最高だよ、シャインデルは！」

　興こう奮ふん醒さめやらぬといった様よう子すなのは、カミロだった。

「あそこで堰せきを壊こわすなんてさ！　向こうの連中、誰だれ一ひと人りとして気がつかなかったぜ！」




　あの時……。

　ザモーラの進しん攻こう軍ぐんの中ちゆう核かくが川原かわらに集結したのを確かく認にんしたシャインデルは、トッグを滝たきに向かって走らせた。

　そして、堰を支ささえていた大岩をトッグの怪かい力りきで倒たおさせ、荒あれ狂くるう水流をザモーラ兵にぶつけたのだ。

　あの場にいたザモーラ兵は、副官も含ふくめてほとんどが流され、溺おぼれ死んだ。

　生き残った者たちも、敗はい走そうするのがやっとであった。




「まあ、トッグの奴やつが自分も流されかけたってのはご愛あい敬きようだけどさ」

「へへ」

　トッグは頭を搔かいた。

「でも、よくやったな、お前。……認みとめるよ、それは」

　カミロはそっぽを向きながら言った。

「まあ、こっちは死人なし、向こうは死人の山。逆になるよりマシってことさ」

　ギルは手当ての終わった腕を回しながら、立ち上がった。

　その時。

「……でも、アマラの言うことも分かるわ」

　カルミナが、シャインデルをともなって広場に現われた。二人は、重傷で動かせないザモーラ兵の処しよ置ちについて話し合うため、ギベルワルドのところへ行っていたのだ。

「何だか、今日一日で自分が汚よごれたような気がするの。血の匂においが染しみついて……」

　カルミナは弟の横に腰こしを下ろした。

「気にするな、とは言わない」

　シャインデルは彼女の肩に手を置く。

「お前たちは俺と違ちがって、人殺しが商売じゃないんだからな。死に慣なれて、殺すことに無感覚になってはいけない」

「じゃあ、この気持ちを何にぶつければいいの!?　わたしたち、人殺しになったのよ！」

　カルミナは涙なみだに濡ぬれた顔で、金きん髪ぱつの戦士を見上げた。

　気き丈じようだった彼女が、初めて見せる表情である。

　森を守り切ったことで、今まで張はり詰つめていた緊きん張ちようの糸が切れたのだ。

「もう昔には戻もどれないんだわ……！」

　アマラがそんなカルミナをそっと抱き締しめる。

「……少し、休むといいわ」

　銀ぎん髪ぱつの女はしゃくり上げる娘むすめを立たせると、付き添そって家に向かった。

　そして、二人が闇やみの中に消えたところに……。

　ヒュウッ！

　焚火の炎を揺ゆらす風とともに、一羽の白はく鳥ちようが舞まい下りてきた。

　休戦後すぐ、勝利の報告を伝えに首都に向かったアリシアが帰ってきたのだ。

　フワリと着地した白鳥は少女の姿に戻ると、胸を抱えてしゃがみ込んだ。

「ち、ちょっと！　誰だれか服を持ってきてよ！」

「今さら恥はずかしがるかよ」

　と、呆あきれ顔のカミロ。

　幼おさない時から彼女の変身を見てきているので、別に何とも思わないのだ。

「シャインデルの前じゃ嫌いやなの！」

　少女はにらんだ。

　ビゲリスが服を取ってくると、アリシアはそれをいそいそと着込んでからシャインデルの腕うでにしがみついた。

「シャインデル！」

　キラキラと光る瞳ひとみで、彼女は元百人隊長を見上げる。

「私、陛へい下かから直接、御お言こと葉ばを頂いただいたわ！　それに、祝しゆく勝しよう会かいを開いてくれるんですって！　私とあなた、それからギルとアマラ、あと、カルミナとその出来の悪い弟にも、参加して欲ほしいって！」

「……そ～いう言い方はしなかったろうがよ」

　今度はカミロがにらむ。

「けっ！　実じつ際さいに戦わなかった連中がお祭まつりだとさ！」

　ギルは嘲ちよう笑しようし、足元の石を焚火に蹴けり込んだ。

　火花があたりにパッと飛び散る。

「俺も今、ここを離はなれるのはなあ……」

　と、シャインデルも気乗り薄うすだ。

「でも」

　アリシアは膨ふくれっ面つらになる。

「祝勝会が開かれれば、カデロン国民全体の士し気きも高まるんじゃない？　そうすれば、増ぞう援えんを送ってくれるかも知れないし」

　少女の言うことも正せい論ろんだが、本音は華はなやかな祝勝会に参加したいだけだろう。

「ね、一いつ緒しよに出ようよ」

「そうだな……」

　シャインデルの返事はあやふやだった。

「なあ、ここは俺たちに任まかせてくれないか？」

　そう言ったのはビゲリスだった。

「あんたらがいなくても、俺たち森の民だけで持ち堪こたえてみせるさ」

「そうそう！　大だい丈じよう夫ぶよ、首都からここまでほんの半日じゃない。何かあったら、すぐに戻もどればいいんだから」

　アリシアが腕を引っ張ぱる。

「ああ、分かった、分かった」

　シャインデルはようやく折れた。まるで子供におねだりされる父親だ。

「やった！」

　アリシアは飛び上がって喜ぶ。

「……ビゲリス」

　シャインデルは瘦やせぎすの大男を見た。

「いいか、次に敵が現われたら……」

「今日と同じ要よう領りようで戦えばいいんだろう？」

「違う。手出しをするな。何もせずにみんなを連れて森から逃げるんだ」

「はあ？」

　怪け訝げんな表情のビゲリス。

「森は後で取り戻せる。だが、命はそうはいかない」

「……分かった」

　やや不満げな顔だったものの、ビゲリスはうなずいた。
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　その頃ころ、カデロン太たい主しゆの居きよ城じようにて……。

「父上、まいりました。ザモーラの特使です」

　寝しん室しつに向かうため玉ぎよく座ざを立ち上がりかけた太主の耳に、クローディオがささやいた。

「早いな。となると、この敗北は計算済ずみという訳わけか」

　ヨルダネスはつぶやき、座すわり直した。

「……通すがよい」

　衛えい兵へいによって扉とびらが開かれると、絹きぬの外がい套とうをなびかせて一人の男が颯さつ爽そうとした足取りで入ってきた。自信に満みちた赤しやく銅どう色いろの瞳ひとみに灰はい色いろの髪かみ、酷こく薄はくそうな顔立ちの若者だ。

「ザモーラ太主より御ご挨あい拶さつを」

　男は片かた膝ひざを突つき、丁てい寧ねいに頭を下げる。

「前の特使とは違ちがうな」

　包ほう帯たいの奥おくの目を細めるヨルダネス。

「この前の特使とは、ウィミナリスの山中ですれ違いました」

　新しい特使は、頭を下げたまま言った。

「そちはいつ本国を発たった？」

「ギベルワルド将軍の出しゆつ立たつに、十日ほど先さきんじて」

「……ふむ。顔を上げよ」

「はっ」

　特使は、ヨルダネスの崩くずれかけた顔を真っすぐに見つめた。

　この大だい胆たんさに、太主は彼に興きよう味みを覚おぼえる。

「その方、名は？」

「ザモーラの外交顧こ問もんを務つとめる、アルムミと申もうします」

　特使は名な乗のった。

　ヨルダネスとクローディオは顔を見合わせた。
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　翌よく日じつ、シャインデルたちが到とう着ちやくすると、首都は熱ねつ狂きようの嵐あらしに包まれていた。

　勝しよう利りの噂うわさは思っていたよりもずっと早く、巷ちまたに流れたようだ。

「おい、ここで森の民だと名な乗のってみな」

　通りを馬で進みながら、ギルがカミロをからかう。

「女の子たちに揉もみくちゃにされるぜ」

「ほ、本当かな？」

「止よしなさい、カミロ」

　冷ひややかな目でカルミナがたしなめる。

「そいつの言う通りにすると、馬鹿が伝う染つるわよ」

　昨夜以来、表情が暗いが、言うことは相変わらず辛しん辣らつだった。




「よくやってくれた、シャインデル、そして森の民たちよ」

　太主の城に招まねかれた六人は謁えつ見けんの間まに通されると、貴族や衛えい兵へいたちが見守る中で、クローディオからやや形式張ばったねぎらいの言葉を受けた。

「大したことはできぬが、ささやかな祝しゆく勝しよう会かいの準備をした。楽しんでくれ」

「御お言こと葉ばですが、殿でん下か」

　カルミナが頭かぶりを振ふる。

「昨日の勝利は、ここにいる三人と森の民全員で得たものです。こうして一部の者だけが楽しむことは心苦しく……」

「安心してくれ」

　クローディオは優やさしく微ほほ笑えんだ。

「他の者たちもそのうち招くよ。こんな堅かた苦くるしくない席にね」

「……なあ、殿下もそう言ってんだからいいじゃねえか」

　ギルが肘ひじで小こ突づく。森ではあれほど文もん句くを並ならべていた彼も、周しゆう囲いに並ぶ貴き婦ふ人じんを見て、コロリと気が変わったようだ。

「そ、そうね」

　カルミナはようやく納なつ得とくした。

「今夜だけですものね」
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　クローディオはささやかな、と言ったが、その夜の実際の祝勝会は盛せい大だいなものだった。

　大広間の中央を開け、そこをコの字型に囲かこむように配はい置ちされた長いテーブル。

　シャインデルたちの他に貴族や街まちの有力者、百人近くが席に着いている。

　テーブルの上には文化都市らしく、凝こった調理法を施ほどこした山さん海かいの珍ちん味みが並ぶ。

　雪を詰つめた箱に入れられて海から早はや馬うまで運ばれた生なま牡が蠣きや、八やつ目め鰻うなぎのゼリー寄よせ、鴨かものロースト、鹿しか肉にくの燻くん製せいに、鱈たらのクリーム煮に、小こ兎うさぎのシチュー、それに様さま々ざまな南方の果くだ物もの。

　森育ちの連中はもちろん、シャインデルも見たことのないものばかり。

　その全部を書き記しるしたら、本が一冊出来そうだ。

　酒も、決して安くはない逸いつ品ぴんが惜おし気げもなく封ふうを切られ、杯さかずきに注つがれた。

　そして、食事の背はい景けいでは一流の楽がく士したちが音楽を奏かなでる。

　興きようが乗れば、席を立って中央に出、その曲に合わせて踊おどっても良いのだ。

「さっきから気になる子が何人かいてね」

　ギルはすぐに貴族の娘むすめたちに声をかけると、踊りに誘さそった。

　アリシアは逆に、さっきから貴族の男たちから引っ張ぱりだこである。

　シャインデルも立ち上がると、カルミナに声をかけた。

「えっ、私？」

　戸と惑まどうカルミナ。

「いいから」

　シャインデルは半なかば強ごう引いんに彼女を立たせた。

　そして、ごく自然に彼女の腰こしを引き寄せながら、踊りの輪わの中に入ってゆく。

　周しゆう囲いの貴族たちの間から、ほうっとため息が漏もれた。

「……結けつ構こう、上じよう手ずなんだ」

　元百人隊長の足あし捌さばきが、先ほどからピタリと曲に合っていることにカルミナは驚おどろいた。

「義理の母が舞ぶ踏とう好きでね」

　シャインデルはささやいた。

「ほとんど達たつ人じんとも言っていい技術を持っていた。親おや父じが死んでからは、よく練習の相手をさせられた」
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「私、こういうこと下へ手たで……」

「男に任まかせればいい」

「……はい」

　カルミナは少しぎこちなく、身体からだを預あずける。

「そう、それでいい」

　シャインデルは踊りながら、次し第だいにクローディオの席の方に近づいていった。

「……だいぶ上達した」

　シャインデルはカルミナを安心させるように片目をつむってみせると、曲の変わり目を見み計はからって彼女の手をすっと優ゆう雅がな動どう作さでクローディオに渡した。

「代わってくれ、少し疲つかれた」

　彼は太たい子しに言った。

「喜んで」

　クローディオは手を取ったまま立ち上がった。

「シャインデル！」

　カルミナは真まっ赤かになる。

「少し、自分の気持ちを素す直なおに表わした方がいい」

　シャインデルは微笑ほほえんだ。




　真夜中を大だい分ぶん過すぎた頃ころ……。

　ようやくシャインデルたちは解放されて、寝しん室しつを割り当てられた。

「ふああ、お休みなさい」

「さあ、寝ねるぞお」

　それぞれが自分の寝室へ入っていった。

　もっとも、ギルは貴族の女の子の誰だれかと約やく束そくしたらしく、別行動を取っている。

　そして、シャインデルが寝室の扉とびらを開けようとした時。

「…………？」

　彼の腕うでを取る者がいた。

　振ふり返ると、アマラである。左の腕に陶とう製せいの葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんと、二つの杯を抱かかえている。

「……飲み直さない？」

「喜んで」

　シャインデルは銀ぎん髪ぱつの女を部へ屋やに招まねき入れた。

　燭しよく台だい一つの薄うす暗ぐらい部屋に入ると、アマラは瓶と杯を寝台の上に投げ出し、シャインデルの首に手を巻いた。

「飲み直すんじゃなかったのか？」

　からかうように眉まゆを上げるシャインデル。

「夜が明けてからね」

　アマラは彼の唇くちびるを貪むさぼった。

　長く、そして激はげしく……。

　彼女の腰に手を回したシャインデルは何か硬かたい物が当たるのに気がついた。

　ベルトに下げた皮かわ袋ぶくろである。

「それ、何だ？」

「……ああ、これ」

　唇をいったん離はなすと、アマラは微笑んで袋を開いて見せた。

　中身は例の水すい晶しよう球きゆうだ。

「よほど大だい事じなものなのだな」

「大事、ね」

　複ふく雑ざつな表情が彼女の顔に浮うかぶ。

「巫み女こにとっては命ですものね」

「巫女？」

「そう、私は〝一の神〟に仕つかえる巫女。そう、両親は言っていたわ」

　アマラはベルトごと皮袋を外はずし、上じよう衣いを脱ぬぎながら告げた。

「選ばれたんですって。子供の時、古い遺い跡せきでこれを見つけたの。奇き麗れいだったから持って帰って両親に見せたら、お前は〝一の神〟に選ばれた巫女だって。私の生まれた村にそういう言い伝えがあったのね。次の日には村の長老がきて、祝しゆく福ふくを与あたえてくれたわ。それからはまるでお姫ひめさま扱あつかい」

　すべてを脱ぎ去ると、彼女はシャインデルの上衣を剝はぎ取り始める。

「それからしばらくして、水晶球は私に語りかけるように、いえ、言葉じゃないわね、とにかく、自分の意志を伝えるようになったの」

「〝一の神〟の意志？」

　口づけを浴あびながら、シャインデルは尋たずねた。

「そう。その意志で私の頭は溢あふれそうになったわ。意志は何かを命じることもあったし、何かを告げてくれることもあった。村の大人おとなが、私にその意志を聞きに来るのよ。自分が偉えらくなったみたいな気持ちだったわね。あの日までは……」

「あの日？」

　シャインデルはふと、自分の胸に頭を預あずけるアマラを見下ろした。

　蠟ろう燭そくの炎ほのおを映うつす碧みどりの瞳ひとみが、涙なみだで揺ゆれていた。

「その日ね、水晶球は教えてくれたの、村の人たちがみんなで自分を殺そうとするって。私は……」

　アマラはいったん言葉を切った。

「私は逃にげたわ。恐こわかったから。父も母も、妹もみんなが私を殺そうとすることが分かっていたから。村を出て、少し離れた場所から村の様よう子すを観かん察さつしていたの」

「その予知は当たったのか？」

「私が逃げ出した日、一人の男が村にやってきた。一いつ見けん普ふ通つうの人間だったけど、男はモズマという化け物。血けつ肉にくを喰くらって、犠ぎ牲せい者しやを屍グ食ー鬼ルに変えるの。もし私が村に残っていたら、モズマか村人が変身した屍食鬼に襲おそわれていたはず。でも、私が勇気を出して予知のことを村の誰だれかに話していたら、誰も死なずに済すんだかも知れない。父も、母も、妹もね。だから、私はこの水晶球を、卑ひ怯きような自分と同じくらいに憎にくんでいるのよ」

　シャインデルは、震ふるえるアマラの身体からだを軽く抱き締めた。

「お前のせいじゃないさ」

「……つまらない話をしちゃったわね」

　彼女は涙を指で拭ぬぐった。

「それから後は根なし草の放ほう浪ろう生活。あなたの興きよう味みを引くような話はないわ。今度はあなたのことを話してくれない？」

　アマラはゆっくりと、シャインデルを寝しん台だいに押おし倒たおした。

「俺おれの方は、大して面おも白しろい話はない」

　彼は女の白い背中を愛あい撫ぶする。

「故郷を出て一年、煩うるさくまとわりつく賞しよう金きん稼かせぎどもを追い払はらいながら、傭よう兵へい稼か業ぎようで生きてきた。それだけだな」

「じゃあ、こっちから質問するわね」

　アマラは悪戯いたずらっぽくささやく。

「今まで付き合った女性は何人？」

「そんなこと聞くなよ」

「駄だ目め」

「これでもアゼラじゃ堅かた物ぶつで通ってたんだ。家族の目もあるし、そうそう浮うき名なを流してはいられんさ」

「家族？」

「親おや父じが死んでからは、義理の母と妹の三人暮らしだ」

「お父さま、再さい婚こんなさったのね？」

　唇くちびるに軽く口づけ。

「ああ。俺と大して年の変わらない娘とな。おまけに、家にきた時にはもう妊にん娠しんしていた」

　今度はもっと情熱的に。

「奇き麗れいな人だった？」

「ああ、とっても美しい人だ」

「……どのくらい？」

　この時、アマラの口く調ちように危き険けんな兆ちよう候こうがあることにシャインデルは気づかなかった。

「たぶん、エレネイで一番だろう」

　彼はもっとも拙まずい答えを選せん択たくした。

「…………」

　バチンッ！

　いきなり、シャインデルの頰ほおに平ひら手て打うちが飛んだ。

「アマラ？」

　何が起きたのか分からないシャインデル。

「お休み！」

　アマラは水晶球を握にぎり、裸ら身しんにシーツを巻くと、そのまま部へ屋やを出ていった。

「どうしたんだ!?」

「この無む神しん経けい！」

　それでも怒いかりが収おさまらないのか、廊ろう下かに出た彼女は振ふり返って怒ど鳴なる。

「あなたみたいに鼻はな持もちならない男、初めて！　あなたには生なま身みの女じゃなくて、冷たい枕まくらがお似に合あいよ！」

　この騒さわぎに、何事かとカミロたちが起きてくる。

「夜明けの葡萄酒はど～ぞ、お一人で！」

　彼女はクルリと背を向けると、自分の部屋に入ってバタンと乱暴に扉とびらを閉めた。

「……何やってんだよ？」

　訳わけが分からないといった表情のカミロ。

「大人って不ふ潔けつ……」

　アリシアはシャインデルに軽けい蔑べつの眼まな差ざしを投げかける。

「あなたって本当、よく分からない人ね」

　カルミナもため息をついた。
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　翌よく日じつも、勝利を祝いわう行事が続いた。

　昨晩来、女性陣じんのシャインデルを見る目は冷たい。

　無む論ろん、アマラは不ふ機き嫌げん極きわまりない。

　それでも、彼らはクローディオとともに午前中は円形劇場、午後は闘とう技ぎ場じようの見学に足を運んだ。

　夜になると、また贅ぜい沢たくな祝しゆく宴えんである。

　そしてそれが終わると……。

「や、やばいって！」

「いいから、いいから、お前にも大人の世界ってヤツを教えてやるよ」

　女たちが集まってお喋しやべりをしている隙すきに、報ほう奨しよう金きんを手にしたギルがカミロを引っ張ぱって歓かん楽らく街がいへと繰くり出していった。

　一人取り残されたのはシャインデルだ。

「……戦っているより疲つかれるぜ」

　寝室の窓から街を見下ろして彼はつぶやいた。

　一日中、歓かん迎げいの連続でまったく休む暇ひまがない。クローディオの話だと、明日もこうした日につ程ていが組まれているそうだ。

　アリシアやカミロたちが、こうした歓かん待たいを楽しんでいるのはいい。カルミナも、クローディオとともに時間を過ごせて幸せな表情を見せている。

　だが、シャインデルの胸のうちには、何か引っ掛かかるものがあった。

　まず、太たい主しゆヨルダネスと宰さい相しようゲレオンがまったく姿を見せないこと。

　そして、シャインデルたちが移動する際さいには、常つねに監かん視しがついていることだ。

「いや、俺の考え過ぎだといいんだがな」

　彼は頭を振り、窓を閉めた。







　第五章　たった一人の戦争







　休戦から十日。

　森から約一日のところまで撤てつ退たいしていたギベルワルド将しよう軍ぐんは、太たい主しゆへの援えん軍ぐん要よう請せいの返事を急使から受け取っていた。

　ザモーラ太主からの書しよ簡かんに、恐おそれていた更こう迭てつの文字はなかった。

　引き続き軍を指し揮き、援軍の到とう着ちやくを待って、ノイストリエンの森と、その住人の引ひき渡わたしに当たれ。

　それが書簡の内容だった。

「攻こう撃げきではなく、引渡しだと？」

　将軍は愕がく然ぜんとした。

「おそらく……」

　魔ま道どう士しバルザシアスが推すい察さつする。

「カデロンとの間で、何らかの合意ができたのでしょう。休戦直後に話し合いが行なわれたとすれば、連山を迂う回かいする経けい路ろで早はや馬うまを飛ばし、使者が本国に戻もどるのに六日。そして急使がここに派は遣けんされるまで三日。まあ、一日ばかり余よ裕ゆうがありますな」

「わしに攻撃を命じておきながら、密みつ使しも送っていたというのか？」

「武力で圧力をかけながら、一方でしたたかな交こう渉しようを展開する。見み事ごとな外交手しゆ腕わんです」

　バルザシアスはうなずく。

「だが！　そのために三千近い死者と四千の負傷者を出したのだぞ！」

　将軍は地図を広げた机つくえをこぶしで叩たたいた。

「これが単なる示し威いだったと言うのか！」

「無む論ろん、勝っていればそれに越こしたことはなかったでしょうが」

　やや皮ひ肉にくのこもったバルザシアスの言葉。

「こちらが本気だということを示さなければ、カデロンも譲じよう歩ほはいたしますまい。一いち応おう、戦せん闘とうがカデロンの勝利で終わったことで、あちらの面めん子つも立ったことですし」

「やはり冷れい徹てつなお方だ、陛へい下かは……」

　ギベルワルドは太主からの書簡を蠟ろう燭そくの火にかざして焼いた。

「……相そう談だん役やく殿どの、副官を集めてはくれぬか？　説明をせねばならない」

「心しん中ちゆうお察さつしいたします」

　魔道士は一礼して天てん幕まくを出た。

　将軍の前では沈ちん痛つうな面おも持もちを崩くずさなかったバルザシアスだったが、天幕から距きよ離りを取ると、肩かたを震ふるわせてクククと笑い声を洩もらした。

「さて、ここまでは予想通りの展開だが、そうザモーラの意のままにはさせませんよ」

　彼はつぶやいた。

「教団の方針は、森は渡せ、だがその民たみは渡すな、です。ここは血の気の多い連中を利用することにしましょう」
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　翌日の午後。

　見み張はりからザモーラ軍出現の報しらせを受けたビゲリスは、森の北ほく端たんに走った。

「奴やつらの数は？」

　ビゲリスは木に登ると、見張りに尋たずねる。

「そう多くはない。いかにも寄よせ集めって感じの騎き馬ば兵が、せいぜい千だな」

　確かに、ここから見る範はん囲いでは、前の戦いの十分の一にも満たない戦力に見えた。

「どうする？　シャインデルさんの命令だと、逃にげることになっているだろう？」

「…………」

　ビゲリスは答えなかった。

「おい！」

「……やろう」

「えっ？」

「あの程てい度どの敵てきにむざむざ森を渡せるか！　戦うぞ！」

　彼は決けつ断だんした。




　一方、北の草原では、若い副官の一人とバルザシアスが話していた。

「今回は私も戦闘に加わりましょう。亡なくなった戦友たちの仇かたきを取らなくては」

「しかし、将軍の命令に逆さからうのは気が引けるな」

　魔道士に焚たきつけられた副官は、この期ごに及およんでためらいを見せた。

「いいですか、将軍は、太主陛へい下かの命令と部下への思いの間で、板いた挟ばさみになっておられる。我らが独どく断だんで森を平定し、その後に罰ばつを受ければ済すむこと。将軍に火ひの粉こが降ふりかかることはありますまい」

「……そうだな。多くの友が、あの森に巣す食くう悪あく魔またちによって殺された」

　副官はグッと槍やりを握にぎり締しめた。

「よし、かかろう！」

　騎馬隊は一いつ斉せいに、馬の腹に拍はく車しやを当てた。

「今度は、奴やつらの思い通りにはさせません」

　バルザシアスは芝しば居いがかった口く調ちようで言うと、〝呪じゆ波は〟を練ねった。

　一いつ瞬しゆん後ご、無数の火の玉が森に降ふり注そそいだ。
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　ちょうど同じ頃ころ……。

「やはりおかしい」

　芝居を観み終おわって城しろに戻もどる馬車の中、シャインデルはとうとうみんなの前で疑ぎ念ねんを口にした。

「俺おれたちはもう十日近く足止めを食っている。クローディオめ、俺たちを厚こう遇ぐうする振ふりをして森へ帰すまいとしているんだ」

「まさか？」

　ギルが頭かぶりを振る。

「どうしてそんな必要があるんだ？」

「それは分からん」

「考え過すぎよ」

　アマラもギルに同意する。

「この前のことは忘れて上げるから、冷静になりなさい」

「森は無ぶ事じよ。何かあったら誰だれかが報しらせにくるわ」

「俺もそう思うぜ。昨日きのうの酒が残ってんじゃないの？」

　アリシアとカミロも、まともに取り合おうとはしなかった。

　しかし……。

「私、森に帰るわ」

　カルミナが立ち上がって、動いている馬車の扉とびらに手をかけた。

「シャインデルの言うこと、私は信じる」

　みんながカルミナの方を見ると、少しためらってから彼女は語った。

「……殿でん下かが優やさしいの」

「それはご馳ち走そうさま」

　アマラが肩かたをすくめる。

「違ちがうのよ。以前の殿下は会う機会は少なくても、会えばさり気ない心こころ遣づかいを見せてくれたわ。今は私が一いつ緒しよにいてと言えば、ずっと一緒にいてくれる。だけど、言葉や仕し草ぐさは優しくても、それは表面だけ。心はそこにないのよ！」

「……よし。俺とカルミナは森に向かう。あとは残れ」

「そうもいかないだろ」

　と、カミロ。

「そうね。馬車を止めてもらいましょうよ」

　アリシアが御ぎよ者しやに声をかけた。

「ちょっと、止めてくれない？」

　だが、御者は答えず、逆に馬の速度を上げた。これで全員が金きん髪ぱつの戦士の言葉を信じた。

「飛び下りるぞ！」

　シャインデルは扉を蹴け破やぶった。

　彼に続いて、ギル、アマラ、カミロとカルミナ、最後にアリシアが往おう来らいに飛び下りた。

　だが、どこから現われたのか、通りに転ころがった彼らを兵士が取り囲かこむ。

　通りを賑にぎわしていた人々は、この突とつ然ぜんの騒そう動どうに悲ひ鳴めいを上げながら散ってゆく。

「城にお帰りください！」

　逃にげ惑まどう街の人間たちを押おし退のけながら、兵士の一人が大声で告げた。

「こちらも手て荒あらなことはしたくないんです！」

「鉄てつ杖じようを手て放ばなさなくて正解だったな！」

　シャインデルは背中の鉄杖を抜ぬき、兵士たちの間に飛び込んでいった。

　殺す必要はない。

　肩かたと足だけを狙ねらって、鉄杖を打ち込んでゆくシャインデル。

　包ほう囲いはあっという間に破やぶられる。

「カミロ！　馬だ！」

　シャインデルは叫さけんだ。

「えっ、馬？　馬っていったって……」

「これを借りるのよ！」

　アマラが近くに停とまっていた馬車から馬を外はずす。

「四頭あるわ！　カミロとカルミナ、アリシアとシャインデルは二人で乗って！」

「いいわよ！」

　シャインデルの背中にアリシアがしがみついた。

「こっちも！」

　弟を引き上げたカルミナが、裸ら馬ばの腹はらを蹴ける。

「俺おれもいいぜ！」

　ギルが最後に馬に乗った。

「おう、止まるなよ！」

　シャインデルたちは通りを突っ切ると、森へ向けてそのまま馬を駆かっていった。
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　彼らがノイストリエンの森に帰り着いたのは、西の空が真まっ赤かに染そまった頃ころだった。

「…………」

　集落を見たシャインデルたちは言葉を失った。

　焼け落ちた家々。

　弓ゆみを握にぎったままの男たちの亡なき骸がら。

　無む残ざんに斬きり殺された女たち。

　それにしがみついて泣き叫さけぶ子供たちの姿すがた。

「俺が悪かったんだ」

　立ちすくんでいたビゲリスが、シャインデルの顔を見ると膝ひざから崩くずれ落ちた。

「自分たちだけで勝てる気になって……。あんたの命令を聞かずに戦おうとした。俺が、俺が……！」

「……生き残りを集めるんだ」

　やっとのことでシャインデルは言った。




　アリシアは、岩に引っ掛かかって川に浮うかんだレベカを見つけた。

　その背には何本もの矢が突き立っていた。

　少女は親友を川から引き上げ、矢を引き抜くとその身体からだを抱き締しめて泣いた。




　ギルは半焼した家の中、両親の遺い体たいに挟はさまれて炎ほのおから守られていたロケを発見した。

「おい、怪け我がは？」

　ギルは少年に手を差し伸のべた。

　ロケ少年は震ふるえながら、水面に顔を出した魚のように口をパクパクさせた。

　だが、その口から声は出なかった。




　トッグは、滝たきの近くで横たわっていた。

　シャインデルが彼を抱き上げた時には、まだ辛かろうじて息があった。

「トッグ……」

　シャインデルは声をかけた。

「……あ」

　若者は目を開けた。

「何があったんだ？」

「火の弾たまが、空からたくさん降ってきたんだよ……。木に隠かくれて弓を構かまえてたみんなはその火に焼かれて……。集落も……それでやられた。それから、兵隊がやってきて……。俺おいら、頑がん張ばったけど」

「分かってる」

「……こんなんじゃ、百人隊長に……な、なれないよなあ」

　シャインデルは自分の手が、滴したたる血で濡ぬれるのを感じた。

「そんなことはない。お前はよく頑張った。……そう言えば、クローディオ殿でん下かがな、お前を今度、百人隊長にしてくれるとさ」

　彼はこの時、生まれて初めて噓うそをついた。

「本当か……い？　お……俺らが、あんたと同じ……百人隊長に？　嬉うれしいなあ……、嬉し……」
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　トッグは笑え顔がおのまま、瞼まぶたを閉じた。




　生き残った者の総数は、五十に満たなかった。

　双ふた子ごやロケのように、自分が助かっても身み寄よりをすべて失った者は多い。

「畜生！　どうしてなんだよ！」

　やり場のない怒いかりに、カミロは天を仰あおいで叫さけんだ。

　彼もまた、両親を失っていたのだ。

　シャインデルやアマラも、かけてやる言葉を知らない。

　カルミナがそっと、弟の肩かたを抱いてやる。

　その時。

「……クローディオにヨルダネス、ゲレオン。奴やつらが森の民を売ったんだ」

　ロケを抱だき抱かかえて戻もどってきたギルが告げた。

「…………！」

　一同は彼を振ふり返った。

「奴らは、ノイストリエンの森とその住人を引き渡す条約をザモーラと結んだ。見返りは、ザモーラの第二姫とクローディオの婚こん約やくだ」

「……噓よ！」

　カルミナが顔を覆おおい、走り去る。

「噓に決まってる！」

「姉キ！」

　カミロがその後を追った。

「……やはり、知っていたんだな」

　カルミナのことは弟に任まかせて、シャインデルは言った。

「お前は俺たちを監かん視しするために、クローディオの命令で近づいてきた密みつ偵ていだろう？」

「……その通りだ」

「こいつ！」

　アマラが短たん剣けんを抜ぬき、ギルに飛びかかった。

　シャインデルが間に入り、辛かろうじて彼女を止める。

「離はなして！　そいつはずっと私たちを騙だましてきたのよ！　許ゆるせない！」

「よせ！　そんなことは分かっていたんだ」

「分かっていた？」

　アマラは啞あ然ぜんとする。

「……いつから気がついていた？」

　ギルは意外そうに尋たずねた。

「牢ろうにいる時から疑うたがっていた。お前がやたらと話しかけてくるんでな。確信したのは、森での最初の夜だ。お前が吹ふいたのは、日ひ頃ごろの言こと葉ば遣づかいや振る舞まいに不ふ釣つり合いな、よほどの教養がないと知らない古楽だったからな」

「……つまらんところからボロが出たもんだ」

　ギルは皮ひ肉にくげな苦笑を洩もらした。

「だが、一つ教えてくれ」

　今度はシャインデルが尋たずねる。

「何な故ぜ、みんなを殺した？　どうして、こんな酷ひどいことをする必要があった？」

「それは俺おれにも分からない」

　ギルは頭かぶりを振ふった。

「ザモーラの狙ねらいは最初から森そのものじゃなく、そこに住むアールヴの血を引く民だった。ザモーラ太主は、みんなの特とく殊しゆな能のう力りよくを戦争の道具として欲ほつしていたんだ。殺しては意味がないはずだ」

　彼は腰こしの剣を鞘さやごと抜くと、シャインデルの方に放ほうる。

「今さら信じてくれとは言えないが、こんな結果になるなんて俺は思ってもみなかった。誰だれ一人、傷つかないと思っていたんだ、本気でな」

「奇き妙みようなことはまだあるわ」

　アマラは少し落ち着いたのか、短剣をしまった。

「これだけの被ひ害がいを与あたえながらザモーラ兵は撤てつ退たいしている、何故？」

　一同は沈ちん黙もくした。

「……考えられることが一つある」

　しばらくして、シャインデルが口を開いた。

「カデロンとザモーラの他に、もう一つ別の勢せい力りよくが暗あん躍やくしている、ということだ」

「そいつらが私たちを殺そうとしているの？　いったい誰なの？」

　涙をためたアリシアが彼の顔を見上げた。

「おそらく、ザモーラがこれ以上力をつけることを望まない者たちだ」

　それ以上のことはシャインデルにも想像がつかなかった。

「……言うべきことは言った。さあ、殺やってくれ」

　ギルはシャインデルの前に立った。

「俺はあんたたちにとっては裏切り者だ。その報むくいを受ける覚かく悟ごはある」

「ふざけるな！」

　シャインデルはギルの胸むな倉ぐらをつかむ。

「お前には生きてこの償つぐないをする義ぎ務むがある！　一生をかけて、みんなに償え！　死ぬより苦しい思いをしてな！」

「……どうしようがあるって言うんだ」

　ギルは顔をそらした。

「もう援えん軍ぐんが到とう着ちやくする頃ころだ。明あ日すにもまたザモーラはやってくる。逃げるにしても、当ても手て立だてもない。降こう伏ふくしなけりゃ、生き残った者も今度こそ死ぬぞ」

　シャインデルは手を離した。

　ドスン、とギルは地面に落ちる。

（考えろ。何かあるはずだ……。この連中を救う道が何か……）

「…………！」

　シャインデルはもう一度、ギルを引き起こした。

「ギル！　お前がいた一いち座ざの団長、何といった!?」

「……ティーズか？」

「そう、そのティーズだ！　その団長、借しやつ金きんの形かたに馬車や天てん幕まくを取り上げられたって話だったな？」

「ああ」

　ギルにはさっぱり訳わけが分からない。

「お前の報ほう奨しよう金きん、今いくら残ってる？」

　さらにシャインデルは畳たたみかけるように尋ねる。

「……千二百ぐらいか」

「俺が二千。アマラは？」

「千五百、丸々残っているわ。……ねえ、何を考えているの？」

「旅たび芸げい人にんの一座をそっくり買い取るんだ」

「はあ？」

「森の民を旅芸人に仕し立たてて、カデロンを脱だつ出しゆつする！」

「も、森を捨すてるの!?」

　この話に衝しよう撃げきを受けるアリシア。

「森はザモーラでも、カデロンでも好きな方にくれてやればいい。だが、奴らが本当に欲ほしがっていた、アールヴの血を引く森の民はもういない」

「クローディオとザモーラ太たい主しゆの鼻はなを明かそうって訳か？」

　ようやくギルはシャインデルの意い図とを理解した。

「金は渡す。すぐに街に走って、爺じいさんごと一座を買い取ってこい！」
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　さて、これと同じ頃ころ、バルザシアスはギベルワルドのもとに帰き還かんしていた。

「事情を説明してもらおうか？」

　将軍は厳きびしい顔をしていた。

「彼です」

　バルザシアスは白しら々じらしく、馬車で運ばれてきたあの若い副官の遺い体たいを指さした。

「この青年が何を血ち迷まよったのか、自分の部下を搔かき集めると、森へ独どく断だんで奇き襲しゆうをかけたのです。私は止めようと努力したのですが……」

　死人は反論できない。

　森への攻こう撃げき後ご、口止めに副官の命を奪うばったのは、もちろんバルザシアスである。

「それで、被ひ害がいは？」

　ギベルワルドは尋たずねる。

「こちらの死者は、この副官殿どのを含ふくめてほんの数名です。ですが、副官殿が火矢の使用を許ゆるしたためでしょう、森の民には多くの犠ぎ牲せい者しやが出た模も様ようです。私も兵の救きゆう出しゆつのため、何度か〝呪じゆ波は〟を使わざるを得ませんでした」

「愚おろか者ものが」

　ギベルワルドは副官の死体を見下ろして吐はき捨すてるように言った。

「あと一日待てば、絶ぜつ対たい的てきな兵力をもって奴やつらを生け捕どりにできたのだ。それを……」

「援えん軍ぐんが到とう着ちやくで？」

　バルザシアスは狡こう猾かつな目つきで将軍を見上げる。

「たった今。ここにいるのが、ここまで援軍を導みちびいてきたバルヨナ殿だ」

「バルヨナ？　あのヤーバシアの勇ゆう将しようの？」

「今ではザモーラの一将官だ」

　バルヨナは愛あい想そうのない男だった。

「なるほど、この方に参加して頂いただければ心こころ強づよい」

　魔ま道どう士しは世せ辞じを述のべた。

「残ざん念ねんだが」

　あまり残念そうでないバルヨナは、蛆うじ虫むしを見るような目でバルザシアスを見た。

　おそらくこの男の本質を鋭するどく嗅かぎ取ったのだろう。

「私の任務は援軍と物資を補ほ給きゆうし、負傷兵を連れ帰ること。ここに長なが居いはできませんな」

「ということだ」

　ギベルワルドは話を打ち切った。

「では、我われ々われはこれから森に向かう。今度こそ、なにもないことを祈いのろう」
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　ザモーラ軍は夜を徹てつして進軍を続けた。

　月下、松明たいまつを掲かかげながら進むその隊列は、あたかも一匹ぴきの光の蛇へびのようであった。

　それを、ウィミナリスの中腹から見下ろす、二人の人ひと影かげがあった。

　一人は太った醜みにくい男。

　もう一人は、全身を黒で包んだ女性的な顔立ちの剣けん士しだった。

「……このところ、しつこく付きまとって私に見せようとしていたのはこれか？」

　黒こく衣いの剣士は尋たずねた。

「その通りです、陛へい下か。ぐふふ」

　太った男は卑いやしい笑いを見せた。

「その敬けい称しようは王位を捨すてた男には不ふ適てき切せつだな、ゲールラッハ」

「これは失礼を」

　太った男は一礼すると、再び眼がん下かの行こう軍ぐん風景に目を遣やった。

「しかし何です、このままではカデロンも、あなたの国と同じ運命をたどることになりそうですな」

「貴き様さまの至し神しん智ち教きよう団だんはザモーラとは友好関係にあるはず。何を企たくらんでいる？」

「いえ、そこは微び妙みような外交関係という訳わけで……。そうそう、できればこの私と同じ法ほう衣えをまとっている男、片づけて頂いただけるとなお有あり難がたいのですが？」

「……ふん、まあいい。このままザモーラ太主の思いのままというのも面おも白しろくない。貴様の企みに乗ってやろう」

　黒衣の剣士は黒馬を駆かって、崖がけを下りていった。

　残ったゲールラッハはぐふふと笑う。

「これで教団とザモーラの均きん衡こうが崩くずれる恐おそれはなくなりました。後はバルザシアスが死んで、これが私の手て柄がらになれば、万ばん々ばん歳ざいですな」




　黒い稲いな妻づまがザモーラ軍を襲おそった。

　ギュン！

　冷気とともに血ち煙けむりが上がり、一刀のもとに二つの首が飛んだ。

　重じゆう装そう歩兵の方形盾スクトウムも、分ぶ厚あつい鎧よろいや兜かぶとも、紙のように切きり裂さかれる。

　暗やみに走る黒い影。

　兵士たちは風を感じた次の瞬しゆん間かんには絶ぜつ命めいしていた。

　この影には、シャインデルのような情け容よう赦しやはない。

　誰だれもが影の前に、平等に命を落としていった。

「くそっ！　このような時に！」

　バルザシアスは金こん剛ごう石せきの杖つえを握にぎった。任にん務むが完かん了りようしようという今になって計算外の要よう素そが現われたことに、彼は激はげしい苛いら立だちを覚おぼえていた。

「……だが、ここでさらにギベルワルドに恩おんを売るのも悪くはない」

　魔道士は心を落ち着けると、強きよう襲しゆう者しやを仕し留とめるべく血の匂においのする方へと向かった。

　だが、彼が黒衣の剣士を目まのあたりにした時、死体の数は百にあとわずかのところにまで達していた。

「そこまでだ、愚おろかな剣士よ。〝呪じゆ波は〟の力を思い知らせてやる」

　バルザシアスは杖つえを構かまえた。

「なるほど、お前か。ゲールラッハの言っていた魔道士は」

　黒衣の剣士は魔道士を見み据すえる。

　この時、バルザシアスは悟さとった。

「あの豚ぶためが！　そうか、貴様はあいつの手て先さきか！」

　白熱球が杖から放たれた。剣士は軽く、これをかわす。

「怒いかりに狙ねらいが定まらぬか？」

　彼はバルザシアスを嘲ちよう笑しようした。

「くっ！　許ゆるさん！」

　魔道士はさらに〝呪波〟を練ねると、今度は風を見えない刃やいばに変えて剣士を襲わせる。

　だが、剣士はこれも完全に見切った。

「貴様は退たい屈くつな敵てきだな」

「！」

　黒衣の剣士は、次の〝呪波〟を練る間を与あたえず、間合いをすっと詰つめた。

「……終わりだ」

　バルザシアスの首は大地に転ころがった。
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　ギルが馬車の一隊を連れて戻もどってきたのは翌よく朝あさのことだった。

　森の民たみたちはすでに荷に造づくりを終えている。

　集落の家々はほとんどが焼けて、大した荷に物もつは残っていなかったのだ。

　ロケの家もそうした一いつ軒けんだ。

　少年は母親に買ってもらった小さな太たい鼓こだけを持って、ビゲリスの一家に引き取られた。

　ビゲリス夫ふ妻さいは一番幼おさない子供を失っていたのである。

「急いで、みんな馬車に乗るのよ！」

　アマラがみんなを馬車に割り当てる。

「歓かん迎げいするぞ、新しい団員たちよ！」

　肩かたに猿さるを乗せたティーズ老人が、馬車に乗り組む人々に勘かん違ちがい気ぎ味みの声をかける。

　ギルは老人にあまり詳くわしく説明をしなかったようだ。

「この天才イシードロと旅をできるとは、みなさん至し上じようの幸こう福ふくですぞ！」

　どこで紛まぎれ込んだのか、変な台本書きも馬車の上にいた。

　全部で十台の馬車に、ほぼ問題なく全員が乗り込む。

　だが……。

　みんなが大だい体たい乗り終わった頃ころになって、カミロが毛もう布ふに包くるまれた姉を抱き抱かかえて現われた。

「……どうした？」

　シャインデルがそっと尋たずねると、カミロは涙なみだに濡ぬれた顔を上げた。

「姉キ、昨日の夜、死のうとして……」

　シャインデルは毛布をめくった。

「…………！」

　そこにあったのは、彼のよく知った気き丈じような娘むすめの顔ではなかった。

「自分の火で、顔を焼いたんだ。もう何も分からないみたいで、俺おれが何度呼んでも……」

「馬車に乗れ、カミロ」

　シャインデルは手のひらで軽く青年の背を押おした。

「そして、お前が姉ねえさんを守ってやるんだ。何があってもな」

「……分かった」

　カミロは涙を拭ぬぐった。

「俺、あんたに会えて良かった。姉キもきっとそう思ってるよ。あの太たい子しの奴やつにさえ会っていなかったら、きっと姉キはあんたのこと……」

「もういい」

　シャインデルは最後にもう一度毛布をめくると、カルミナの唇くちびるだった場所に口づけした。

「クローディオにはお前より先に冥めい府ふを見せてやる。……きっとな」

「……シャインデル！」

　カミロたちが乗り込むと、見み張はりに立っていたイスマル少年がゼイゼイいいながら戻ってきてシャインデルに告げた。

「ザモーラ軍だ、また現われた！」

「よし。お前も馬車に乗れ。ここは俺が食い止める」

　彼は言った。

「シャインデル、残る気なの!?」

　アリシアが馬車から飛び下りた。

「駄だ目めよ、一いつ緒しよにきて！」

「ここで奴らを止めなければ追いつかれる」

「でも、一人じゃ無む理りよ、私も残る！」

「……いいか、アリシア」

　シャインデルはしゃがみ込んで、小こ柄がらな少女と目の高さを合わせた。

「お前は長おさだろう？　今こそみんなは、お前を必要としているんだ」

「シャイン……」

「それにお前が安全なところにいてくれる方が、俺も安心して戦える」

「……絶ぜつ対たい、絶対死んだら駄目だからね」

　アリシアはシャインデルに胸に顔を埋うずめた。

　シャインデルは少女の身体からだを抱き上げると、馬車の御ぎよ者しやの隣となりに置いた。

「ギル、この子たちを頼たのむぞ」

　御者台のギルはうなずいた。

「ああ。今度あんたに会うまでは全員守り切ってみせる」

「シャインデル、約束よ。絶対に追いつくのよ」

　アマラも声を震ふるわせた。

「ああ、約束だ」

　シャインデルは馬の背を叩たたくと、大きく両手を振った。

　それを合あい図ずに、『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』の馬車隊は走りだした。

　自由に向かって。
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　ギベルワルド将軍は、森の前に立つ一人の男を見た。

「シャインデル、今日はここを通してもらうぞ！　すでにカデロンは森を放ほう棄きした。この土地は正式にザモーラの領りよう土どだ」

　すでに一万二千の布ふ陣じんを終えた将軍は、草原を隔へだてて怒ど鳴なった。

「俺おれにはもう、カデロンもザモーラも関係がない！」

　鉄てつ杖じようを握にぎった戦士は返した。

「だが、今日のところはお前たちを通す気はないぜ！」

「たった一人で戦争をする気か？」

　昨日きのうの副官の暴ぼう走そうで、森には戦える者がほとんど残っていないことを将軍は知っていた。

「そうだ！」

「意地で命を捨てるか。……それもいいだろう！」

　将軍は手を振り上げて全軍に前進を命じた。

　と、同時に。

　シャインデルは走った。

　千の弓が、彼に狙ねらいをつけて引き絞しぼられる。

　昨さく夜やの黒衣の剣士の襲しゆう撃げきがなければ、その数は倍になっていたところだ。

　シュ、シュ、シュ！

　無数の矢が空を暗く覆おおう。

　シャインデルは炎ほのおの鉄てつ杖じようを振るった。

　吹き上がった紅ぐ蓮れんの炎が巨きよ大だいな狼おおかみの形を取り、草原を駆かけ巡めぐった。

　ゴーッ！

　矢の雨は、狼の描えがく炎の軌き跡せきに巻き込まれ、一いつ瞬しゆんのうちに燃もえ尽つきる。

「何だと！」

　ギベルワルドは目を見み張はった。

「奴やつは人間ではないのか！」

「死にたくない奴は下がれ！　今日は手て加か減げん抜ぬきでいくぜ！」

　シャインデルは騎き兵へいの真まっ只ただ中なかに突っ込んでいた。

　馬上から打ち落とされ、いや、打ち飛ばされてゆく騎兵たち。

　炎の中に浮うかび上がるシャインデルの形ぎよう相そうに、馬たちが恐きよう慌こうをきたして跳はね回り、乗り手の意志を無む視しして後退してゆく。

　その馬に踏ふみ潰つぶされる、長ちよう弓きゆう兵へいや槍そう兵へいたち。

　戦場を駆け巡るシャインデルは、彼らの前にも立ちふさがった。

　鉄杖の一ひと振ふりで、槍兵の手にした細い木製の柄えの槍やりなど、まとまって一個小隊分がへし折れる。

　この近きん距きよ離りでは長弓を引くのが間に合う訳わけもない。初めから弓兵は、勝負を棄すてて敗はい走そうする。

　しかし……。




「ちっ！」

　シャインデルは肩かたに槍を受けて顔をしかめた。

　すでに戦せん闘とう開始後、かなりの時間が経たっている。

　ここまで、彼も無む傷きずではない。

　数本の矢を食らい、槍の傷も一つや二つではない。

　体力の消しよう耗もうも当然激しい。

　それでも、彼は戦いを止やめなかった。

　アマラやアリシアとの約束には背そむくことになるが、死ぬまで戦うつもりだった。

　十年間仕つかえたアゼラの太主を弑しい逆ぎやくして以来、シャインデルにとって戦いは忘ぼう却きやくの手段でしかなかった。信しん頼らいを裏切られた空くう虚きよ感かんと、最後まで忠ちゆう誠せいを尽つくせなかった自分への怒いかりを忘れるための……。

　だが、今は違ちがった。

　彼は、命にかえても守り抜きたい者たちのために戦っていた。

　一人だが、独ひとりではなかった。

「トッグ、百人隊長の心こころ意い気き、見せてやろうぜ」

　金きん髪ぱつの戦士は新たな力を奮ふるい起こした。




「退ひけい！」

　突とつ然ぜん、ギベルワルドの声が戦場に響ひびいた。

「退けい、みな、退くのだ！」

　シャインデルを囲かこんでいた兵士たちが、ジリジリと下がり始めた。

　それを見て、シャインデルも鉄杖を下ろす。

　ギベルワルドは部下を下がらせると、自分はアゼラの元百人隊長の方へと進んだ。

「聞け、シャインデル！」

　彼は言った。

「もうこれ以上、わしは部下を無む駄だ死じにさせたくはない」

「では、また撤てつ退たいするか？」

　息が上がりかけているのを隠かくしながら、シャインデルは声をかける。

「それもできぬ。お前にも意地があるように、わしにも意地がある」

「では、どうする？」

「ここはお前とわし、一対一の一いつ騎き打うちとしよう。お前が死ねば、我わが軍は森に入り、わしが倒たおれれば、部下は都みやこまで撤退させる」

「あんたの部下が約束を破やぶらない保ほ証しようは？」

「わしの言葉だ」

　ギベルワルドは部下を振り返った。

「聞いたな！　わしの名めい誉よがかかっている！」

　ザモーラ兵はみな、武ぶ器きを高く掲かがげてオウと返した。

「……いいだろう」

　シャインデルも同意した。

「では、いくぞ！」

　まずはギベルワルドが、抜ばつ刀とうして打ちかかった。

　シャインデルは炎の杖でこれを払はらう。

「食らえ！」

　ギベルワルドはいったん飛び退すさると、剣先から光の矢を放った。

「当たるか！」

　杖から吹き出た炎がこれを打ち消す。

「〝呪波〟の魔ま剣けんか、面おも白しろいものを持っているな」

　シャインデルはニヤリとした。

「お前の杖ほどではない」

　ギベルワルドもやり返す。

「アゼラの連中も見る目がない！」

　間かん髪はつを入れず、将軍は間合いを詰つめて袈け裟さ掛がけに振り下ろした。

「これだけの力量を持つ男を百人隊長に留とどめておくとはな！　ザモーラにくれば軍団長、いや、宰さい相しように継つぐ地位にまで登りつめられただろうに！」

「それほどザモーラは人ひと手で不ぶ足そくか！」

　シャインデルは見切り、相手の喉のど元もとを狙ねらって鋭するどい突つきを繰くり出す。

「よく聞け！　ザモーラは遠からず、エレネイの覇は者しやとなる！　その時に、太主陛下の横に立ちたくはないか!?」

　ギベルワルドはその突きを払い上げ、すかさず胴どうを薙なぐ。

「あいにくと、太主って連中に仕えるのは二度と御ご免めんでね！」

　シャインデルはクルリと杖を回し、これを受け止める。

「ならば死ねい！」

「死ぬものか！」

　ギベルワルドは大だい上じよう段だんに振りかぶると、白熱化した剣をシャインデルの頭めがけて振り下ろした。

　シャインデルは腰を落とし、渾こん身しんの力を込めた突きで将軍の眉み間けんを狙ねらった。

　ガッ！

　鈍にぶい音とともに、二人の動きが止まった。

「…………」

「…………」

　将軍の剣は、シャインデルの鉢はち金がねを割り、額ひたいの皮を割さいた。

　炎の杖はギベルワルドの眉間に食い込み、頭ず蓋がいを砕くだいていた。
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「……見み事ごと」

　ギベルワルド将軍はドウッと仰あお向むけに倒れた。

　シャインデルは立ち上がった。

「まだ、続けるか？」

　彼は、額から流れ出る血に構かまわずに、兵士たちを見み渡わたした。

　ザモーラ兵たちはしばらく動こうとはしなかった。

　だが、やがて二人の兵士が進み出た。

　二人はシャインデルに向かって一礼すると、ギベルワルド将軍の遺い体たいを引き取った。

　そして、指し揮き官かんの亡なき骸がらとともにザモーラの軍ぐん勢ぜいは、無む言ごんで地平線の向こうに消えていった。

　後には、シャインデル一人が残された。

　空はすでに茜あかね色いろに染そまりかけている。

「……生き残っちまったな」

　彼はつぶやき、微ほほ笑えむと、杖で身体からだを支ささえながら無人の森へ帰っていった。







　終章　クローディオ







　夜の帳とばりが下りて、三つの月が静かに昇のぼった。

　家々の灯あかりが次々と消えてゆき、酒場や娼しよう家かを除のぞく街まち中じゆうが寝ね静しずまった頃ころ……。

　郊こう外がいの崖がけの上に立つ宰さい相しようゲレオンの屋や敷しき。

　その二階の応おう接せつ室しつの窓から首都を見下ろす太たい子しクローディオの背中に、巨きよ大だいな黒い影が立った。

「……待っていたぞ」

　振ふり返ることなく太子は言った。

「隣となりの部へ屋やでゲレオンが死んでいた。胸を剣けんで突ついて」

　シャインデルは告げた。

「君への詫わびのつもりだろう、あの老人らしい。我わが父も、今は死の床とこにある。君が討うつべき相手は私一人だな」

「ザモーラ軍は追い払はらったぜ」

　クローディオに逃にげる意い志しがないのを見て、シャインデルは鉄てつ杖じようを下ろした。

「大した男だ。だが、いくら追い払っても、次は倍、その次はさらに倍の兵力で攻せめてくるぞ」

「勝かつ手てにするがいい。森はもう蛻もぬけの殻からだ」

「…………」

　この時、クローディオは初めて振り向いた。

「森の民たみはもうこの国を出た頃だ。一人残らずな」

「なるほど、感かん謝しやする。みながザモーラに利用されるのは忍しのびなかった。あとで外交的には問題となるかも知れんが、条約はすでに発はつ効こうした。こちらとしては困こまることはない」

「ふざけるな！」

　シャインデルは鉄杖をクローディオの胸むねに突きつけた。

「多くの者たちが死んだ。トッグも、レベカも、ロケの両親も、ビゲリスの赤ん坊ぼうも、戦いに加わらなかった老人や子供たちも。ギベルワルドも、他ほかの多くのザモーラ兵も……。お前に裏切られたカルミナは、自分を炎ほのおで焼いたよ。一いち命めいはとりとめたが、あの子の澄すんだ心はもう死んでしまった」

「可か哀わい相そうなことをしたと、思う」

「……地じ獄ごくで悔くやめ」

　シャインデルは鉄杖を握にぎる腕うでに力を込める。

「待て」

　クローディオは静かに言った。

「命いのち乞ごいか？」

「そうではない。いや、そうかも知れぬな」

　彼は苦笑する。

「私は、君やカルミナや森の民を裏切った。それは自分がエレネイのために成なし遂とげるべき使し命めいがあると信じたからだ。三年でいい。ことが終わるまで、待ってはくれぬか？　もし三年経たって、私がまだ何も成し遂げていなかったら、その時は改あらためて討うちに来るがいい。潔いさぎよく討たれよう」

「使命だと？」

「その場しのぎの言い訳わけだと思うのなら、討つがいい。だが、私はそのためにすべてを捨すてた。……私はカルミナを愛していた」

　クローディオは賞しよう金きん首くびの鳶とび色いろの瞳ひとみを、真まっすぐに見み据すえた。

「…………」

　シャインデルは炎の杖を引いた。

「その命、しばらく預あずけておこう」

「……分かって、くれたのだな？」

「分からんな。少なくとも俺おれには、大たい儀ぎや使命とやらのためとはいえ、自分に信しん頼らいを寄よせる人間を取り引きの材料に使う奴やつの考えは分からん」

　彼は頭かぶりを振ふった。

「お前を助けるのはカルミナのためだ。だが、三年経ったら今度は本気で殺やりにくるぜ」

「ああ、三年後に成し遂げていなかったら、私の命も無意味だ」

「……三年後だ」

　シャインデルは背を向け、窓を開いた。

「残っては……くれぬだろうな？」

　太子は声をかけた。

「……前にあんたは言ったな、俺は抜ぬき身の剣けんだと。このエレネイに一ひと振ふりぐらいは、錆さびつき、打ち折れるまで鞘さやに収おさまらず、流離さすらう剣があってもいい」

　窓から夜空に身を躍おどらせると、元百人隊長はクローディオの前から消えた。




　　　　＊　＊　＊




「……すぐにあの人、追いつくわ」

　カデロンの国境を越こえた馬車の御ぎよ者しや台だいから、白鳥の乙おと女めはじっと後方を見つめたままつぶやいた。

　それを耳にしたアマラは、彼女の肩かたを夜風から守るようにそっと外がい套とうをかけてうなずいた。

「ええ。きっと明あ日すか、明後日あさつてには」

　そう語りかけながらもアマラは、シャインデルが彼女たちのもとに戻もどらないことを予感していた。

　その血に染そまった腕うでがアリシアたちを再び悲ひ劇げきに巻き込むことがないように、金きん髪ぱつの戦士が別の道を歩もうとすることを。

「そうだよね、きっと明日……」

　少女の漆しつ黒こくの瞳ひとみは、地平線上にシャインデルの姿すがたが現われるのをいつまでも待っていた。




　　　　＊　＊　＊




　その後……。

　太たい主しゆヨルダネスは病の悪化にともなう心しん臓ぞう発ほつ作さで死し去きよした。




　ザモーラの外交顧こ問もんアルムミは、今回の使命を終えると多額の報ほう奨しようを得てザモーラを辞じした。




　クローディオは半年後、ザモーラの第二姫イザベルと壮そう麗れいな婚こん礼れいの儀ぎを行なった。

　彼はカデロンの太主であると同時に、ザモーラの正式な後こう継けい者しやになったのである。

　だが。

　それから二年の後、ザモーラの宮きゆう廷ていに妃きさきとともに招まねかれたクローディオは、祝しゆく宴えんの席で突とつ然ぜん、義ぎ父ふである太主に向かって短たん剣けんを振ふりかざした。

　かねてからの計画である。

　エレネイ全土の支配を目もく論ろむザモーラ太主の暗殺。

　それが、シャインデルに約束したクローディオの使命であった。

　しかし、信頼を置いていたはずのクローディオの反逆にも、ザモーラ太主は慌あわてることがなかった。毒どくの刃やいばをかわした太主は、近くの警備兵から剣をもぎ取り、自みずからクローディオを倒たおしたのである。

　あと一歩踏ふみ込こんでいれば、短剣の刃はザモーラ太主の皮ひ膚ふを切り裂さき、彼を絶ぜつ命めいさせていたことだろう。

　と、その場に居い合あわせた者たちは証しよう言げんした。

　だが、ザモーラ太主は生き延のび、クローディオは死んだ。

　妃だったイザベルも、自じ害がいした。意外なことにこのイザベルは、クローディオの決意に共きよう鳴めいして、暗殺計画に加か担たんしていたのだ。

　そして、この年、太主位を継つぐものがいなくなったカデロンは、ヤーバシアと同様にザモーラに併へい合ごうされることとなった。

　歴史の流れは、変えることができなかったのである。




　そして……。

　ノイストリエンの森の民は、『ティーズの驚きよう異いの一いち座ざ』としてエレネイを巡めぐる旅に出た。

　しばらくすると、彼らはそれぞれの特技を生いかし、本職の芸人顔負けの興こう行ぎようを行なうようになっていた。

　アマラは占うらない師しとして、ギルも人形使い兼けん楽がく士しとして、その一員となった。




　さて、一人カデロンを旅だったシャインデルは、やはり『ティーズの驚異の一座』を追うことはなかった。

　この金きん髪ぱつの戦士のその後については……。

　また別の機会に語られることもあるだろう。







　あとがき







　読者のみなさん、明けましておめでと……




　と、まだメリークリスマスかな？




　考えてみると、第三巻『異端の魔道士セイル』が出たのが今年の一月だから、この一年間で長編が四冊。




　他にも、ドラゴンマガジンで月蝕紀列伝の短編を何本かと、新シリーズの『西妖見聞録』（これと同じ頃に出るドラゴンマガジンの別冊に、第二弾が載のっているのでこっちもよろしくね）を書いたし……。




　……おおっ！　ちゃんと仕事しているじゃないか！




　シリーズも中盤を過ぎて、ようやく作家としての自じ覚かくが生まれた……？




　……な訳わけないや。

　息抜きと言いつつ、『プロサッカークラブをつくろう２』を、十二時間にわたってやっちゃったものなあ……。

　必ずサッカーの番組は見ていたし……。

　ドリームキャストも予約するし……。

　少なくとも週一本は、映画を見にいったし……。（『三銃士』も、『アベンジャーズ』も、『マスク・オブ・ゾロ』も見てしまった。弟に、「西洋チャンバラなら何なんでもいいんかい？」と言われた）

　夜になると、猫ねこ三匹を相手に遊んでいたし……。

　チェスのパズルの本、丸まる々まる一冊解といたし……。




　…………。




　結局、殊しゆ勝しような態たい度どだったのは、夏バテしていた間だけだったみたい。




　　　　＊　＊　＊




　まあ、そんなこんなで、月蝕紀列伝も六巻目です。

　今回の主人公は、前巻にも登場したシャインデル。

　……と、アマラかな？

　舞ぶ台たいは、以前にも名前が何回か登場した文化国家カデロンで、セイルのエピソードよりもさらに一年前の物語になります。（つまり、第一巻の二年前）

　この巻が時代的には一番古くなるので、この巻から読み始める人も、ぜんぜん支し障しようありません。

　でも、続けて読んでくれている人は、一度、時代順に並べてみると面おも白しろいと思いますよ。

　ああ、これはこういうことだったのか、と気づくところがあるかも。




　さて、次の巻ではとうとう最後の主人公が登場します。

　今度は女性だけど、どんな人物かはまだ秘密。（もっとも、すでに見当がついてる人もいるかもね）

　桜の花の咲いているうちに出したいと思っているけど、さて、どうなることやら……。




　付記１

　前回、没ぼつネタをいくつか発表したけど、まだ他にも何種類か……。




　アーサー王の世界に８０年代風のツッパリ高校生が飛び込む、『アーサー王宮のやんきい』




　魔法のランプをこすると、浦和レッズの岡野が出てきて暴あばれ回る、『あら、野人？』（ちょっと苦しい）




　新しん選せん組ぐみの美青年剣士が、ある朝、目め覚ざめた瞬しゆん間かんに現代にタイムスリップする、『起きた拍ひよう子し』（かなり苦しい）




　……どれも駄だ目めだな、やっぱり。




　付記２

　今回の使用ＢＧＭは、宇徳敬子さんの『満月』、ロリーナ・マッケニット、オンヤ・フュリー他の『ケルティック・ウーマン』（アンソロジーです）、メアリー・ブラック『ベイブズ・イン・ザ・ウッド』（ちょっと古いか？）、谷山浩子さんの『カイの迷宮』、そしてまたまた、笠原弘子さんの『ノスタルジア』でした。
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